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　　　プロローグ







　穂ほ尾お付づき町にある公民館の大会議室。

　借り切られたその一室に、町内では見慣れない顔ぶれの若者ばかりが三〇人程度集まっている。年齢層は一〇代半ばから後半。華きや奢しやな少年、柄がらの悪い大男、女性も数人。若いという以外に統一感のない集団だ。

　各おの々おのがパイプ椅い子すに座って談笑していたその集団は、一人の少年が前に立つとそれだけで口を噤つぐみ、少年の言葉を待つ。

「久しぶりだね、みんな」

　久しぶり。元気だったか。調子はどうだ。ご機嫌麗うるわしゅう。相変わらず可愛かわいい。我らを導き給たまえ。前に立つ少年の声に、あちこちから様々な答えが返る。

　あるいは友愛。あるいは敬愛。畏い敬けい。心しん酔すい。果ては崇すう拝はい。

　そんな様々な返答の中に、こんなものが混じる。




　探し物は、見つかりましたか？




　少年はそれに答える。

「一つは、それっぽいのが見つかった。一つは、ありそうな場所が見つかった」

　なんだそれ。曖あい昧まいだな。ぽいってなんだ。苦笑を含んだ反応がいくつか返ってくる。

「みんなに集まってもらったのはね、それを手に入れるお手伝いをしてもらおうかなって」

　分かった。いいよ。手伝いましょう。俺おれ達で見つけてやろう。肯定的な反応ばかりだ。

「本命の聖書は、穂尾付図書館の地下禁書庫にあるかもしれない」

　地下禁書庫！　なんだそれ！　かっこいいな！　ありそうだな！　ざわざわと盛り上がる集団。特に男性陣は目を輝かせている。

「準備が整ったら、誰だれにも邪じや魔まされないようにしてみんなで探そう」

　楽しみだな。宝探しみたい。最初に見つけたら最初に読んでいいのか？　和わ気き藹あい々あいだ。

「で、もう一つはこれ」

　少年が、大きく引き伸ばされた写真をホワイトボードに貼はる。

　写真に写っているのは、一人の女子高生。

　可愛い！　そうか？　なんか怖い。いや可愛い。評価が割れている。

「欲しいのはこっちなんだけどね」

　言って少年は、写真の女子高生が胸に抱だいている日本人形を指差す。

　依より空から造づくり!?　狐きつね火びの!?　本物!?　信じられない！　集団が今日一番の興奮を見せる。

「残念ながら、多分レプリカ」

　あー……。でも、レプリカでも見たい。うん。手に入れる価値はある。本物と何か関係があるかも。集団は余よ程ほどその人形に興味があるようだ。

「あと、こっちはおまけ」

　少年が、もう一枚写真を貼はり付ける。

　写っているのは、吊つり目なのにどこか気弱そうな表情の、眼鏡めがねの女子高生。

　誰だれ？　心が一つになった。

「個人的な遊びだよ。他ほかにもスペシャルゲストが何人か」

　少年が楽しそうに笑う。

　何か知らないけど。あなたが望むのなら。とりあえず何をすればいい？　明らかに犯罪の匂においのする行為を教きよう唆さされているのに、集団には躊ちゆう躇ちよする様子がない。少年の言う事には無条件で従う、そんなカルト宗教染じみた空気の中、いよいよ話は具体的に進み始める。

　少年は、日本人形を胸に抱く女子高生の写真を手に取り掲げる。

「とりあえずは──この子を、誘ゆう拐かいする」




　七月二一日、土曜日。

　少年の夏休みは、こうして始まった。
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　七月二一日、土曜日。

　好きなだけ寝ていられるはずの夏休み初日のその日、しかし相あい上がみ櫻さくらは、普段と全く同じ午前七時に目を覚ました。

　──限界まで見開かれた血走り気味の大きな二つの瞳ひとみが、櫻の視界を埋めていた。

「おうっ！」

「おぅ」

　いつの間にか櫻のベッドに潜もぐり込んできていた小さな幼おさな馴な染じみ──波は名な城しろアザミは、いつものようにのんびりと櫻の声を鸚おう鵡む返しする。

「……お前、そろそろ俺おれのベッドに潜り込んでくるのやめろよ……暑いだろ」

「んーん」

　小さく首を振り、猫のように目を細めて櫻に擦すり寄るアザミ。その仕草に、今日も櫻は何も言えなくなってしまう。

「全く……仕方ないやつだな」

　苦笑しながらアザミの頭を撫なでる櫻の眼まな差ざしは、本当に愛いとおしいものを見つめるように優やさしく、そしていつものように、ほんの少しだけ哀かなしい。

　しばらくそうやってアザミと二人でまどろんでいた櫻だったが、不意に大事な事を思い出して身を起こした。

「そうだ、のんびりしてる場合じゃない……アザミ、起きろ」

「んー……むー……もう行く……？」

「まだ行かないけど、もう準備するから。ほら、お前は自分ち帰って寝てろ。後で琴こと宮みやが迎えに来るからな」

「……んにゃぁ……」

　ほとんど目を閉じたままゆらゆらと上半身を起こすアザミを横目に見ながら、櫻は立ち上がって階下に下りる。

「みぃそ～しるは～あまぁく～♪」

「みぃそ～しるは～からぁく～♪」

　ダイニングでは、櫻の父親である豊ゆたかとアザミの母親である夕ゆう楓かが、宝たから塚づか歌劇団『ベルサイユのばら』で有名な楽曲のメロディに乗せて高らかと味み噌そ汁しるを謳うたっている。

「おはよう」

「おお？　早いな櫻さくら」

「おはよう櫻君。お休みなのにどうしたの？」

「ん、ちょっと用事があって出てくる。今日、俺おれもアザミも昼ご飯いらないから」

　言いながら洗面所へ向かい、顔を洗って鏡の前で気を引き締める。

　今日は、勝負の日だ。




　午前九時。穂ほ尾お付づき駅の老ろう朽きゆう化かした大時計が見えるベンチに櫻は到着した。

　ちなみに、待ち合わせの時刻は午前一〇時。まだ一時間も先だ。

　櫻がこれ程ほど早く待ち合わせ場所にやって来たのは、別に相手を待たせては悪いという殊しゆ勝しような心がけからではなく、ましてや相手と会えるのが嬉うれし過ぎて気が急せいてしまった、などという訳でも無論ない。

　その理由は、まだ約束の一時間前であるにも拘かかわらず櫻と同時にその場に到着した待ち合わせ相手──琴こと宮みや遙はるかの思おも惑わくと、全く同じものだった。

「……おはよう、相あい上がみ君。随ずい分ぶんと早いのね」

「……おはようございます、琴宮先せん輩ぱい。そちらこそ、もういらっしゃるとは」

　今日は二人とも私服である。遙は青いストライプのチュニックに七しち分ぶ丈たけのデニムパンツ、足元はブラウンのグラディエーターサンダル。その予想外に女の子らしい服装もそうだが、何よりもあの長い髪をポニーテールにしているのが櫻には衝しよう撃げき的だった。

　一方の櫻は、緑地に黒くろ襟えりのフェイクレイヤードのポロシャツに、黒一色のストレッチカーゴパンツ。三つのボタンが全すべて開けられた襟元からは、細くシンプルなフェイクレザーのチョーカーが覗のぞいている。

　互いに見慣れぬ私服姿が気になるものの、しかしまじまじと凝ぎよう視しする事も出来ず、結果ちらちらと盗み見るような形になる。

「万が一にも相上君を待たせちゃ悪いと思ってね、急ぎ過ぎちゃった」

「俺も夏休みにまで琴宮先輩と会えると思ったら嬉しくて、ついつい早く来過ぎましたよ」

「まぁ、そんな事言われたらドキドキしちゃう」

「俺は昨日の夜からドキドキしっぱなしですよ」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」

（このキツネ男……）

（このタヌキ女……）

　乾いた笑みを交わしながら、二人は同時に心の中で舌打ちをした。

　二人が一時間も早く待ち合わせ場所に来た理由は、実に単純で子供っぽいものだ。相手より遅れたら負け。ただなんとなく、そんな気がしたからに過ぎない。

　もちろん、そんなルールを決めていた訳ではない。二人はそれぞれ個人的に、確実に相手よりも先に来て、今日という日の最初の精神的アドバンテージを握ってやろう、という考えに至ったのであった。

　その結果、待ち合わせのちょうど一時間前に対面したというのだから、仲が良いやら悪いやら。どちらにしても似た者同士である事に変わりはなかった。

「……本当に、早く来過ぎましたね」

「そうね……」

　最も寄よりのスーパーの開店は午前九時半。まだ三〇分もある。ゆっくり歩いても一〇分の距離だし、随ずい分ぶんと時間に余裕が出来てしまった。

　ベンチに並んで座り、会話もなく、どこかそわそわとしている若い男女。近くを通った中年女性が、何か微笑ほほえましいものを見守るような視線をちらりと向ける。何も知らない者から見れば、二人の様子はまるで初うい々ういしいカップルの初デートのようだった。

　しかし、二人の目的はデートなどではない。

　これは、互いの命運をかけた勝負の下準備なのだ。

　夏休み前。櫻さくらと遙はるかは、謎なぞの売り言葉と買い言葉の応おう酬しゆうの果て、夏休みに共通の食材で弁当を作って食べさせ合い、どっちのお母さん力が上か勝負する、という約束を交わした。今日はその対決の日。という訳で、二人で弁当の食材を買いに来ているのだ。

　ただの勝負ではない。勝った方は負けた方になんでも一つ命令出来る、という恐ろしいペナルティがある。普段から様々な事でぶつかり合う二人の事、その権利が今後迎えるであろう重要な局面でどれ程ほど強力な切り札となるかは想像に難かたくない。

　ちなみに、勝負は穂ほ尾お付づき学園の家庭科室で行われる。事前に申しん請せいを出していれば穂尾付学園の各施設は休日でも自由に利用可能で、櫻と遙が買い出しをしている間にアザミと彼方かなたが決戦の舞台を整える手て筈はずだ。

　ただ、勝負開始は一一時となっているため、まだ二人とも家にいる時間である。

「……何して時間潰つぶそうか？」

　ぼんやりと空の雲を見上げながら問う遙に、櫻は少し考える素振りを見せ、答える。

「そうですねぇ……『馬ば鹿かと天才ゲーム』でもしますか？」




　馬鹿と天才ゲーム、とは──

　創作遊ゆう戯ぎ研究会、略して創そう遊ゆう研けんの会員である遙が考案したオリジナルゲームである。

　ルールは単純で、二人のプレイヤーが『馬鹿』と『天才』となって会話をし、馬鹿は天才の言う事を理解・納なつ得とくしたら負け、天才は馬ば鹿かの言う事を理解・納得しなければ負け。これは本当に理解・納得した（していない）かとは関係なく、ともかく理解・納得した（していない）というニュアンスの事を言わなければそれでよい。

　制限時間は数分～数日と自由に設定可能。櫻さくらは以前遙はるかとこのゲームで対戦し、制限時間五分のところをほんの数秒で勝利している。

「……そう言えば私、相あい上がみ君に馬鹿と天才ゲームで負けっぱなしだったわね……やるとしたら制限時間はどうするの？」

「せっかくだから、買い物して学校につくまでとかどうですか？」

「一時間半ってとこかしら……いいわ、受けて立ちましょう」

　ゲームの考案者だけあって、遙はこのゲームをやり慣れている。前回初挑戦の櫻に負けたのは、櫻がミニッツで遙の心を読み、その戦略を事前に知っていたからだ。

　まともに勝負をしたなら、やはり遙に分ぶがある事は櫻にも分かっている。そして勝ち負けよりも時間つぶしが目的の長期戦では、ミニッツを使って勝っても意味がない。

　それを理解した上で、それでも櫻は遙に『馬鹿と天才ゲーム』の長期戦を申し込んだ。

　勝算があった訳ではない。無論むざむざと負けるつもりはないが、この時櫻は、ゲームの単純な勝敗よりもずっと先の事を見み据すえていたのだ。

「ああそうだ、ゲームを始める前にちょっと確認しておきたいんですけど……このゲームって、馬鹿は天才の日本語の意味は理解してもいいんですよね？」

「そりゃそうよ。そうしないと文字通り話にならないわ」

「じゃあ例えばですね、天才が馬鹿に『好きな食べ物は何？』という質問をしたとします。馬鹿がその質問に答えたら、負けになりますか？」

「質問に答えるという事は、天才の質問の意味を理解したからだ……って事ね？」

「はい」

「そういうのは負けとはしてなかったけど……でもそうね、ルールとして明文化されてる訳じゃないから、そこはちょっと細かく決めておいた方がいいかもね……」

　顎あごに手を当て、目の焦しよう点てんを外して遙は考えをまとめる。

　元々この『馬鹿と天才ゲーム』は、ひどくプレイヤーの感覚に頼るところの大きいゲームだ。解釈の違いによりいくらでも決着はもつれ得る。

　それらルールの穴を、実際のプレイを重ねる事で少しずつ修正していく。それもまた、創そう遊ゆう研けんの活動の面白いところだった。

「そうね……ゲームのルールとして明文化されてる『理解・納得』は、『説明・主張』に対してのもの。単純に情報や意見を求めるだけの『質問』はゲームの勝敗とは無関係……っていう風に正式に決めようかしら」

　ふんふん、と気のない振りで頷うなずく櫻。しかし、この遙の判断は櫻にとって値あたい千せん金きんだった。特に『説明・主張』という文もん言ごんが良い。

「ふむ……じゃあ、例えば『好きな食べ物は？』って質問に正直に答えても、馬ば鹿かは負けにはならないって事ですね？」

「そうね、そのくらいじゃないと会話にならないだろうし。逆に、その質問に答えなくても天才は負けにはならないって事ね」

「ん、分かりました。要するに、馬鹿が理解・納なつ得とくしてはいけない事、及および天才が理解・納得しなければいけない事は、相手の『説明・主張』だけって事ですね？」

「ひとまずそういう事になるかしらね。まだまだルール改正の余地はあるでしょうけど、それはまた随ずい時じ考えていけば良いいし」

（ＯＫ、それで十分だ）

　この時、櫻さくらにとって勝利の礎いしずえの第一段目が積まれた事に、遙はるかは気付けなかった。
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　駅前の商店街を並んで歩くその二人は、一見、仲なか睦むつまじいカップルのようにも見えた。

　しかし、もし二人の間で交わされている会話の内容を聞いたなら、誰だれもがそんな第一印象を即座に覆くつがえした事だろう。

　例えばそれは、こんな会話だ。

「野球のチームが一〇〇チームあったとして、トーナメントで戦うとしたら、優勝が決まるまでに最低何試合必要か分かる？」

「いやー、分かりませんねぇ」

「答えは九九試合。ものすごく簡単な理屈なんだけど、分からない？」

「全く分かりませんねぇ」

「だからね、一〇〇チームの中から一チームだけ優勝するっていう事は、他ほかの九九チームが負けるっていう事でしょ？　九九チームが負けるには、九九試合が必要。ただそれだけなのよ。分かるでしょ？」

「何の事やらさっぱりですねぇ」

「こんな事も分からないんだ……まぁ、仕方ないわよね」

　そこで女は、心の底から楽しそうな笑みを浮かべる。

「相あい上がみ君は、馬鹿だもんね」

（こんのクソアマ……調子に乗りやがって……！）

　遙の言葉に腸はらわたが煮にえくり返る思いを抱いだきつつも、櫻は表面上の笑顔を崩そうとしない。

　何な故ぜなら、確かに櫻は今、自らの希望により『馬鹿』なのだから。

　櫻が『馬鹿』、遙が『天才』で始まった『馬鹿と天才ゲーム』は、まだ一度も勝負がついていない。駅前のベンチで二〇分程ほど時間を潰つぶし、こうしてスーパーへと向かう道中もずっとゲームは続いている。その間、遙はるかは『天才』である立場を存分に利用し、櫻さくらをからかって遊んでいるという訳だ。

「じゃあ、これも分からないかな？　瓶びんの中に、一分間で倍に増える細菌がいたとして……」

（ふん……今の内にいい気になってるがいいさ。すぐに吠ほえ面づらかかせてやる……！）

「……相あい上がみ君、大だい丈じよう夫ぶ？　泣いちゃう？」

「泣いちゃわねぇよ！」

　そんなこんなでじゃれ合いながら歩く内、目的のスーパーへと到着した。

　穂ほ尾お付づき町には二軒のスーパーが斜はす向かいに建っているのだが、壮そう絶ぜつな価格競争で顧こ客きやくを奪うばい合う……などという事もなく、曜日をずらして交互にセールをしながら上う手まく共存している。

　本日セールをしている方のスーパーに入り、櫻が買い物籠かごを持つ。

　弁当勝負は二人で全く同じ食材を使って料理する決まりのため、何を買うかはまだ決めていない。その都度二人で話し合う事になっている。

　ここで、なるべく自分の得意な料理の食材を買う事が勝利に繫つながる訳だが……

「さて、とりあえず何から買う？　卵は外せないわよね？」

　櫻の反撃は、ここから始まった。

「まずは野菜から見ていきましょう」

「野菜かぁ。お弁当に入れる野菜って言うと……プチトマト？　ブロッコリーもいいかな……じゃがいも買ってポテトサラダも定番かもね」

「何言ってるんですか。さといも、ごぼう、れんこん……とりあえずこの辺でしょう」

「……え？」

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、乾いた声で短く聞き返す遙。

「後は……たけのこはもう時期外れかな……」

「ちょ、ちょっと待って相上君……和風？　なの？」

「え、そりゃあ、日本のお母さんが作るお弁当は、和風でしょう」

　遙の目に、焦あせりの色が浮かぶ。

　なんとなれば、遙の得意料理は洋食であり、どちらかというと和食は苦手であるからだ。

「そう、かなー。そんな事ないと思うけどなー」

「あれ、先せん輩ぱい……俺おれの言う事、納得出来ないんですか？」

「……っ！」

　そこで遙は、やっと気付いた。

　何な故ぜ櫻が、自分に『馬ば鹿かと天才ゲーム』を持ちかけたのかという事に。何故開始前に細かいルールに拘こだわったのかという事に。何故自ら『馬鹿』を選んだのかという事に。そして、何故制限時間が『学校につくまで』なのかという事に。

（この男……私が和食を作るのが苦手だって、知ってる……!?）

　その通り。櫻さくらはすでに夏休み前、彼方かなたからその情報を得ていた。そして今日、和風の食材をメインに購入すべく作戦を立てていたのだ。

　だが、それに気付いても時すでに遅し。ゲームはもうとっくに始まっている。

　遙はるかは『天才』だ。相手の『説明・主張』を必ず『理解・納なつ得とく』しなければならない。ついさっき、遙自身がそう決めた──否いな、決めさせられた。

「……いや、もちろんね、相あい上がみ君の言う事は分かるわよ？　分かるけど……そうとは、限らないんじゃないかなぁ？　ほら、ハンバーグとか、ウインナーとか……お弁当って言ったら、やっぱり基本はそっちじゃない？」

「すいません先せん輩ぱい、何言ってるか全く分かりませんね。何せ馬ば鹿かなもので」

「くっ……！」

　悔くやしがる遙に、櫻は不自然な程ほどに穏おだやかな微笑ほほえみを向ける。

「ねぇ先輩、日本人は和食ですよね？」

　自らの浅はかさを悔くやみつつ、遙はすぐに表面上の笑顔を取り戻す。

「……そうね、やっぱり日本人は和食よねぇ」

「当然ですね」

　このゲームにおける『馬鹿』は、分かった、とは言えないが、当たり前だ、知っている、というニュアンスの発言は許されている。

「……さといもと、ごぼうね」

　それが遙の、事実上の敗北宣言となった。

「れんこんとにんじんも買いましょう。あとは鶏とり肉にくと……」

「玉ねぎ、玉ねぎと挽ひき肉も買おう？」

　遙の最も得意とする料理、それはハンバーグ。遙はおかずのラインナップとしてそれだけは絶対に譲ゆずらないつもりだった。そして挽き肉と玉ねぎはその重要な材料である。

　しかし。

「挽き肉はともかく、玉ねぎの必要性が理解出来ませんねぇ……馬鹿ですから」

「ぐぐぐ……っ！」

　当然ながら、それを許す櫻ではなかった。挽き肉を許可したのも、元々櫻の想定しているおかずに必要な材料だったからだ。

　引きつる笑みの遙を無視し、櫻は青果コーナーから精肉コーナーへ足を向けようとする。

「……あ、ねぇねぇ相上君、あれ見て、すごいわよ！」

　そんな櫻の服の裾すそを摑つかみ、くいくいと引っ張る遙。流石さすがに振り払って行く訳にもいかず、櫻は足を止めて振り返る。

　遙の指差す先には、まるで巨大なサイコロのような四角いスイカが綺き麗れいに並べられていた。

「箱に入れて育てたのかしら。これなら転がっていかないから良いいわよね」

　全く同じ事を考えていた櫻さくらは、そうですね、と思わず答えようとして踏み止とどまる。

　四角いスイカは転がっていかないから良い。これは遙はるかの『説明』であり『主張』だ。それに「そうですね」と答えるのは『理解』であり『納なつ得とく』だ。危うくあっさりと負けてしまうところだった。

（なるほど……こうやってさりげなく日常会話の中に罠わなを仕掛ける訳か……見切ったぜ！）

「うーん……俺おれはやっぱりスイカは丸い方がいいと思うんですけど……だってなんか、風ふ情ぜいがなくないですか？」

「あーうん、確かにそれはそうかもねぇ」

　逆に、遙は櫻の主張は全すべて理解し、納得しなければならない。一いつ矢し報むくいるはずの一ひと太た刀ちがまたもや空から振った事に、しかし今度は遙はあまり気にした様子はない。

　それもそのはず、実は今の一連のやり取り、遙には櫻が想像もしていない思おも惑わくがあり、そしてそれはつつがなく実行されたのだから。

　そして、精肉コーナーにて。

「とりあえず鶏とり肉にくと……」

　セールの安い鶏モモ肉を手に取る櫻の横で、遙が一つ隣のコーナーから取ってきた合あい挽びき肉のパックを無言で顔の前にかざしている。

　訴えかけるようなその目に、櫻は「仕方ないな」という笑みを浮かべてみせた。実際には櫻も挽き肉は最初から買うつもりだったので、これは譲ゆずってみせたポーズだったのだが。

　櫻の表情に遙も嬉うれしそうな笑みを浮かべ、素早く買い物籠かごの中に入れようとする。

　その一いつ瞬しゆん──櫻の目に、それは映った。

「待った！」

　鋭い制止の声は一瞬遅かった。すでに遙は挽き肉のパックを籠に入れた後で、なに？　と驚おどろいたような──偽いつわりの顔を見せている。

　無言で挽き肉のパックを持ち上げる櫻。

　そのパックに隠されるように、いつの間にか、籠の中には玉ねぎが入っていた。

「…………琴こと宮みや先せん輩ぱい」

「…………えへ？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげる遙。
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「返してきなさい」

「ちっ……」

　四角いスイカを利用した遙の高度な心理トリックは、あと一歩のところで無む為いに終わった。

　以降、櫻はまんまと、今日までにたっぷりと練習した和風弁当のおかずの食材を余すところなく購入する事に成功したのだった。




　　　　　三




　馬ば鹿かと天才ゲームの決着はつかないまま、午前一一時、穂ほ尾お付づき学園家庭科室。

　料理に必要な調理器具、及および調味料の準備は、教室の対角に位置する調理台に一人分ずつ、彼方かなたとアザミの手によって滞とどこおりなく整えられていた。

　買ってきた食材を均等に分け、櫻さくらと彼方が前方窓側の調理台、遙はるかとアザミが後方廊下側の調理台でスタンバイする。

　この位置取りは、互いに相手が調理するところを見て参考に出来ないようにだ。彼方とアザミは、買った食材を全部使っているか、指定されていない調味料を使っていないか……そういった事を監視する役目。

　制限時間は一時間。教室に掛けられた時計の秒針がチクタクと勝負開始までの残り時間を刻んでいるのを、彼方がじっと見ている。

「相あい上がみ君……もう謝ったって許してあげないわよ」

「そちらこそ、俺おれが情けを掛けるなんて思わないで下さいよ」

「お母さん力でこの私に勝とうだなんて、身の程ほど知らずも良いいとこだわ……！」

「この穂尾付学園に、お母さんは二人も要いらないんですよ……！」

　櫻さくらがエプロンを忘れて念のために持ってきていた彼方かなたに借りたため、櫻と遙はるかは姉妹おそろいのひよこエプロンを身につけてぴよぴよと火花を散らし合っている。

　そして──時は来た。

「五、四、三、二、一……調理開始！」

　彼方の掛け声で、そのなんだかぴよぴよした勝負は始まった。




　櫻がてきぱきと料理の下ごしらえをする背中を、彼方が笑顔で見守っている。

　こんにゃくのあく抜きをする間に鶏とり肉にくと野菜を切り、ごぼうの下した茹ゆでをしながら鶏肉を炒いためる。胸にひよこのプリントが入ったエプロンを身につけ華か麗れいに調理器具を操る櫻の姿は、まさに『お母さん』と呼ぶに値するものだった。

「すごい、上じよう手ずだね櫻君！　もしかしていつも作ってるの？」

「いや、いつもは夕ゆう楓かさんだけどな。夕楓さん、覚えてるか？」

「うん。アザミちゃんのお母さんだよね。とっても素敵な人」

「変な人だよ」

　言いながらも、櫻の浮かべた苦笑には親愛の情が溢あふれている。互いに母を亡なくしている櫻と彼方だが、母親代わりがいない彼方にとって、櫻に夕楓のような存在がいるのはとても羨うらやましい事だった。

「休みの日はアザミと一緒に作ったりするな。ああ見えて、アザミも料理上う手まいんだぞ」

「そっか。アザミちゃんの作ったお弁当も食べてみたいなぁ」

「じゃあ、今度はアザミと琴こと宮みやで勝負だな」

「いいよ？　私が勝ったら、櫻君、私の言う事ひとつ聞いてね？」

「俺おれがかよ。じゃあアザミが勝ったら？」

「櫻君がアザミちゃんの言う事をひとつ聞くんだよ」

「理り不ふ尽じんだ……」

　げんなりとした櫻の呟つぶやきに、彼方がくすくすと笑う。遙の時とは違い、二人の間には穏おだやかな空気だけが流れている。監視役としての役目はきっちりとこなしながらも、それ以上に櫻が料理をする姿を単純に楽しんでいる彼方だった。

　鶏肉の色が変わり始めたら、野菜とこんにゃくを投入してさらに炒める。全体に油が馴な染じんできたところで、水、醬しよう油ゆ、砂糖、料理酒を適量加えて煮に込こんでゆく。

「……ねぇ櫻君、ちょっと、聞いてもいいかな」

「ん？」

「……アザミちゃんって、櫻君にとって、どんな存在なの？」

　彼方はずっと、それが気になっていた。自分よりも、遙よりも、櫻にとって特別な存在。まるで本当の母親のように、櫻がアザミを思いやる、その理由。

「すごく大切にしてるでしょ？　その……答えたくなかったら、構わないんだけど……」

　小さい時からずっと一緒だったらしい、というのは知っている。だが、狭い田舎いなかの事、そんな相手は珍しくもなんともない。クラスの中にも幼稚園からずっと一緒の生徒達が何人かいるが、その中に櫻さくらとアザミのような関係性が他ほかにも存在するとは、彼方かなたには思えない。

「……要するに、幼おさな馴な染じみだよ」

　煮に込こむ間にもう一品。湯で戻した春はる雨さめを包丁で切り分けながら、ぽつぽつと櫻は語る。

「俺おれの家とアザミの家は元々隣同士で、父親が仲が良かったんだ。で……まぁ色々あって……母親のいない俺の家と、父親のいないアザミの家が、ずっと前から協力して暮らしてるんだ」

　肝かん心じんなところは全すべて省略して、概がい要ようのみを説明する櫻。聞きたい答えは全く聞けなかったが、その心中を察して彼方もそれ以上深くは聞こうとしない。

「食事と風呂は、交互にお互いの家で一緒にしたりな。だから、幼馴染っていうよりは、もう本当に妹みたいなものだな。家族だよ」

「家族……かぁ」

　妹のような幼馴染。家族。彼方は考える。自分の事を大切にしてくれる姉。櫻がアザミを大切にするのも、それと同じ事なのだろうか。

　続いて櫻は合あい挽びき肉をパックから取り出す。挽き肉はハンバーグの材料になるので遙はるかに利するとも考えたが、結局玉ねぎは買わなかったし、パン粉の使用も禁止してある。これならハンバーグは作れまい……と、櫻の性格の悪さが存分に発揮されている。

　春雨と合挽き肉、刻んだししとうを炒いためながら、櫻が一いつ瞬しゆん、遠い目をする。

「……アザミは……俺の、恩人だから……」

　囁ささやくようなその声は、油の弾はじける音に遮さえぎられて彼方の耳には届かなかった。

「え？」

「……いや、アザミは、寂しがり屋だからさ。俺が傍そばにいてやんないと……あぁでも、最近は結構、色んな人と仲良くなってきたな。俺がいなくても、親衛隊のヤツらとか、琴こと宮みやが一緒にいてくれるしな。感謝してる。ありがとうな」

「ううん。私も、アザミちゃんの事好きだもん」

「そっか」

　フライパンにそのまま水、醬しよう油ゆ、酒を入れて蓋ふたをし、煮込む間にもう一つの鍋なべの味を調ととのえる。もちろんあく取りも抜かりなく。後は弱火で煮込んでゆく。

「良いい匂におい……お腹なか空すいてきた」

「いいね、空腹は最高の調味料、ってな。しっかり頼むぞ」

　おどける櫻に微笑ほほえむ彼方。アザミの話はこれで終わり、という合図だった。

　フライパンに戻り、大きく切ったニラを加える。煮汁の色に染まってしまわないようにしんなりさせる程度に止とどめ、酢すを回し入れてかき混ぜたらこちらは完成。

「琴こと宮みや、卵焼きの味付けは砂糖と塩、どっちがいい？」

「甘いの！　甘いのがいい！」

「はいはい」

　目を輝かせて答える彼方かなたに、櫻さくらは『お母さん』の顔で苦笑する。それを見た彼方も、ほんのりとした幸せを感じて目を細めた。

　そうして制限時間いっぱいを使い、見事な和風の弁当を完成させた櫻は、仕上げとして彩いろどりのプチトマトを詰め、そして最後に小袋の鰹かつお節ぶしと小さな瓶びんに入った果実を取り出す。

　それは、アザミに頼んで持って来させた波は名な城しろ家自家製の梅干しだった。

　全部で四粒。これも食材を分ける時に遙はるかと二粒ずつ分けている。今回の勝負ではそれぞれが全く同じ弁当を二人分作るので、一つの弁当に一粒の梅干しを入れる事になる。

　そして櫻の計画では、この梅干しこそが、今回の勝敗を決定づけるはずだった。




　一方、教室の対角。

　これまた慣れた手つきで調理器具を扱う遙の手元を、アザミがじっと見ている。

　琴宮家の食事は、遙と彼方が交代で作っている。長年に亘わたり実じつ践せんで磨みがかれたその腕は二人ともかなりのものではあるのだが……好きこそ物の上じよう手ずなれ。好みからくる得意分野というものはどうしようもなく存在した。

　遙はどちらかというと洋食を好み、彼方は和食を好む。そのため、琴宮姉妹の間ではいつからか、洋食は遙が作り和食は彼方が作る、という暗黙の了解が出来上がっていた。

　そういった理由で、遙は和食を作る事に少し、自信がない。今回は、その情報を事前に彼方から得ていた櫻にしてやられた形だ。

（どうせ、相あい上がみ君はたっぷり練習してきてるだろうし……）

　勝負の準備段階において、遙は完全に出遅れたと言わざるを得ない。相手はあの相上櫻なのだ。たとえお弁当対決というのどかな勝負であろうと、勝つための根回しを怠おこたった事は完全に遙の失敗だった。

　しかしもちろん、むざむざと勝ちを譲ゆずるつもりなどない。

（この材料は、筑ちく前ぜん煮によね。筑前煮は彼方が好きでいっつも作ってるのを見てる。春はる雨さめは……春雨と言えば酢すの物？　だったら、ニラとこんにゃくと合わせて酢す味み噌そ和あえ……挽ひき肉はもちろんハンバーグ。玉ねぎもパン粉もないけど、それは問題ない……）

　慎重に、かつ大だい胆たんに。レシピを正確に再現するタイプの櫻とは対照的に、遙の料理はフィーリングだ。そこにある材料で臨りん機き応おう変へんに料理を作れる点が、遙の有利な点だった。

　まずは櫻と同じく筑前煮の準備をしてしまい、煮込みに入る。ここから遙は、自分が最も得意とするハンバーグの調理に入った。

　食材の中に玉ねぎがなく、使用可能な材料の中にはパン粉もない。遙のハンバーグを封じたつもりの櫻さくらだったが、そこは遙はるかが一枚上手だった。ハンバーグを作るのに、玉ねぎもパン粉も絶対必要という訳ではないのだ。

　その間、隣では監視役のアザミが遙の事を黙って見ている。やはり胸には日本人形の依より子こ。最近もうすっかり慣れてはきたものの、その大きく見開いた瞳ひとみでじっと見つめられると、やはり少し落ち着かない。

（……かわいいんだけど……こ、怖いなぁ……）

　挽ひき肉をこねながら、困ったような苦笑を浮かべる。

　沈黙がいたたまれなくなり、遙はなんとなく質問を投げた。

「ねぇアザミちゃん、依子ちゃんっていっつも一緒だよね」

「ん」

「いつから一緒なの？」

「ずっと」

「ずっと……って？」

「ずっと。最初から一緒」

「最初から……生まれた時に、お母さんがくれたとか？」

「……んーん……んー……ん？」

　小さく首を横に振った後、少し考えて首を傾かしげるアザミ。

　依子は、元々アザミの実の母親が持っていたものだ。だが、母親はアザミを産むと同時にこの世を去ってしまう。依子は、母親の忘れ形見なのだった。それを「母親にもらった」と表現していいのかどうか、アザミには分からなかったのだ。

　アザミの実の母親がすでに死んでおり、今の母親である夕ゆう楓かとアザミには血の繫つながりがないという事を、遙は知らない。しかし、一見無表情に見えるアザミの表情に一いち抹まつの寂せき寥りようを感じ取り、遙は話題を変えた。遙も彼方かなたも、アザミの表情を読み取れる数少ない人間の一人になりつつあった。

「相あい上がみ君ともずっと一緒なんだよね」

「ん」

「相上君って、昔はどんな子供だったの？　やっぱりあんな小こ憎にくらし……ごほん、頭の良いい子だった？」

「んー……」

　合挽き肉に卵と小麦粉、塩胡こ椒しようを混ぜ、こねる。こねるこねる。ひたすらこねる。パン粉がなくてもひたすらにこねれば繫ぎに足りる。

　ねばりが出るまで十分にこねたら、半分に千切って左右の手でぺしぺしと空気を抜く。

　アザミと会話しながらも器用に料理を続ける遙の手が、続くアザミの言葉に一いつ瞬しゆん止まった。

「……櫻は……毎日、泣いてた」

　いけない、と思った。

　話題の変え方を間違えた事に、遙はるかはすぐに気付いた。昔の話はいけない。少なくとも、本人がいないのにその過去を聞き出すような事を、してはいけない──そう思うのに。

「いっつも、一緒に寝てた。じゃないと、ずっと泣いてるから」

　淡々としたアザミの声に、後ろめたい気持ちを抱いだきながらも遙はつい耳を傾けてしまう。

　ずっと泣いていた、幼い頃ころ。それはきっと、彼方かなたと同じだ。お前のせいで母親が死んだのだと、父親から呪のろわれる事に傷つき、苦しみ、哀かなしみ、怯おびえ、櫻さくらも泣いていたのだ──そんな事を思いながら。

「ぎゅってしたら、泣き止やむから」

　ああそうか、と、遙はその時、何な故ぜか不思議と納なつ得とくしていた。

　一度だけ、泣いている櫻を抱だき締めた事がある。あの時、櫻はすぐには泣き止まなかった。

（あれは……私が、アザミちゃんじゃなかったからなんだ）

　遙が泣いている彼方を抱き締められるようになったのは、中学生になってからだった。それまでは事もあろうに、父と一緒になって彼方を責めもした。だが、アザミは決して櫻を責めなかった。もっとずっと幼い頃から、泣いている櫻を抱き締め続けてきたのだ。

　どうして櫻が、ああまでアザミの事を大切にするのか。守ろうとするのか。それが少しだけ、遙には分かった気がした。

（そっか……それは、敵かなわないわよね……）

　と──不意に脳裏に湧わいたその言葉を、遙は慌あわてて頭かぶりを振って打ち消した。

（……いやいやいや、『敵わない』って何よ!?　何と戦ってるのよ私は！　お弁当、そうお弁当よ！　敵うわよ、っていうか勝つわよ！）

　我に返った遙は料理の続きに集中する。空気を抜いたハンバーグのタネの真ん中をへこませ、軽く片かた栗くり粉こをまぶして両面を焼いてから、水と酒で蒸むし焼きに。ソースにはとろみをつけた和風のものを。玉ねぎを使っていない分、やや甘めに味付けをする。ついでに、食材の中でいまひとつ使い道の分からなかった小袋の鰹かつお節ぶしも香り付けにソースへ投入。

（この材料でハンバーグが出来るとは思ってないはず……私を甘く見たわね）

　ハンバーグを完成させ、筑ちく前ぜん煮にの様子を見ながら、流れるように卵焼きへ。

「アザミちゃん、卵焼きは甘いのとしょっぱいの、どっちがいい？」

「しょっぱいの。しょっこしょーがいい」

「はいはい」

　塩胡こ椒しようを「しょっこしょー」と発音するアザミの愛らしさに、遙は『お母さん』の顔で目を細める。そして卵焼きを焼き上げ、手早く酢す味み噌そ和あえを作り、それらを弁当箱へ詰めていく。

「さて、最後に……」

　と、仕上げに移ろうとする遙の手を、アザミがそっと制した。

「ん？　なに？」

「あれ」

　アザミが指差す先、材料を並べていたトレイの片隅に、緑色のものがぽつんと残っている。

「あ……忘れてた……」

　そこでは四本のししとうが寂しげに出番を待っていた。だが、すでに料理は完成している上に、残り時間も僅わずかしかない。

「……いいか、素焼きにしちゃえ」

　卵焼きを焼いた後のフライパンでししとうに焼き目をつける。味付けは軽く塩を振るだけ。苦し紛まぎれではあったが、これはこれで悪くないように思えた。

　そして最後に、アザミが持ってきた波は名な城しろ家自家製の梅干しをご飯の真ん中に載せる。

　そこで計ったように、調理終了を告げる正午のチャイムが鳴り響ひびいた。
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　穂ほ尾お付づき学園の屋上は、ちょっとしたビオトープになっている。

　小さな人工庭園の観葉植物の木陰には直径わずか五〇センチ程度の生け簀すがあり、中にはたった五匹の金魚が泳いでいる。

　庭園の四方を囲むように、背もたれのないベンチが四脚据すえ付けられていて、ここは普段から人気の昼食スポットとなっている。

　屋上の外縁は万が一の事故が起きないように高さ三メートル近い緑のフェンスで囲まれ、その上部も校舎側にオーバーハングしているという徹底ぶりだ。

　櫻さくら達四人はベンチには座らず、庭園の芝しば生ふにレジャーシートを広げて座った。

　ちなみに服装は四人とも私服である。休日に学園施設を利用する生徒は、生徒端末を携帯していれば私服での登校も可となっている（これは先代生徒会長である田辺たなべ和かず貴たかが改正し、生徒達から絶賛された多数の校則の一つである）。

　彼方かなたは英字のプリントされたＴシャツの上に薄手のパーカーを羽織り、下はデニムのショートパンツ、頭にはワークキャップと、姉妹揃そろってやや意外なコーディネイトだ。とは言え、姉妹にとってはアザミのオーバーオールと麦むぎ藁わら帽子の方が余よ程ほど意外だったのだが（アザミと彼方は帽子を交換して被かぶってみたりしている）。

　時刻は程よくお昼時。レジャーシートに輪になって座り、いよいよ彼方とアザミの前に弁当箱が並べられる。

　用意された弁当箱は四つ。櫻と遙はるかが作ったものが二つずつで、櫻とアザミ、遙と彼方が半分ずつ分けて食べる事になっている。少々行ぎよう儀ぎは悪いが、互いにその程度の事を気にする間柄ではなかった。

「では……開ひらきます」

　時代劇に見る賭と場ばの壺つぼ振りのような緊張感を滲にじませ、櫻さくらと遙はるかが同時に、弁当箱の蓋ふたを開けた。

「わぁ……！」

「おー」

　彼方かなたとアザミが同時に感かん嘆たんの声を漏もらす。

　櫻の弁当はやはりどこか男らしく豪ごう快かいで、メインの筑ちく前ぜん煮にがおかずの半分を占める。しかし春はる雨さめと挽ひき肉の炒いため物は繊せん細さいで、ししとうとニラの緑が食欲をそそる。そこへ形の整った卵焼きが二切れ。ご飯の上には余った挽き肉で作ったそぼろが敷かれ、さらに梅を叩たたいて鰹かつお節ぶしと混ぜたものが載せられている。いかにも男子高校生が喜びそうな弁当だった。

　一方遙も負けてはいない。筑前煮と共にメインを張るまさかのハンバーグが櫻を唸うならせる。定番の卵焼きはもちろんの事、こってりとしたおかずと対照的なニラ、こんにゃく、春雨の酢す味み噌そ和あえが、さっぱりとした後味を予感させる。ししとうの素焼きはプチトマトと並んで実に良い彩いろどりとなっており、見た目の華はなやかさでは遙に軍配が上がりそうだ。

「すごい、どっちも美お味いしそう！」

「ん、ん」

　空腹も相まって、彼方とアザミはまるでおあずけをくらった犬のように身を乗り出している。ぱたぱたと振られる尻尾しつぽが目に見えるようだ。

「流石さすがは琴こと宮みや先せん輩ぱい……ハンバーグは封じたつもりだったんですが」

「相あい上がみ君こそ流石ね……そぼろにまでは気が回らなかったわ」

「こんにゃくを筑前煮だけで使ってしまわずに、ニラと春雨と一緒に酢味噌和えにするとは脱帽です。濃い目の味付けが多い和食の中で、すっごく爽さわやかな存在だ」

「この炒め物、ニラに色が移ってないのがいい気配りね。それに、鰹節はそうやって使えばよかったのね。梅干しなんて、そのまま載せるしか考えなかった」

　ひとまず互いの健闘を讃たたえ合う櫻と遙。しかしそれも、勝つのは自分だという自負から来る余裕というものである。

「ね、ね、早く食べようよ」

「ん、ん」

「そうね。じゃあ、審査員のお二人から」

「まずは俺おれの弁当から食べてもらおうか。全部のおかずを一口ずつな」

　待ってました、とばかりに箸はしを取る二人。声を揃そろえて「いただきます」をしてから、順番におかずを口に運んでいく。

「……うん、美味しいよ！　よく味が染しみてて、それでいて濃過ぎない。硬いお野菜もちゃんと火が通ってる。炒め物は酢す醬じよう油ゆだね。味が全然違って飽あきさせない。あと、この卵焼き……甘い中にもちょっとだけ塩気が効いてるね。この味、好きだなぁ」

「ん、ん」

　予想以上に真ま面じ目めな審査員振りを見せる彼方かなたに、もくもくと口を動かしながら首しゆ肯こうで追従するアザミ。口の中の物を吞のみ込んだ後、二人はそぼろと梅叩たたきでご飯を一口。

「……このそぼろも良いい味がついてるし、梅の叩きがすごく美お味いしい！　お酢すと醬しよう油ゆと砂糖かな？　梅ばい肉にくの食感と鰹かつお節ぶしの香りがものすごく合ってて……櫻さくら君、これご飯が足りないよー」

「ん、ん」

　一通り食べ終えて、二人の感触は極めて良好。切り札である梅叩きが成功した時点で、櫻は自分の勝利をほぼ確信していた。

「じゃあ、次は私のお弁当ね」

　自信ありげな遙はるかに向かって、律りち儀ぎにもう一度「いただきます」をしてから彼方とアザミは遙の弁当に箸はしを伸ばした。

「……同じ材料でもここまで変わるんだね……やっぱりお弁当にハンバーグは嬉うれしいよね。和風のソースもバランスが取れてていい感じ。酢す味み噌そ和あえは口の中がすごくさっぱりするし、食感も面白い。ししとうの素焼きも、灯台下もと暗くらしのアイデアだよね……バリエーションは、お姉ちゃんの方が上かなぁ」

「卵焼き、美味しい」

　ここへきて、初めてアザミの口から「ん」以外の感想が漏もれた。櫻の卵焼きにも彼方が好感触を示してはいるが、アザミが喋しやべったというその事実は、何か辛から口くちの審査員を唸うならせたような印象を皆に与えた。

「二人とも、どう？　どっちのお弁当が美味しかった？」

「うーん……」

　真剣な表情で問う遙に、口元に手を当てて考え込む彼方。
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「待った。まだ終わってない」

『え？』

　そこへ差し挟はさまれた櫻の声に、遙と彼方の声が重なる。

「まだ、梅干しを食べてないだろ？」

　言って指差す先には、遙の弁当の中でまだ手をつけられていない梅干し。

「でも私、この梅干しには何も手を加えてないわよ？　もらったのをそのまま載せただけなんだけど……それも評価の対象になるの？」

「それはそうですよ。でないと、俺おれだけ梅叩きの分評価がプラスじゃ不公平でしょう？」

　その櫻の言い方に、遙は嫌いやな予感がした。

（……不公平？　違う。相あい上がみ櫻という男は、自らに不利益をもたらすような事を決してしない。つまりこの梅干しは……失敗作？　だとしたら、それに気付かないで入れてしまった私の減点になる……？　いやでも、そんな理屈は……）

　答えの出せない遙はるか。一方、彼方かなたはその真相になんとなく気付いていた。

（……私の考えてる通りだとしたら……お姉ちゃんの、負けかな……）

　姉がはめられていた事に気付き、困ったように眉まゆ尻じりを下げて苦笑する彼方。

「じゃあアザミちゃん、梅干しも食べてみようか」

「ん」

　そして、彼方とアザミが、遙の弁当の梅干しを一口かじる。

「……んー」

「んー……」

「ど……どうしたの？」

　二人揃そろって首を傾かしげる彼方とアザミに、遙が不安そうに問いかける。

「なんだろう……すっぱくないし、しょっぱくもない……しぶい、でもないし……うーん」

「……おいしくない」

　細かい事はともかく、アザミのその一言が何よりも重要だった。

「で、でも私、アザミちゃんにもらった梅干しをそのまま載せただけよ？　それが美お味いしくなかったんなら、その……」

　アザミちゃんのお母さんが失敗したんじゃないの？　……とは、流石さすがに言えない遙。

　そしてここで、櫻さくらの策略の全ぜん貌ぼうが明かされる。

「琴こと宮みや先せん輩ぱい……まず確認なんですが、この梅干しがアザミの母親の自家製だっていうのはちゃんと言いましたよね？」

「え？　ええ……だから、」

「だったら先輩……なんでその時、聞かなかったんですか？」

「聞く……？　何を？」

「この梅干しの塩分濃度ですよ」

　やっぱり、と彼方は小さく息をつく。やっぱり、お姉ちゃんの負けだ、と。

「塩分濃度……？」

「先輩、もしかして、市販の梅干ししか食べた事がないんでしょう？」

　もしかして、ではない。琴宮家に梅干しを作る習慣がない事は、予あらかじめ彼方から聞いて知っている。だからこそ、じゃあせっかくだから、と波は名な城しろ家の梅干しを持ってきたのだ。

「そう、だけど……」

「今市販されてる梅干しは、大たい抵ていは塩分濃度八％程度の減塩梅干しなんですよ。ところが、自家製の梅干しっていうのは長期間保存する事が前提だから、塩分濃度は二〇％以上にもなるんです。で、そのままだと誇張抜きで一粒でご飯が三杯はいけるくらい塩しお辛からいものになるんで、弁当なんかにはとても入れられないんですよね……だから、塩抜きをするんですよ」

　そこまで聞けば、遙にもなんとなく事態が吞のみ込めてきた。

「市販の梅干しは、この塩抜きをしたものにさらに昆こん布ぶだとか鰹かつおだとかハチミツだとかで味付けをしたものです。で、今回の勝負では各おの々おのがより自由に味付け出来るように、予あらかじめ塩抜きをして塩分濃度をかなり低めにした梅干しを用意させてもらいました」

　塩分を抜き過ぎた梅干しは、しっかりと味付けをし直さなければ美お味いしくない。

「そ、そんなの聞いてない！」

　声を荒げて食いつく遙はるかに、櫻さくらは上から畳たたみかけるようにまくし立てる。

「お母さん力があれば、自家製梅干しの塩分濃度の高さは知ってるはずです！　知っていれば当然それをそのまま弁当には入れられないから、塩抜きをしたかどうか、塩分濃度の確認をするはず！　聞かれたら俺おれはちゃんと答えましたよ。塩分濃度は相当低いです、ってね。そうすれば、俺みたいに酢すや醬しよう油ゆで味付けする事の必要性にも気付けたはず……つまり、その梅干しが美味しくないのは……」

　そこで少しため、ゆっくりと人差し指を持ち上げる櫻。

「紛まぎれもなく！　先せん輩ぱいのお母さん力の不足を意味してるんですよっ！」

「くっ……！」

　びしぃ、と指を向けられ、遙は反論する事が出来なかった。

　勝つためには手段を選ばない。相あい上がみ櫻の策略は、遙が考えたよりもずっと悪質で狡こう猾かつで──はっきり言ってしまえば、せこかった。

「さぁ琴こと宮みや、それにアザミ……どっちの弁当が美う味まかった？　一つ一つのおかずじゃなく、弁当全体としての評価で考えてくれよ。もちろん、梅干し込みでな」

　悔くやしそうに櫻を睨にらみつける遙と、勢いに乗って勝敗をはっきりさせようとする櫻。

「まぁ……梅干し込みだったら……櫻君、かな……」

「ん、ん」

　そのジャッジを聞くや否いなや、櫻は片手で顔を覆おおった。その肩が、少しずつ震ふるえ始める。

「ふ……ふふふ、ふははははは！　聞きましたね琴宮先輩。弁当勝負は俺の勝ち……つまり、穂ほ尾お付づき学園の『お母さん』の名は、俺の方が相応ふさわしいという事ですよ！」

　嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに声を上げる櫻を、彼方かなたが一歩引いた目線で眺ながめている。

（うーん……今の櫻君は、ちょっとかっこ悪いなぁ）

　さしもの彼方も、あまりに子供じみた櫻の負けず嫌いには少々曇くもっていた視界も晴れるというものだった。
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　決着がついた後は、普通に昼食タイムだ。櫻と遙も互いが作った弁当を食べ、その美味しさは素直に賞賛し合う。

「玉ねぎとパン粉がなくても、ハンバーグって作れるんだな……」

「ハンバーグはお姉ちゃんの得意料理なんだよ。いつもはもっと美お味いしいんだから」

「いや、これも十分美う味まいって。鰹かつお風味の和風ソースとか最高だな」

「ふふ、ありがと。相あい上がみ君は鰹節を梅叩たたきに混ぜたのよね。これ、すごく好きだわ……ご褒ほう美びに、私の梅干しあげる」

「いえいえそんな、先せん輩ぱいのおかずを横取りなんて出来ませんよ」

「いやいやそんな、遠えん慮りよしないで食べて？　ほら、食べていいのよほらほらほら」

「やめ、ちょ、やめて下さいお行ぎよう儀ぎの悪い……」

　自分の梅干しを箸はしでつまみ、櫻さくらの口にねじ込もうとする遙はるか。その箸の切っ先をかわそうと、櫻は顰しかめた顔をぶんぶんと振る。

　端はたから見ればどう見てもいちゃついているようにしか見えない二人の様子を、彼方かなたは少し不機嫌そうに見ている。また自分を無視して二人で仲良くして……という暗い感情は、大だい分ぶ抑えられるようになってはきたものの、やはり時折表に出てきてしまう。

　そんな彼方に、アザミが弁当箱を差し出した。

「ん」

「ん？　なに？」

　一口だけかじられた、塩分濃度の低過ぎる美味しくない梅干し。アザミはそれを指差し、続いて櫻を指差す。

「ゆけ。ゆくのだ」

　アザミの意図を悟った彼方は、自分の箸で梅干しをつまみあげた。そして、遙とじゃれ合う櫻の口元に意識を集中し、点ではなく線でその動きを捉とらえ──

「えい」

「むぐっ？」

　完全に意識の外から放たれた彼方の右ストレート箸が、櫻の口の中に吸い込まれた。

「ん、ん」

「へへっ」

　よくやったとばかりに頷うなずくアザミに、小さく笑う彼方。二人は勝利のＶサインを向け合った。

　そんなこんなで弁当を食べ終わり、水筒で持参したお茶を飲んでほっと一息。

　改めて、櫻は自分の勝利とそれにより手に入れた権利にほくそ笑む。

「さぁて……これで俺おれは、先輩になんでも一つ命令出来る訳ですね……どうしようかなぁ、何にしようかなぁ……」

「……何よ、食材もそっちの言うものばっかりだったし、どうせ昨日たっぷり練習してたんでしょ……そんなの、お母さん力なんて言えないわ。一夜漬づけのテスト勉強と同じよ」

　卑ひ怯きような罠わなによりお弁当勝負で男子に負けた事が相当悔くやしい遙、らしくもなくストレートな非難を口する。しかし櫻さくらは勝者の余裕で笑みを崩さない。

「褒ほめてくれないんですか？　残念だなぁ。先せん輩ぱいに褒めてほしくて頑張ったのに」

「そんな不純な動機じゃあ、褒めてなんてあげないわよ。ただ単純に、美お味いしいものを食べさせたかったとか言うならともかく……」

「不純な動機ときましたか。じゃあ先輩は、褒められたくて親の手伝いをする子供にも同じ事を言うんですか？　それは少し酷ひどいなぁ」

　調子に乗って軽口を叩たたく櫻。

　悔くやし紛まぎれに負け惜しみを口にする──振りをしていた遙はるかの双そう眸ぼうが、ぎらりと光った。

　櫻は今、言葉の選せん択たくを間違えた。

「まさか、子供にそんな事言わないわ。ちゃんと褒めてあげるわよ……子供はね」

　そうして顔を上げた時、遙の口元には、櫻以上の会心の笑みが浮かんでいた。

「なぁに、相あい上がみ君ってば……私に子供扱いしてほしかったんだ？」

「──っ！」

　瞬しゆん時じに、櫻の頭に血が上り、顔面が赤く染まった。

「あっ、もしかして、命令ってそれ？　なぁんだ、だったら素直に言ってくれたらいいのに。私、相上君の事大好きだから、いくらでも子供扱いして甘やかしちゃうわよ？　よくできまちたねー。えらいでちゅねー」

　楽しそうに、本当に楽しそうに、遙はるかは櫻さくらの頭をいいこいいこした。

「ぐっ……ぐぎぎ……っ！」

　涙目になっての歯は軋ぎしりの音は、静かな屋上にとてもクリアに響ひびいた。

「……お茶なくなっちゃったし、何かジュース買ってくるね」

　二人を見ていた彼方かなたが、言って立ち上がる。そして遙や櫻の返事を待たず、小走りで屋上を出て行ってしまった。

　続いてアザミも立ち上がり、ちょこちょこと彼方の後を追う。

　屋上に残された櫻と遙の二人は、しばし無言で二人の去ったドアを見つめていた。

（……いけない。彼方の前で、あんまり相あい上がみ君と絡からんじゃダメね）

　遙はそんな事を思う。

　自分は誰だれよりも、彼方の事を見ていなければならない。それを忘れた訳ではない。

　ただ──櫻をからかうのが、面白過ぎた。

　結局のところ、二人の関係はよく分からないままだ。互いに、偽いつわりの告白をし合った相手。その告白は、今もなお偽りという事にはなっていない。

　常に相手を言い負かそうとするやり取りの合間合間に、ちょくちょく差し挟はさまれる好意的な言葉。互いに噓うそだと分かってはいても、言葉には力があるもので、何度も何度も続けていればほんの少しずつ噓ではなくなっていくのかもしれない。

（それは……ダメだ）

　櫻に彼方を渡す気は、毛頭ない。しかしそれ以上に、自分と櫻がどうこうなるなど、遙にとっては決してあってはならない事だった。

「……相上君。いい機会だから、はっきりさせておきたい事があるの」

「……なんですか？」

　だから遙は、決意した。ここで、奇妙な偽りを終わらせる事を。

「相上君が、私の事を好きっていうのは、噓よね？」

「……それを言うなら、先せん輩ぱいが俺おれの事を好きなのが噓でしょう？」

　これで、終わるはずだった。互いにそれが噓である事を認めて、終わるはずだった。

　だが──ここで二人は、考えてしまう。

（もしも噓である事を認めたら、人の好意を利用する最低な人間だという事になってしまう）

（だから、自分から認める事は出来ない。少なくとも、相手が認めてからじゃないと）

（だが、相手が認めたなら、こっちは噓じゃなかったと言えば、相手だけを悪者に出来る）

（つまり──どうにかして、先に相手に噓だと認めさせなきゃいけない）

　ぎらり、と二人の視線がぶつかり合う。

「私は噓じゃないわよ。相上君が好きだって言ってくれてから、どんどん気になり始めたの」

「無理しないで下さい。先輩は優やさしいから、俺を傷つけまいとしてくれてるんでしょう？」

「悲しいわ、相あい上がみ君。私の心を取り出して見せる事が出来れば良いいのに。私がどんなに相上君の事を思ってるか！」

　それは決して噓うそではない。確かに遙はるかは櫻さくらの事を思っている。どうすればこの憎にくらしい相手に一ひと泡あわ吹かせる事が出来るか。

「俺おれの方が、先せん輩ぱいの事を思ってますよ！　ここ数日は、毎晩眠れない程ほど先輩の事ばかり考えてたんですよ!?」

　それもまた噓ではない。確かに櫻はここ数日、夜遅くまで弁当勝負で遙に仕掛けるための罠わなの事を考えていた。

「私の方が、ずっと相上君の事を好きよ！」

「俺の方が、ずっと先輩の事を好きです！」

　偽いつわりの愛情を刃やいばとして繰り広げられる会話戦。互いに打ち疲れ、至近距離で歯を剝むいて睨にらみ合ったまま、ぜいぜいと肩で息をする。

「……そんなに、私の事が好きなの？」

「……そんなに、俺の事が好きなんですか？」

　言葉だけ聞くと赤面しそうなやり取りを繰り返しながら、しかし二人の顔には仇きゆう敵てきに向ける挑戦的な笑みしか浮かんでいなかった。

　両者、一歩も譲ゆずらない。それを理解した遙が、次の手に出る。

「そう……分かったわ。相上君がそこまで言うなら……証拠を見せてもらいましょう」

「……証拠？」

　訝いぶかる櫻に、遙は箸はし箱ばこの中に入っていた爪つま楊よう枝じを取り出し、にやりと笑った。

「相上君……耳かきを、してあげるわ」

「……っ!?」

　他人に耳かきをしてもらう。

　それは、他人に爪つめを切ってもらう事に次いで危険を伴う恐ろしい行為だ。

　自分でやるならば、どれだけ奥まで入れるかを適てき宜ぎ調整出来る。他人にやってもらうとしても、それは家族や恋人等、極めて親しい間柄なのが普通だ。そう──

「耳かきは信頼の証あかし……本当に私の事を好きなら、私を信じて、任せられるわよね……？」

「くっ……」

　櫻は、幼い頃ころに夕ゆう楓かにしてもらった以外には、他人に耳かきをしてもらった事がない。当然と言えば当然だ。自分ですらたまに奥まで入れ過ぎて痛い事があるのに、いきなり他人に耳かきを任せて、もしその最中にくしゃみでもされたら……考えただけで身の毛がよだつ。

　だが──

「どうしたの？　怖い？　やっぱり、私の事が好きだなんて噓だったの？」

　挑発するような遙の笑みに、櫻の中の何かが切れる。

（ここで引いたら……俺おれの負けだ）

「……いいんですか？　琴こと宮みや先せん輩ぱい」

　突とつ如じよ櫻さくらが浮かべたその凄せい絶ぜつな笑みに、一いつ瞬しゆん気け圧おされる遙はるか。

「耳かきをしてくれるという事は……当然、膝ひざ枕まくらもしてもらう事になりますよ……？」

「……っ！」

　そこにまで考えが及んでいなかった遙の頰ほおが、一瞬で強い熱を帯びる。

「あれ、赤くなりましたね？　やっぱり好きでもない男に膝枕は無理ですか？」

　膝枕など、彼方かなたにしかした事がない。しかし、櫻の挑発返しに遙もまた意識して余裕の表情を作り、櫻を迎え撃つべく自らを鼓こ舞ぶした。

「……もちろん、いいわ。好きな人に膝枕で耳かき……なんて素敵」

　今の遙の姿勢は、正座から両足を同じ方向に少し崩した、いわゆる『お姉さん座り』と呼ばれるもの。遙はそこから左手を斜め後ろにつき、右手を自らの太ももに這はわせ、精一杯の妖あやしい笑みで櫻を誘う。

　官能的な笑みを浮かべつつ、その頰には恥じらいの朱しゆ色いろ。一瞬、そんな遙にどうしようもなく、心臓を高鳴らせてしまう櫻。

「……先輩に膝枕で耳かきしてもらえるなんて、光栄ですよ、本当に……」

　動揺を押し殺し、不敵な笑みを浮かべてみせる。そして遙の傍そばへ近付き、一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

（膝枕か、いいぜ、やってやるよ！　相手を苦しめるために最も効果的な位置に頭を載せてやる！　ところで膝枕って正確には太もも枕だよな！　うむ、俺は一体何を考えてるんだ！）

　この上なく動揺しながら、結局櫻は倒れ込むように一気に身を倒す。

「っ！」

　その瞬間、勢いに驚おどろいた遙が咄とつ嗟さに足を上げた。

　ごち、と櫻の後頭部が膝にぶつかる。

「……琴宮先輩」

「あ、あれ？　あはは！　ご、ごめんね！　なんか体が勝手に！」

「やっぱり、俺の事なんか好きじゃないんでしょう……」

「そ、そんな事ないわよ！　はい、もう一回！　ね？　ね？」

　焦あせって再び膝を揃そろえる遙。櫻は視線に不審の色をにじませながら、先さき程ほどと違ってゆっくりとその太ももに自らの頭を預けるべく体を倒す。

　そして今度こそ、櫻の後頭部が遙のやわらかい太ももに載せられた。

　瞬間、互いに伝わった熱が、何な故ぜだか逆に二人の頭を一瞬冷ます。

（……あれ……俺達……）

（一体、何やってるのかしら……？）

　膝枕。耳かき。バカップル。以上。

　認めたくないいくつかの単語が頭に浮かぶが、二人は意識してそれら全すべてを遠くへ追いやり、相手への敵対心だけを燃やす事に集中する。

（たかが膝ひざ枕まくらくらい、なんでもないわよ……！）

（たかが耳かきくらい、耐え切ってみせる……！）

　ぐ、と両者歯を喰くいしばる。

　そして遙はるかが、爪つま楊よう枝じを逆に持ち、櫻さくらの耳に手を伸ばした。

（赤の他人に耳かきをされる事……その不安と恐怖に震ふるえるがいいわ……！）

　爪楊枝の頭が、櫻の耳の穴にゆっくりと触れる。ぴくりと体を震わせる櫻。と同時に背筋を走り抜けた感覚に、思わずその口が開いた。

「うぁっ……！」

　ぴたり、と遙の手が止まる。

　きつく目を閉じ、怯おびえたように眉まゆ根ねを寄せる櫻に、急になんだかとてつもなく悪い事をしているような罪悪感が湧わいてくる。

　が、それ以上に──急激な勢いで遙の脳内を埋めたのは、恍こう惚こつとした嗜し虐ぎやく心しんだった。

　ごくり、と喉のどを鳴らし、遙は再び、手にした爪楊枝で櫻の耳の穴を蹂じゆう躙りんし始める。

　最初はゆっくりと、優やさしく撫なでるように。時折側そく壁へきへ押し付けてみたり、先端で引っかいてみたり。その度たびに、何かに耐えるように櫻の体が小さく震える。

（な……何だこれ、自分でするのと、全然違う……！）

「うっ……くぁっ……」

　そして──奥へ。

「ま……っ、待って下さい先せん輩ぱい、もっと、ゆっくり……」

　懇こん願がんするような櫻の震える声は、遙の笑みをより深めるだけだ。

「怖い……？　私の事を好きじゃないって認めるなら、もうやめてあげるわよ？」

「くっ……せ、先輩の事が大好きですから、怖くもなんともないですね……！」

　櫻の手が、頼るものを探して自らのシャツを握り締める。

　遙の手が、少しだけ深く動いた。

「いっ、て……！」

「ああ、ごめんね、奥に入れ過ぎたわ……この辺なら、痛くない？」

　一いつ旦たん爪楊枝を引き、浅い所を撫で回す。鋭い痛みの後の柔らかい愛あい撫ぶが、逆により一層櫻の感覚器官を刺激する。

（こ……こんなの初めて！）

　櫻も遙も、完全に妙なスイッチが入ってしまっていた。

　それはもう、耳かきという行為の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつし始めていた。遙は爪楊枝を動かしながら指先でもその耳たぶに触れ始め、櫻の手はいつの間にか遙の太ももに、一枚の布越しにはっきりとその手の平の熱を伝えている。

「うぁ、駄だ目めです先せん輩ぱい……そ、それ以上は……！」

「だったら認めなさい、私の事なんて好きじゃないんでしょ……！」

　頰ほおを紅潮させ、目には涙を浮かべながら、歯を喰くいしばって櫻さくらは言う。

「す……好き、です……！」

　その表情と、絞り出された声と、小さく震ふるえる体と。

（あ……）

　その全すべてが、遙はるかの心と体の芯しんを、甘く痺しびれさせる。

（相あい上がみ君……かわいい……）

　そして遙は一いつ瞬しゆん、自分が今何のために何をしているのかを、忘れた。

「ほ……」

　爪つま楊よう枝じを動かす手を止め、少し身をかがめて、櫻の耳に口を近付け。

「本当に……私の事が……好き、なの……？」

「え……」

　予想外の一言に、櫻は思わず首を回して遙の顔を覗のぞき見る。

　真まっ赤かに染まった遙の顔は、何な故ぜだか今にも泣き出しそうに見えた。

「……琴こと宮みや先輩……」

「……相上、君……」

　熱い吐息混じりの声が、お互いの名を呼び──

　がちゃり、と、屋上のドアが開いた。

　ぴしり、と、二人の体が固まる。

「……何やってるの、二人とも」

　──彼方かなたの眼まな差ざしは、その手の中の缶ジュースよりもずっとずっと冷たかったという。













　　　第二章　親衛隊の不在
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

「……おはようございます」

「ます」

　うんざりしたような櫻さくらの返事に続き、相も変わらず目を見開いた猫のような無表情で右手を上げるアザミ。櫻の反応は欠片かけらも意に介さず、波は名な城しろアザミ親衛隊の面々はだらしのない笑顔でアザミに手を振り返す。

　中でも一層感極まった様子で大げさなリアクションを見せるのは、親衛隊隊長である二年生の御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし、通称ヒコ先輩。

「おお、月が太陽の光で輝くように、きっと太陽はアザミ様のぱちくりおめめの輝きで燃えているに違いないのです。その熱でこの身が焦こげるのならば、夏の暑さ、いささかも忌き避ひすべきものでは、ありまー!?」

『せぬゆえー！』

　櫻がいつにも増して鬱うつ陶とうしそうに、そして親衛隊がいつにも増して嬉うれしそうにしているのは、夏休み中でもこの光景が繰り返されるのを予想しての事だ。

　七月二三日、月曜日。

　夏休み三日目であるこの日から八月の一〇日まで、穂ほ尾お付づき学園では土日を除いて毎日、午前中のみの補習がある。

　期末考査で赤点を取った者は強制、その他ほかの生徒は自由参加。もちろん成績優秀な櫻には行く義務などないのだが、この補習でも毎日生徒ポイントがもらえるため、櫻は全日程で自主的参加を決めている。

　夏休み前に行われた生徒会役員再選挙。その生徒会長戦にて、櫻は自らのツメの甘さと、そこをついた遙はるかの策略の前に惨ざん敗ぱいを喫した。

　見事生徒会長の椅い子すを手にした遙の他、書記には彼方かなた、会計にはアザミが就任している。櫻と遙、お互いに一番近くで見守っていたい相手と共に生徒会に入れるよう画策した結果、櫻だけが落選した形となったのだ。

　この件における失敗を深く反省し、櫻は決して同じ過あやまちを繰り返さない事を固く誓った。

　一年生にして、この学園の生徒会長となる。

　自分に関かかわる全すべての人間を幸せにする、という壮そう大だいな野望の第一歩であったその目標はひとまず潰ついえたが、まだチャンスが消えてなくなった訳ではない。

　穂ほ尾お付づき学園の生徒会は前後期で分かれており、その任期は半年ずつ。一月になれば第四期生徒会の前期役員選挙が執り行われるため、櫻さくらの目標はまだ達成出来るのだ。

　先日の遙はるかとの弁当対決で勝利した事により、櫻は最大の障害である遙に対して『なんでも一つ命令出来る』という権利を手に入れている。これは強力な武器となる。

　今回の選挙の結果は戒いましめとして厳げん粛しゆくに受け止め、二学期開始からは一学期より一層クラス委員長としての職務に打ち込み、また昼休み等には今まで通り同級生達とのギャンブルに精を出し、一度ゼロに戻った生徒ポイントを再び貯ため、第四期生徒会前期役員選挙に備える。そのためにこうして本来なら必要のない補習にも参加するなど、涙ぐましい努力を重ねる櫻だった。

　昇降口で彦ひこ星ぼしと別れ、櫻はアザミと親衛隊を引き連れてクラスの扉を開ける。

「おはよう」

「おーっす……ってあれ、相あい上がみ？」

「あー、やっぱり櫻君も補習来たー」

「お前、赤点なんて取ってないだろ？　自主参加？」

　教室に入ると、一〇人にも満たない補習生達が次々に櫻に声をかけてきた。夏休み中は補習であっても私服登校が認められているため、その半数程度は私服を着ている。

　自分の席に鞄かばんを置きながら、櫻は芝しば居いがかって答える。

「あんた達が真ま面じ目めにやるように、見張りに来たんですよ」

「ぎゃー！　夏休みまで『お母さん』かよ！」

「ねーねーお母さん、真面目にやったらおやつくれる～？」

「甘えるんじゃありません！」

　櫻を中心に、教室内に温かい輪が広がる。二度の生徒会長落選でも櫻のクラス内の地位は失しつ墜ついする事はなく、むしろより一層「次こそは！」と櫻を支援するムードが強まっていた。その立場にややみじめなものを感じつつも、クラスメイト達からの支持の強さを再確認出来た事は櫻にとって決してマイナスではなかった。

　席に着いた櫻に、隣の席の男子生徒が近付いてきて小声で話しかけた。

「なぁ相上、お前知ってる？」

「その質問に『知ってる』って答えるやつは予知能力か読心術が使えるぞ」

「まぜっかえすな。迷宮図書館の噂うわさだよ」

　迷宮図書館というのは、穂尾付学園に併へい設せつされている──否いな、穂尾付学園が併設されている巨大な図書館の通称だ。元々は学園を創設した鬼灯ほおずき一族が屋敷の離れを蔵書館として利用していたものだったのだが、蔵書の増加に合わせて何十年もの年月をかけて増築に増築を重ねた結果、まるで迷宮のような巨大な建物になってしまった。それが今では町立図書館として一般に公開されている。

　そんな経緯いきさつを持つ建物であるから、穂ほ尾お付づき図書館には様々な噂うわさがあった。

「迷宮図書館の噂って……地下禁書庫の事か？」

　その中でも最もメジャーな噂が、『迷宮図書館には隠された地下への階段があり、その先には禁断の地下閉へい架か庫こが存在する』というものだ。無論誰だれも確認した者はいないのだが、その噂は男子高校生の冒険心を大いにくすぐり、たまに図書館内を探索する生徒も現れる。

「そうそう。先せん輩ぱいに聞いたんだけどさ、なんでもその禁書庫に、売ったら何億円とかになるめちゃくちゃレアな本があるらしいぜ」

　それを聞き、思いっきり胡う散さん臭くさそうに顔を顰しかめる櫻さくら。

「何億円～？　グーテンベルク聖書でも隠してあるのか？」

　その噂の内容と、夏休み前に現代社会の谷たに岡おか教諭が授業中の息抜きとして話したとある話題が結びついた。




　グーテンベルク聖書、とは──

　一五世紀のドイツ、金属加工職人であったヨハネス・グーテンベルクによって、世界で初めて活版印刷の技術を用いて刷られた聖書の事である。

　世界で僅わずか四九部の現存が確認されており、例えば一九九九年に発見された『レンツブルク紙し葉よう』と呼ばれる一部は、ページの大部分が抜け落ちている上に切り抜きさえされているという不完全な物だったが、それでも莫ばく大だいな価値がある。

　日本でもたった一部だけ、慶けい應おう義ぎ塾じゆく大学、いわゆる慶大にて保管されている。櫻が穂尾付学園に入学した二〇一二年は慶應義塾図書館の開館一〇〇周年にあたり、四月にはほんの数日間だけ原本が一般公開された。これは一九八七年に丸まる善ぜんがニューヨーク・クリスティーズのオークションで落札したものであり、上下巻の上巻のみだったにも拘かかわらず、落札価格は当時の価値で七億円以上。完全な物なら数十億は下らないという。

「あー、なんか谷さんがそんなの言ってたな。それかな!?」

「ばーか、そんな訳あるか」

　興奮気味のクラスメイトに苦笑して答える櫻。おそらく谷岡教諭の話を聞いた生徒の誰かが面白がってそんな噂を流したのだろう、と冷静に考える。

　とはいえ、櫻とて高校生の男子である。秘密の地下だの禁書だの、幻まぼろしの聖書だの……その手の話題に胸を躍らせる程度の年相応さは持ち合わせている。ここだけの話だが、実は以前こっそり図書館で地下への入り口を探した事もあったりする。

（……鬼灯ほおずき先輩なら、何か知ってるかな……）

　鬼灯よもぎ、三年生。鬼灯一族の当主であり穂尾付学園の創設者でもある鬼灯鉤かぎ之の丞じようの孫娘で、いずれ穂ほ尾お付づき図書館の司書となる人物である。今現在すでに図書委員長として図書館での仕事に携たずさわっていて、櫻さくらの知る中では最も穂尾付図書館に詳しいであろう人物。

（今度会ったら聞いてみるか……）

　アザミと同じく、ほとんど感情を表に出さずに付き合い辛づらいと思われているよもぎだが、夏休み前のとある事件で櫻がよもぎに抱いだく印象は少し変わっていた。

（なんにしても、親密になっておいて損な相手じゃない）

　……まだまだ、そんな打算が先に来てしまう櫻だったが。

　一方、櫻がそんな事を考えている教室の隅では、親衛隊の四人組がアザミを囲んで何やら盛り上がっていた。

「第一回……『誰だれがアザミちゃんを笑わせられるか大会』～っ！」

『うおおおおおおおおおお！』

　シチサンの声に、カリアゲ、イガグリ、テンパーが雄お叫たけびを上げる。

「ルールは簡単！　どんな手段を使ってもいいから、アザミちゃんを笑わせたら勝ち！　ただしお触りは厳禁、生まれてきた事を後こう悔かいする程ほどのペナルティを与えます！」

　なんだなんだと周りの生徒達も注目し始める。アザミはこういった馬ば鹿かな事が存外嫌いではないらしいと分かっていたので、櫻も別段止めたりはしない。

　早速メンバーは下らないギャグや顔芸、日常の小話やネットで見つけた面白い話などを披ひ露ろうしてゆく。教室内が明るい笑いで満たされる。

　しかし、アザミの笑いの沸ふつ点てんは異常に高い。

「俺おれ、この前カリアゲの家に遊びに行ったんだよ。で、ごめん下さいって言ったら、奥の方でカリアゲが返事したのね。んで足音が近付いてきたから、元気に『おじゃまんぼ！』って挨あい拶さつしたら……カリアゲのお父さんで……すげぇ怖い顔で『あ？』って言われたよ……」

「ぎゃははは！　アホじゃ、アホがおるわい！」

「おいおい、あんまり俺の天パを笑わすなよ！」

「うひょひょひょひょ、実にイガグリらしい話だ！」

「…………」

　アザミは目を見開いた猫のような無表情で、じっとイガグリを見つめ返す。その澄み切った瞳ひとみに自分が映っている事が耐え切れず、イガグリは赤面して両手で顔を覆おおった。

「見ないで！　そんな目でアタイを見ないで！」

　誰がどんなネタで挑戦しても、一事が万事この調子である。

　あまりにもふがいないその様子を見て、ついに真打ちが登場した。

「ふっ……どいつもこいつも、なっちゃない。どけぇい！　俺が、体を張った笑いというものを見せてくれる……」

「おお……シチサンが中指で眼鏡めがねを！」

「シチサンの本気の構えだ……！」

「山が……動いた……」

「除菌が出来ーる！」

　威い勢せいのいい歌声と共にシチサンが取り出したのは、ＣＭでお馴な染じみの食器用液体洗剤。

　一体何をするのかと見守るギャラリーの前で、シチサンは同時に取り出した歯ブラシにその液体洗剤を垂らす。

　そして、きらりと白い歯を見せて笑い──

「ジョオオオオオオオオオオイ！」

「やめんかシチサン、それは歯は磨みがき粉と違うんじゃあ！」

　あろう事か、ものすごい勢いで歯を磨き始めた。

「シチサン、それは違う、それは体を張った笑いとは違うよ！」

「見ろ、俺おれの天パが怯おびえてるじゃねぇか！」

　仲間の声にも耳を貸さず、口からもこもこと白い泡を吹き出し始めるシチサン。

「それでも……それでもシチサンはやめねぇんだ！」

「ちくしょう、かっこいいじゃねぇか……」

「バカじゃ、おんしゃバカじゃあああああ！」

　アザミを笑わせるはずが、いつの間にか男三人を泣かせる結果となっていた。

　そんな親衛隊達の魂たましいほとばしる頭の悪い様子を見て、アザミの表情がついに動いた。

　しかしそれは笑みではなく……

「むぐっ！」

　過去、一度だけ見た、アザミによる他者への攻撃。

　かつてやさぐれる櫻さくらの脳天に振り下ろされたアザミチョップが、シチサンを襲おそった。

「あ……アザミちゃんが、櫻以外の人を殴なぐった!?」

　その現象に、親衛隊はもちろん、櫻さえ含めた周りの生徒達が一いつ斉せいにざわつく。

　アザミの表情は、いつもと変わらないように見える。しかし、その無表情を見慣れた者は、そこからいつもとほんの少し違うものを感じ取る事が出来た。

「アザミちゃん……お、怒ってる……？」

　ほんの僅わずかなアザミと親しい人間だけが、その事実に気付く。

　アザミはシチサンの顔をじっと見つめ、すっと腕を伸ばし、教室の入り口を指差した。

「ぺっ、してきなさい。今すぐ」

　その怒りが自分の身を案じてのものであると気付いたシチサンは、感涙に咽むせぶ。

「ア、ア、アイッサ───！」

　口から泡を吹き出させたまま、シチサンは教室を飛び出していった。

　それを見ていたカリアゲ、イガグリ、テンパーの三人。

「二番カリアゲ、シリカゲルを食います！」

「三番イガグリ、ハンドクリームを吸います！」

「四番テンパー、芳ほう香こう剤ざいを飲みます！」

　残りの親衛隊が、一いつ斉せいに口に入れてはいけないものを口に入れ、同時に激しくむせ、アザミがチョップを繰り出す前に周りの生徒達に一斉に殴なぐられた。

『アザミちゃんに心配かけるな！』

　教室から蹴けり出された親衛隊は、手洗い場にて、口をすすぐ度たびにもこもこと泡を吐き出し続けながら泣くシチサンの惨さん状じようを目まの当たりにして、我に返って深く反省したのだった。




　※良い子も悪い子も決して真ま似ねをしないで下さい。
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　補習が終わって。

　もう他ほかの生徒達は皆帰っているのだが、補習のついでに生徒会活動があるという事で、アザミは生徒会室へと出向いている。それが終わるのを待つため、櫻さくらは創作遊ゆう戯ぎ研究会──略して創そう遊ゆう研けんの部室に足を運んだ。

　創遊研は櫻にとって、いまや重要な活動拠点だ。その構成メンバーには錚そう々そうたる顔ぶれが並んでいる。

　穂ほ尾お付づき町を実質支配している鬼灯ほおずき一族の直系にして、初代生徒会長である鬼灯よもぎ。

　その分家筋であり、二代目から四代目の生徒会長を一人で務め上げた傑けつ物ぶつ、田辺たなべ和かず貴たか。

　よもぎの『特別な相手』として目されている文学不良少年、乾いぬい陣じん内ない。

　そして、今現在の櫻にとって大きな目の上のたんこぶ、現生徒会長の琴こと宮みや遙はるか。

　彼ら彼女らと交流を持てるこの場は、櫻にとって様々な意味で重要な場である。

　もう一人、岸きし良ら夏か凪なぎという一年生もいるのだが、それは今のところ櫻にとって心の底からどうでもいい相手でしかなかった。

　その日部室内にいたのは、よもぎと陣内だった。

「さーくん。いらっしゃい」

　陣内とオセロで遊んでいたよもぎが、櫻の来訪に静かに顔を上げた。しっとりと落ち着いた声に、感情のこもらない眼まな差ざし。以前の櫻はその雰ふん囲い気きに気け圧おされていたが、今ではすっかり慣れてしまった。

「こんにちは、鬼灯先せん輩ぱい、乾先輩。今日は何して遊んでるんですか？」

「今のところ、何でもない。新しいゲームを考え中だ」

「今度はオセロですか。どんな感じですか？」

「駒こまはともかく、オセロ盤ばんを上う手まく使えないな。オリジナルのルールを作ろうとするとよく分かるんだが、やっぱり長く遊ばれるゲームはもうルールが完成しきってるんだな」

「ああ、それはそうでしょうねぇ」

　特にオセロなどは、そのルールの単純さゆえに逆にアレンジが難しい。頰ほお杖づえをついてぱたぱたとオセロの駒をひっくり返したり並べたりする陣じん内ないを横目に見ながら、せっかくだからとよもぎに顔を向ける。

「ところで鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、ちょっと聞きたい事があるんですけど」

「はい」

「穂ほ尾お付づき図書館って、地下があるんですか？」

「ありますよ」

　あまりにあっさりと答えられたので、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまう櫻さくら。

「……え、ある？　地下禁書庫って実在するんですか？」

「禁書、というのが何を意味するかは分かりませんが。地下は閉へい架か庫こになっていて、利用の少ない本、状態の悪い本、価値のある本などを保管しています。申しん請せいすれば、貸し出しは不可ですが専用の閲えつ覧らん室しつで読めますから、禁書という訳でもないですよ」

「……グーテンベルク聖書とか、あります？」

「ありません」

「ある訳ないだろ……」

　陣内の、心の底から呆あきれたような突っ込みが入る。

「……いや、俺おれは信じてないんですけどね。なんでも、時価数億円の稀き覯こう本ぼんがあるとかないとか、そんな噂うわさがありましてね」

　荒こう唐とう無む稽けいな子供が大人おとなに笑われたような恥ずかしさに、ついつい櫻はそんな言い訳を口にする。こんな事なら聞かなければ良かったと小さな後こう悔かい。

「……まぁ、そんな噂が出るのも分からないじゃないがな」

　見た目や素行の評判の悪さに反し、陣内はこの学園内でも屈指の図書館愛用者だ。司書や図書委員に次いで図書館内部に詳しいと言っても良い。その陣内をして、確かにそんな稀覯本があってもおかしくない、と言わしめるような雰ふん囲い気きが穂尾付図書館にはあった。

「……確かに、価値のある本はあります。でも、高くても数十万といったものしかないと思いますよ？」

「いや、それでも十分高いですよ」

　穂尾付図書館には複数の出入り口があり、その全すべてに厳重な施せ錠じようがなされる上、その鍵かぎは職員室などではなく鬼灯一族の本屋敷で保管されている。その理由がよく理解出来た櫻だった。

「入りまーす……」

　その時部室の扉が開き、生徒会活動を終えた遙はるかがやって来た。その後ろには、仲良く手を繫つないだ彼方かなたとアザミも続いている。もちろん日本人形の依より子こも一緒だ。

「あ……ああ、相あい上がみ君……き、来てたんだ……」

「あ、はぁ……あの……お、お疲れ様です……」

　櫻さくらと遙はるかは顔を合わせるや否いなや弾はじかれたように目線をそらし、もごもごと挨あい拶さつを交わす。

　あれから丸二日が過ぎたとは言え、あの官能的な耳かきは異性とまともに付き合った事のない高校生には刺激が強過ぎた。

「なんだお前ら、何かあったのか？」

「ななななな何も!?　何もないわよ!?　ねぇ相上君!?」

「そそそそそうですよ、俺おれと琴こと宮みや先せん輩ぱいに何があるというのやら!?」

　色々な事を思い出してしまい、たまらない羞しゆう恥ち心しんが二人の頰ほおを赤く染めていく。対照的に、彼方はどこまでも白い目でじっとりと二人を睨にらんでいた。

　そんな中、アザミは特に気にした風もなく櫻に駆け寄ってその手を握った。

「櫻」

「お、おぅ……アザミも、お疲れ……ああそうだ、先輩方に紹介しますよ。こいつは俺の幼おさな馴な染じみで、一年一組の波は名な城しろアザミです。ちょっと変わったやつですけど人じん畜ちく無害なんで、仲良くしてやって下さい」

「さい」

「あ、じゃあこっちも……この子は私の妹で」

「あ、あの、一年二組の琴宮彼方です……お姉ちゃんが、お世話になってます」

　ぺこり、と頭を下げるアザミと彼方。よもぎと陣じん内ないの二人は、特に表情を変える事もなく自己紹介を返す。

「三年一組の鬼灯ほおずきよもぎです。よろしくお願いします」

「乾いぬい陣内」

　丁てい寧ねいに深々と頭を下げるよもぎと、目線も合わせず名前だけを言う陣内。

　そしてよもぎが頭を上げた時、その目の前にはアザミがいた。

「…………」

「…………」

　猫のように見開いたアザミの目と、ぼんやりとしたよもぎの目が真正面から見つめ合う。

　本人達は知る由よしもなかったが、アザミとよもぎはそれぞれ穂ほ尾お付づき学園の不思議ちゃんと不思議さん、と並べて語られる二人だ。

　その二人が、初めて実際に対たい峙じした。

「…………」

「…………」

　無言、無表情、無反応で見つめ合う二人を、周囲の人間も息を吞のんで見守っている。

　やがて──アザミの手が動き、抱だいている日本人形をよもぎへと掲げた。

「依より子こ」

（おお、二人目！）

　心の中で快かい哉さいを叫ぶ櫻さくら。アザミが依子を他人に紹介するのは、二年生の相あいヶが瀬せ茉まつ莉りに続いて二人目だ。アザミがよもぎを気に入ったという証拠だった。

「……よりちゃん」

　相手を子供のような愛称で呼ぶよもぎの癖くせは、人形相手でも適用されるようだった。

「……一いつ刻こく殺さい狐きつね火びの、『依より空から造づくり』の模造品ですか？」

　依子を見つめたまま、唐とう突とつによもぎが口にしたその言葉は最初誰だれも聞き取れなかった。

「いっこく……なんですか？」

「ある天才的な人形師の雅が号ごうです。こんな字を書きます」

　よもぎが流りゆう麗れいな字で書いたそのどこか不吉な名前を、誰もが少し気味悪そうな表情で見る。

「狐火が、最さい期ごに遺のこした七体のからくり人形。それに、よりちゃんはそっくりです」

「……ああ、そう言えば」

　櫻は少し前に、彦ひこ星ぼしに同じ事を言われたのを思い出した。

「俺おれは詳しく知らないんですけど、ヒコ先せん輩ぱいがそんな事を言ってましたね。そんなに有名なんですか、その……一刻殺狐火の、依空造り？」

　沈黙で応こたえるよもぎの顔には、やはり何の表情も浮かんでいない。

　ややあって。

「……そうですね、そういった事に興味のある人達の間では、有名です。狐火の依空造りは、時折まるで生きているかのような挙動を見せたそうです」

「へぇ……依子がそのレプリカねぇ……？」

　不思議そうに依子を眺ながめる櫻とアザミ。この人形はアザミの実の母親が持っていたもので、櫻もアザミも生まれた時から一緒だった。昔は子供らしく乱暴に扱い、汚損・破損させた事が何度もあるため、どうしてもそんな大層なものだとは思えなかった。

　その雰ふん囲い気きに吞のまれて、遙はるかと彼方かなたも依子を覗のぞき込む。興味がなさそうにしていたが、陣じん内ないもちらりと横目で見ている。

　よもぎは相変わらずの無表情で、依子と、それを抱くアザミをじっと見つめていた。
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　その後、お近付きの印に、という事で全員でゲームをする事になった。

　陣内の提案でささやかながら生徒ポイントを賭かける事になり、櫻は本気でこれに挑む。が、小さな勝ち負けを繰り返してトータルはややマイナス、最後にミニッツを使ってなんとかプラス四〇ポイントとなった。奇くしくも『勝ち過ぎない』という自分ルールを達成した櫻さくらは、絶対時間の反動をやり過ごすため、帰る前にトイレに行って来る、とその場を離れた。

（しかし、危なかったな……鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、乾いぬい先輩、それに琴こと宮みや先輩……どいつもこいつも強過ぎだろ。彼方かなたは彼方で妙なところで鋭いし、アザミは定じよう石せきなんか通じないし……ミニッツがなかったら負け越してたぞ……）

　トイレに辿たどり着く前に、脳内カウントが一分を数える。時間的にもかなりギリギリの勝負だった。これから一分間、櫻は絶対時間の反動により、思った事が全すべて口から出てしまう。

「……もしかして、俺おれ……自分で思ってる程ほど、頭良くないのか……？」

　俯うつむいてろくに前も見ずに、考えてはいけない事を考えながら足早に歩く櫻。そのまま辿り着いたトイレの入り口をくぐろうとし──奇跡的に、その足が止まった。

「待て……待て待て待て。俺は今、創そう遊ゆう研けんの部室から出てきた。つまりここは……二階だ！」

　弾はじかれたように顔を上げる櫻。その視界に、トイレの入り口横に貼はり付けられているプレートが飛び込んでくる。

「そうだ……二階と一階のトイレは……男子と女子が、逆……！」

　紳士・淑しゆく女じよを表すプレートをしっかりと肉眼で確認し、櫻は間違いなく、男子トイレの方へと足を踏み入れる。中には見慣れた男性用の小便器。その光景にあり得ない程の安心感と達成感を抱いだきながら、個室へ入ってドアに鍵かぎをかけた。

「ふ……ふふふ、ふははははは！　やった、やったぞ……いつまでも同じ過あやまちを繰り返すと思ったら大間違いだ……そうさ、俺が本気になれば、男子トイレと女子トイレを間違わない事くらい造ぞう作さもないんだよ……！」

　自らの達成した偉業に、思わず興奮気味の声が漏もれる。これは反動がなくとも口に出していたかもしれない。今まで度たび々たび間違えて女子トイレに入り、そこを二年の女生徒に見られて弱みを握られた櫻にとって、これはまさしく喝かつ采さいすら浴びるべき偉業だった。

　そしてその喝采は、天よりもたらされた。

「成長したね櫻君……君に教える事はもう何もない！」

「何な故ぜいるっ!?」

　隣の個室の壁かべの上から、櫻の弱みを握った件くだんの女子生徒、相あいヶが瀬せ茉まつ莉りが顔を出していた。

「馬ば鹿かな、ここは間違いなく男子トイレのはず……」

「うん、なんかぶつぶつ言ってる櫻君を見かけたからね、後をつけてみたの。そしたら男子トイレに入るじゃない？　誰だれもいないみたいだから、櫻君を見習って思いきって入ってみたんだけど……やばいねこれ、誰もいなくてもなんかすごく恥ずかしいわ。櫻君はよくホイホイ女子トイレに入れたねぇ……」

「誤解を招く発言をするな！」

　それ程誤解ではない。

「そんな事より、そっちに入れてよ。流石さすがにここであたしが見つかるのはヤバいよ……」

　それを言うなら、櫻さくらが女子トイレで見つかる事の方がもっと問題だ。しかし茉まつ莉りはこれまで何度も櫻を無理矢理女子トイレに連れ込み、櫻は肝きもの冷える思いをさせられた。多少の意地悪はしたくなるというものだ。

「その必要性を感じません。茉莉先せん輩ぱいは一人でこっそり出ていって下さい」

　すでに反動は終わっており、言いながらも櫻は、どうせいつものように女子トイレの件を持ち出して脅おどされるだけだろう、と思っている。結局は鍵かぎを開けて迎え入れる事になるのだろうが、少しくらいは焦あせらせてせめて溜りゆう飲いんを下げよう……そんな器うつわの小さい事を考える。

　しかし、所しよ詮せんこの手の駆け引きで櫻が茉莉に敵かなうはずがないのだ。櫻の予想を裏切り、茉莉は切なげに眉まゆ根ねを寄せ、潤うるんだ瞳ひとみで懇こん願がんするように囁ささやいた。

「意地悪しないで……ねぇ櫻君、早く入れてよ……あたし、もう我慢出来ないよ……」

「わざとだ！　絶対わざと言ってるだろ！」

　男子高校生は妄もう想そう逞たくましい。

　これ以上続けても自分の勝ち目が全く見えなかったので、櫻は素直に扉の鍵を開けた。その音を聞き、嬉うれしそうにぱたぱたと自分の個室から櫻の個室へと駆け込む茉莉。

「あー良かった、ちょっと本当にどきどきしてたんだ」

　もちろん櫻はもっとどきどきしていた。

　茉莉と二人で個室に入る時、櫻は決して便座の蓋ふたの上に座らない事にしている。それをするとまた茉莉が跨またがってくるからだ。ある意味で歓迎したい事ではあるのだが、また男としてのっぴきならない状態になる危険性は冒せない。茉莉の前で同じ醜しゆう態たいを晒さらす訳にはいかない。

「それで？　今日はまたなんで後をつけたりしたんですか」

「会えると思ってなかったから、偶然見つけて嬉しかったの」

「そうですか、それはどうも。俺おれも茉莉先輩に会えて嬉しいですよ」

　交わされる言葉は、半分噓うそで、半分本当だ。明るくて元気であけすけで、エロかわいいくせに迫られると弱い。櫻の知る中では、茉莉が最も魅み力りよく的な異性だ。決して油断出来ない相手とはいえ、やはりこうして近しい距離で話せる事は単純に男として嬉しい。

「夏休み前にね、色々調べてたんだ、鬼おに火び憑つきの事。それでその……その内のいくつかを情報提供しようかな、って……」

　そしてもう一つ櫻が期待しているのが、この事だった。

　鬼火憑き。それは穂ほ尾お付づき町の民俗史などに見られる、古くからこの町にいたとされる超能力者のような人々の事だ。茉莉は以前から鬼火憑きに強い興味を抱いだいており、図書館などを利用して自分なりの調査を続けている。

　彼ら鬼火憑きの使う特殊能力は、櫻に宿るミニッツ能力と偶然では片付けられない程ほどの類似点がある。それを知ってからは、櫻もその事に関心を持つようになった。自分の能力のルーツを知りたいという思いの他ほかに、高校に入学してから次々と出会うようになった自分以外の能力者への対処法が分かれば、という考えもある。

　一時期は茉まつ莉りの事を情報収集のための手て駒ごまにしようと考えた事もあったが、自分を強く持っている茉莉の人間性に触れ、そんな考えは霧む消しようした。それ以降は、時折こうやって茉莉が気まぐれに持ってくる情報に耳を傾けるに留とどまっている。

「今回は、その……話そうかどうしようか、迷ったんだけど……」

「どういう事ですか？　裏づけが取れてないとか？」

「ううん。裏づけはほぼ完かん璧ぺきに取れた。ただ……」

　櫻さくらの表情を見て、茉莉もまた、辛つらそうに顔を歪ゆがめた。話を続けるべきか否いなか迷っている素振りを見せ、それでも、櫻の目を見て言葉を続けた。

「ちょっと気付いた事があってね、別の角度から資料を調べてみたの。あたしが見つけた鬼おに火び憑つき達の、家族構成を調べてみた。もちろん全部調べられた訳じゃないけど、鬼灯ほおずき一族の家系とかは、かなり詳しいところまで分かった」

　茉莉の報告を、櫻はただ黙って聞いている。

「……結論を言うね。あたしに調べられた限りでは、鬼火憑きと呼ばれた人達のほとんどが、母親と死に別れてるの。それが完全に確認出来た訳じゃないけど、でも、確実に母親が生きていたって分かった鬼火憑きは、一人もいなかった」

　話の流れからすれば、それは予想出来て然しかるべき事だった。しかし、櫻はその結論にがつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けていた。

「櫻君も分かってると思うけど、あたしは今、身近にいる人の中に三人、鬼火憑きじゃないかって疑ってる人がいる。守かみ垣がい内と明あき芳よし君、琴こと宮みや彼方かなたちゃん……それと、櫻君」

　話す茉莉の声も、少しずつ震ふるえてきている。正直に話す事で、怒らせるのではないか。嫌われるのではないか。そして何よりも、傷つけるのではないか。それを恐れて。

「みんなの家族構成を調べたの。本当にごめんなさい。無神経な事をしたと思ってる……秘密にしておこうかと思ったんだけど、それは、卑ひ怯きようだと思ったから」

「……結果は、どうでした？」

　聞くまでもない。その答えを、櫻はすでに知っている。

「……三人とも、お母さんが亡なくなってた。死因とかの詳しい事は分からなかったけど……それでも、偶然とは思えない」

　言われるまでもない事だった。むしろ、何な故ぜその事に思い至らなかったのかが不思議なくらいだ。しかも櫻は、茉莉より少しだけ詳しい情報を持っている。

　それは、三人が三人とも、母親の命と引き換えにこの世に生まれてきたという事。

「……三年の、鬼灯よもぎ先せん輩ぱいは？」

　櫻の考えでは、よもぎも何らかの絶対時間の支配者である可能性が高い。夏休み前、守垣内兄妹きようだいとの勝負の時、よもぎは明らかに絶対時間とその反動と思おぼしき現象を見せた。

「それも調べた。やっぱり、お母さんは亡なくなってる」

　次々に、パズルのピースが嵌はまっていく。しかし、それにより浮かび上がってきた絵は、今の櫻さくらには極めて不気味なものにしか見えていない。

　この共通点が何を意味するのか、まだ櫻にも茉まつ莉りにも分からない。

　しかし、それがミニッツ能力の謎なぞを解く重大な鍵かぎである事だけは、疑いようもなかった。
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「おはよう！　アザミ様とその従者！」

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいの元気な挨あい拶さつがこだまする。

　ヒコ先輩こと御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし。綺き麗れいに剃そり上げられた禿とく頭とうが、今日も夏の朝日を反射して眩まぶしい。

「ああ、おはようございます」

「ます」

「相あい上がみ君、今け朝さもアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、こちらへ」

　言って彦星は背中を向けて地面に片かた膝ひざをついた。アザミが躊躇ためらいもせずにその肩に跨またがると、力強く危なげのないリフトアップ。実にシンプルな肩車の形だ。

「今日は、親衛隊のやつらは？」

「それが、この時間になっても誰だれも来ないのだよ。珍しい事もあるものだね。相上君は、何か知らないかい？」

「ああ……どうせ腹でも壊したんでしょう……」

「四人揃そろって？　はっはっは、それはないよ！」

「あるんですよ、アイツら馬ば鹿かだから……」

　食器用洗剤やシリカゲルやハンドクリームや芳ほう香こう剤ざいを口にしたのでは、いかに強きよう靭じんな胃腸を持っていようと腹も壊そうというものである。

　疲れたような顔で歩を進める櫻。首を傾かしげる彦星。いつもは高い視点に無表情ながらもはしゃいでいるアザミも、今日ばかりは親衛隊の身を案じて大人おとなしい。

　琴こと宮みや姉妹とも別登校だ。学生坂の途中で茉莉や夏か凪なぎが合流してくる事もなかった。

　タイミングがズレる時はズレるものだ。櫻とアザミと彦星は、こうして初めての三人組で登校する事となる。周りの同級生も、今日はなんだか寂しいね、と声をかけてくる。

　認めたくはない事だが──櫻にしても、親衛隊の不在に対するその感想を、完全に否定する事は出来なかった。




　七月二四日の火曜日は、こうして少し静かに始まった。

　親衛隊のいない教室はどことなく覇は気きがなく、しかもその日の補習内容は三時間ずっとプリントを与えられての自主学習。補習が終わった後は、いつになく思いつめた表情の担任から何やら付近に不審者が出るらしいという話があり、部活動や生徒会活動の一切を禁止され、生徒達は一二時一五分という早い時間に全員下校させられた。

　どことなくすっきりしない気分で、櫻さくらとアザミは手を繫つないで帰路を歩く。

「櫻……みんな、お腹なか壊したの？」

　大きな丸い目で櫻を見上げ、抑よく揚ようなくアザミが呟つぶやく。

「あんな妙なもん口に入れたら、誰だれだって腹ぐらい壊すさ」

「おうち、行きたい」

「おうちって……シチサン達の？　なんで？」

「お説教！」

　ふんすー、と鼻息を荒くしながら、アザミは少しだけ眉まゆを吊つり上げる。

　見た目の表情はほとんど変わらないが、その怒りの中にシチサン達を案じる想おもいが見え隠れしているのが櫻には分かった。

（あんな自じ業ごう自じ得とくの馬ば鹿か共、心配してやる事ないのに……全く、こいつは）

　思わず苦笑してしまう。

　悲しんでいたり、苦しんでいたり……そんな人間が近くにいると、心を割さかずにはいられない。大きく目を見開いた猫のようなその無表情で、決して正しい意味では伝わらないであろう眼まな差ざしを、いつもアザミは相手に向けるのだ。

　櫻だけが知っている、アザミの優やさしさ。

「……明日も学校に来なかったら、先生に住所聞いて行ってみような」

「うん」

　いつもよりゆっくりと頷うなずき、アザミは櫻と繫いだ手に少しだけ力を込めた。




　のんびり歩いて約一〇分。地区と地区の境目、ちょうど民家の途切れる林道に差し掛かった所で、不意にアザミが道みち端ばたの花に気をとられて立ち止まった。

「おっ？」

　思いの外ほかしっかりと手を握られていたため、引っ張られてぐらりと後ろによろける櫻。

　その目の前を──

　悪意の込められた暴力が、通過する。

「……………………は？」

　ぶおん、という空くうを切る音と共に、覆ふく面めんを被かぶった男が手にした木製のバットが、櫻の腹部からほんの数センチの場所を通り過ぎた。

「櫻！」

　アザミが立ち止まらなければ、その一撃は確実に櫻さくらの腹部にめり込んでいた。

　その事実を理解した瞬しゆん間かん、櫻の全身に冷や汗が噴き出た。

　心臓は急激に鼓こ動どうを速め、瞳どう孔こうが開き、呼吸が浅くなる。今一体何が起きたのか、全く理解出来ていない。ただ、いきなり冗談では済まされないレベルの攻撃を受け、本当に単なる偶然でそれを回避したらしい、という事だけを認識していた。

（な……なんだコイツ、いきなり……!?）

　初撃を外した覆ふく面めんの男は、バットを握り直して再び櫻に害意を向ける。

（不審者？　バット？　殴なぐられる？　骨折？　内臓破は裂れつ？　やばい、やばいやばいやばい）

　櫻は喧けん嘩かなどには全く縁がなく、運動も特別得意ではない。久しく見舞われる事のなかった肉体的な危機に、状況を把は握あくしようと考えるよりも早く原始的な恐怖が湧わき起こり、足が竦すくんでしまう。

　だが、その右手はまだ、アザミと繫つながれたままだった。

　その小さな手の温ぬくもりが、かろうじて櫻の恐怖をねじ伏せる。

（──ミニッツ！）

　隙すきを狙ねらうように距離を取る覆面の男に向けて、櫻は絶対時間を発動させた。

（暴力相手に、ミニッツがどこまで役に立つか……けど、やるしかないっ！）

　何が起きているのかは全く分からないが、とにかくこの場を逃れ、アザミの安全だけでも確保しなければならない。そのため、苦し紛まぎれに相手の心を読む櫻。

　だが、覆面の男の心の声は、櫻に更さらなる窮きゆう地ちを告げるものでしかなかった。

『振り向くなよ……』

「──っ!?」

　咄とつ嗟さに背後を振り向く櫻。そこにさらにもう一人の覆面の男が立っていた。

（ウソだろ……）

　その手にはやはりバットを持っている。素手の一対一でも勝てる訳がないのに、二人、しかも凶器まで持っているとなると、アザミを逃がす事すら危うくなる。最悪の結果が頭をよぎり、櫻の顔が青ざめる。

　だが、怯おびえている暇ひまなどない。二人目の覆面がバットを振り上げ、櫻に向かって駆け寄ってくる。咄嗟にアザミを守れる位置に移動し、そして櫻はその覆面Ｂの心を読んだ。

『頭は流石さすがにまずい……右の肩だ』

（右肩……！）

　頭で何かを考えるよりも早く、体が勝手に左に動いた。相手が右肩を狙っているのなら、それで避よけられるはずだった。

　それは、櫻のミニッツ能力の落とし穴と言ってもいい。

　覆面Ｂは、自分から見て右の肩、つまり櫻の左肩を狙っていた。

　なのに櫻さくらは、左に避よけた。

　必然。

　振り下ろされたバットと櫻の頭が、引き寄せられた磁石のように近付いてゆく。

「やああああああああああっ！」

　櫻の耳に、アザミの悲鳴がひどく遠く聞こえる。

　そして──




　バットが櫻の頭に打ち下ろされるその直前、猛もうスピードで走ってきた自転車が、覆ふく面めんＢに一直線に突っ込んだ。

　ごしゃあ、と派手な音を立て、覆面Ｂは自転車と共に林の中に吹き飛ばされる。

　そして激突の直前、軽やかな身のこなしで自転車から飛び降りた人物──岸きし良ら夏か凪なぎが、櫻の隣に猫を思わせる身軽さで着地した。

「……岸良……？」

「よぉ、おかーさん。なんか面白そうな事になってんな」

　安あん堵どのあまり地面にへたり込んでしまった櫻を、夏凪はいつもの冷ややかな目で見下ろす。

「お前……俺おれを、助けて……？」

「いや、今のは流石さすがにやべーだろ。死ぬだろ。いくらお前でも助けるわ」

　飄ひよう々ひようと言いながらも、その額や首筋には玉のような汗が浮いている。

「ちっこいのに感謝しろよ。チャリでたまたまこの辺走ってたら、そいつの声が聞こえたんだ。なんか切せつ羽ぱ詰まってるように聞こえたんでな。まぁ、お前なら間に合わなくても良かったか？」

　口角を吊つり上げるその様が憎にくらしくはあったが、しかし間一髪のところを助けられたのは紛まぎれもない事実だった。

「た……たすか、」

　まだ混乱の続く頭で、とりあえず伝えようとした感謝の言葉が、途中で止まる。

「岸良っ！」

　覆面Ａが、標的を櫻から夏凪に変えてバットを振りかぶっていた。

　夏凪は、妙にゆっくりと見える動作で覆面Ａの方に向き直る。

　そして、バットが振り下ろされるその直前に、自分から覆面Ａの方へ一歩踏み出した。

　夏凪の予想外の挙動に、覆面Ａの動きが一いつ瞬しゆん止まる。その隙すきを逃さず、夏凪の左手がバットを握った相手の手首を無む造ぞう作さにぱしんと払った。

「え……？」

　間抜けな声は、覆面Ａのものか、櫻のものか。

　夏凪はその腕を握ったまま、右の膝ひざ蹴げりを腹部に叩たたき込んだ。覆面Ａの体がくの字に折れ曲がる。そして一度足を引いて再び振り上げ、裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれた回し蹴りが側頭部を綺き麗れいに蹴けり抜いた。
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　派手に倒れ込む覆ふく面めんＡ。夏か凪なぎは蹴りの勢いで体を捻ひねり、そして残ざん心しん。

　そのあまりに鮮やかな一連の動作に、その場にいる誰だれもが目を奪うばわれていた。

　体を起こす覆面Ａに、林の中から這はい出てきた覆面Ｂ。睨にらんではきても積極的に向かってくる様子がないのを見ると、夏凪は転がったバットを拾い上げて肩に担かつぎ、言った。

「んーじゃあまぁ、続けろよ」

『……は？』

　覆面二人の声が揃そろう。櫻さくらもまた、え？　と言いたげな表情で夏凪を見る。

「あー、勘かん違ちがいさせたんならわりーけどよ。俺おれは個人的には、そいつを殴なぐるんなら全然止める気はねーんだわ。ただなぁ、二人がかりで凶器持って、ってのはねぇだろ。男としてどーよ。っつーわけで、一対一で素手で殴り合えよ。それなら絶対手ぇ出さねーよ」

「…………」

　夏凪の真意が測りきれず、覆面達は動こうとしない。

　真意も何も、この発言は紛まぎれもなく夏凪の本心であるのだが。

「どした？　やれよ。安心しろって、多分コイツ、舌が回るだけで喧けん嘩かめっちゃ弱ぇぞ」

　それもまた事実だった。一対一であろうと、素手対素手であろうと、櫻は単純な暴力による喧嘩に勝つ自信など全くない。

　そしてその時、ミニッツ発動から一分が過ぎた。

　反動。流石さすがにこの状況で逃げられる訳がない。櫻さくらの口から、心の声が漏もれ出てくる。

「そいつの言う通りだ。俺おれは弱い。そしておそらく、そいつは本当に手を出さない。そいつは俺の事が嫌いだからな。だから頼む──帰ってくれ。これ以上はやめてくれ。喧けん嘩かなんか、した事ないんだ。痛いのは、嫌いやなんだ……」

　言いながら、櫻の瞳ひとみに涙が滲にじんでくる。反動中、櫻は半ば無意識のような状態なので、それを隠そうともしない。それを見る夏か凪なぎの目が心底見下げ果てたというものへと変わる。

　覆ふく面めん達は結局それ以上攻撃せず、捨て台詞ぜりふも残さず、一いち目もく散さんに逃げていった。

「……どいつもこいつも……」

　不愉快そうに吐き捨てる夏凪。林の中に倒れた自転車を引っ張ってきて、あちこちと軽く点検する。どうやら問題なく乗れそうだと分かると、夏凪はもう櫻には目もくれずに自転車に跨またがって立ち去ろうとする。

　しかし、何かにジーンズを引っ張られ、夏凪は足を止めて振り返った。

「──んぁ？」

　夏凪のジーンズの裾すそを小さく握っていたのは、アザミだった。

「ありがとお」

　夏凪を見上げる大きな丸い目に、透明な液体が溢あふれ出す。

「……ありがとお……あぃがとぉ……！」

　目を見開いたまま、声を震ふるわせて、アザミは感謝の言葉を繰り返す。

　小さく息をつき、自転車のサドルから立ち上がる夏凪。

　そしてスタンドを立てて自転車から離れ、しゃがみ込んでアザミと目線の高さを合わせると、信じられない程ほど穏おだやかな笑顔でアザミの頭を優やさしく撫なでた。

「怖かったな。もう大だい丈じよう夫ぶだ。相あい上がみに悪い事するやつは、もういないからな」

　その言葉を聞いて、誰だれよりも驚おどろいたのが櫻だった。

　夏凪は、アザミが何を一番怖がっていたか、ちゃんと分かっていた。そして、一番効果的な慰なぐさめの言葉をかけたのだ。

　アザミは声も出せずに、ただ何度も頷うなずいている。

「……岸きし良ら……お前、すごいな……」

　それが反動の最後に零こぼれ出た、櫻の心の声だった。

　嫌っている相手からの、そして自分の事を嫌っているはずの相手からの素直な賞賛の言葉に、しかし夏凪の表情は苛いら立だたしげに歪ゆがむ。

　アザミから離れ、櫻に近付き。

「ぐっ……」

　未いまだ地面にへたり込んだままの櫻の前髪を摑つかみ、強引に顔を上げさせた。

「……呆あきれたぜ。どこまで情けねーんだてめぇ」

　アザミに向けていた視線とは正反対の冷たい視線が、鋭く櫻さくらを射抜く。

「女ぐらい拳こぶしで守ってやれよ。男やってる甲か斐いがねぇだろ」

「……野や蛮ばん人じんの考え方だな。暴力だけがその方法じゃないだろ。最小限の労力で最大限の効果を。それが、」

「そうやって唾つばぁ飛ばして相手が逃げてくれりゃあいいけどな」

　櫻の戯たわ言ごと──そう、戯言だ──を、夏か凪なぎは全く聞く気がない。

　至近距離で睨にらみ合う二人を、アザミが黙って見つめている。

　やがて夏凪の瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん、熱い何かが揺らぐ。

「……もし俺おれが来なかったら、そこのちっこいのはどうなってたんだよ」

　櫻は、何も答えない。

「何かあってから後こう悔かいしたって遅おせぇぞ」

　櫻は、何も答えない。

「……ちっ」

　舌打ちし、放り出すように櫻の髪から手を離す。

　櫻は俯うつむいたまま、ようやく小さな声を絞り出す。

「……岸きし良ら」

「なんだよ」

「……アザミを、助けてくれて……ありがとう」

　自分を、とは言わない。それで正解だ。

「お前が助けてやれよ」

　間髪入れずに言い返した夏凪に、櫻は再び何も言えなくなる。

「……でけぇ貸しになったぜ、相あい上がみ」

「…………」

　何も反応しない櫻に再び小さく舌打ちし、今度こそ帰ろうと体の向きを変える。

　瞬間、すぐ横にいたアザミの視線に気付き、夏凪はばつが悪そうに頭をかいた。

「……ごめんな、俺が相上に悪い事しちまった」

　しかしアザミは、小さくふるふると首を横に振る。

「今のは、悪くない」

　その言葉に、夏凪の目が丸くなった。

　最後に一度だけ、夏凪は再び櫻を振り返る。

「おい相上……お前よりこのちっこいのの方が、よっぽど強つえぇんじゃねぇのか？」

　そう言い残し、夏凪が立ち去った後。

　ぎり、という櫻の歯は軋ぎしりの音を、アザミだけが聞いていた。




　　　　　五




　一時間後、櫻さくらとアザミは病院にいた。

　どちらかが怪け我がをした、というような理由ではない。これは、実は四人揃そろって入院していたシチサン、カリアゲ、イガグリ、テンパーのお見舞いだった。

　四人が入院している理由は、腹痛などではない。

　そうではなく──四人は昨日、櫻と同じように覆ふく面めんの男達に一人ずつ襲おそわれ、重軽傷を負って入院していたのだ。

　帰宅した後。どうしても四人の様子が気になるとアザミに促うながされ、櫻はクラス委員長の立場で各家庭に電話をした。そしてその事実を知ったのである。

　アザミにとっては純粋にお見舞いだが、櫻にとっては情報収集でもある。親衛隊を襲った覆面と自分達を襲った覆面、これが偶然であるはずがない。

　そうして二人はアザミの母親である夕ゆう楓かに車を出してもらい、今こうして病院に来ているという訳だった。

　受付で病室を聞くと、アザミは早足で歩き出す。手を引かれる形の櫻もそれについて行き、ちょうど空あいていたというその四人部屋の病室へと足を踏み入れた。

　右に二床しよう、左に二床のベッドがあり、まずは入り口に最も近いベッドに、イガグリがいた。

「あ、アザミちゃん!?」

「なに、アザミちゃん!?」

「来てくれたんじゃ……なんて優やさしいんじゃあ！」

　イガグリの驚おどろきの声を聞き、残る三人が次々とアザミに目を向ける。しかし、誰だれもベッドから起き上がる事は出来ないようだった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　櫻の手を離してイガグリのベッドに近寄り、アザミは包帯の巻かれているイガグリの右手をそっと握り締める。

　その途と端たん、イガグリの両目に涙が溢あふれ出した。

「アザミちゃん……お……俺おれ……っ、怖かった……！」

「落ち着けイガグリ……一体何があったんだ？」

「櫻……俺、別にっ、普通に帰ってたんだ……そしたら、覆面被かぶったヤツが二人、いきなり殴なぐりかかってきて……！」

　その時の恐怖を思い出して震ふるえ出すイガグリを、アザミがいつもの無表情で慰なぐさめる。

　櫻は、自分が襲われた時との共通点を確かめるために質問を続ける。

「四人で一緒に帰ってたんだろ？　みんな一いつ斉せいに襲われたのか？」

「いや、そうじゃないんだ。襲おそわれたのは、俺おれらがそれぞれ別れて一人になってからだ」

　答えたシチサンはいつもかけている眼鏡めがねをかけていない。襲われた時に割れてしまったのだという。目の周りには青あお痣あざが出来ており、他ほかにも体中に殴なぐる蹴けるの暴行を受けていた。

「みんな、二人組に襲われたのか？　凶器は？」

「ワシだきゃあ三人組じゃったわい。そのうち二人がバットなんぞ持っちょった」

　襲い方、覆ふく面めん、凶器。やはり自分を襲った犯人と無関係ではない事を櫻さくらは確信する。

「二人ぐらいなら蹴散らしちゃったんじゃが、卑ひ怯きようもんどもが！　あだだだだ……」

　ベッドの上でも威い勢せいのいいカリアゲだが、実は怪け我がの程度は一番酷ひどく、数箇か所しよの骨にひびが入っている。元々喧けん嘩かが強いために反撃してしまい、他の三人よりも激しくやられたのだ。

　テンパーに至っては、最初にちらりとアザミを見ただけで、それから毛布を被かぶったまま出てこない。四人組の中で最も暴力沙ざ汰たに縁がないのが彼だった。イガグリは昔いじめられていた事があるし、シチサンは兄とよく兄弟喧嘩をしていた。しかし一人っ子で世渡りもうまいテンパーは、他人に暴力を振るわれた事など初めてだったのだ。その悪意は、テンパーの体よりも心に傷を負わせた。

（四人が一人ずつ襲われたという事は、これは無差別な犯行ではなく計画的に親衛隊を狙ねらったものだという事だ。そして次に俺が襲われた……だとすると、犯人達の目的はなんだ？　俺と親衛隊の共通点と言えば……）

　ちらりとアザミに視線を向ける。根拠も何もない推測が、櫻の脳裏に一いつ瞬しゆん浮かぶ。

「櫻……来てくれたのは嬉うれしいけど、早く帰れ。誰だれがやったのか全然分かんねぇけど、お前も気をつけろよ。アザミちゃんに怪け我がなんかさせんなよ」

　自分達もすでに襲しゆう撃げきを受けた、などという事は口にしない。

「ああ……お前らも、無理するなよ。ゆっくり休め」

　最後に、アザミは一人一人の手を握り、声をかけた。それだけで親衛隊の表情が少し安らいだものに変わる。毛布に包くるまったままのテンパーも、震ふるえる手だけを出してアザミの手を握り返していた。

　それを見ながら、櫻はぼんやりと考える。

　鬼おに火び憑つき──ミニッツ能力者の共通点が「生まれた時に母親と死に別れている事」であるならば、それはアザミにも当てはまる。

（もし、アザミがミニッツ能力者だとしたら……その絶対時間は、一分間だけ他人を癒いやす事が出来る、とか……かもな）

　アザミには、そんな優やさしい能力がとてもよく似合っている。そんな事を思った。




　そして翌日。

　事件は全く予想外の方向へ展開する。













　　　第三章　図書館の使い方




　　　　　一




　七月二五日、水曜日。

　昨日の夜に学校からの連絡網もうが回ってきて、しばらく補習は中止という事になった。

　理由ははっきりとは知らされなかったが、それが自分や親衛隊達を襲おそった覆ふく面めんと無関係ではない事を櫻さくらは確信している。何な故ぜ襲われたのかは分からないが、しばらくは家から出ないようにするつもりだったため、その報しらせはちょうど良かった。

　平日なため、父親の豊ゆたかは仕事に行っていて家には櫻一人だ。朝食はアザミと一緒に波は名な城しろ家で済ませ、櫻だけ相あい上がみ家へ帰りごろごろとテレビなどを見ている。

　ニュースでは、市内に外国人の窃せつ盗とう団だんが潜せん伏ぷくしている可能性がある、と報道している。自分を襲った覆面達を連想する櫻だが、記憶の中ではあまり外国人という感じではなかった。

（ミニッツで心を読んだ時も日本語だったしな……外国人の窃盗団か……もし穂ほ尾お付づき図書館にグーテンベルク聖書みたいな稀き覯こう本ぼんがあれば、それを狙ねらって来たのかもな……ん？　そう言えば、外国人の心をミニッツで読んだら外国語で聞こえてくるのか……？）

　そんなとりとめのない事にあれこれと思いを馳はせながら、だらだらと時刻は正午過ぎ。結局アザミはまだ姿を見せていない。

（……久しぶりに、俺おれから行ってみるか……）

　ぼんやりとそう考え、立ち上がろうとしたその刹せつ那な、携帯が鳴った。

　デフォルト設定のメール着信音。誰だれだろうと見てみると、そこには意外な名前。

（……茉まつ莉り先せん輩ぱい？）

　送信者は相あいヶが瀬せ茉莉だった。

　何度目かの逢おう瀬せの際、電話番号とメールアドレスを交換してはいたのだが、最初に数回簡単なやり取りをして以来、メールは送る事も送られる事も滅めつ多たになかった。二人とも、携帯電話でメールを打つのがなんとなく苦手なのだ。

　そんな相手から久しぶりのメール。興味を引かれて開いてみる。

　件名はなし。本文はたった四文字。




　たすけて




　それだけだった。




　　　　　二




　時間は少し巻き戻り、穂ほ尾お付づき学園。

　ほとんど利用者のいない静まり返った図書館で、茉まつ莉りはいつものように文ぶん献けんを読んでいた。

　今日はいつもと切り口を変え、穂尾付町にまつわる神話や伝承に目をつけてみる。

　穂尾付町には小さな神社が複数存在するが、まずはその中でも鬼灯ほおずき一族の先祖が建こん立りゆうしたとされる大だい行ぎよう司じ八はち幡まん社しや、通称『鬼灯神社』の祭神から調べ始める。

（鬼灯神社の主祭神は……第一四代天皇、仲ちゆう哀あい天皇……和風諡し号ごうはタラシナカツヒコノミコト……ヤマトタケルノミコトの第二王子？　へぇ……）

　ヤマトタケルと言えば、漫画やアニメ、映画等にもなっている有名な神話の人物だ。しかしその息子むすこともなると、途と端たんに知名度は下がってしまう。

　そしてそれよりも茉莉が興味を引かれたのが、併あわせて祀まつられているもう一ひと柱はしら──仲哀天皇の皇こう后ごうである。

　神じん功ぐう皇后。和風諡号はオキナガタラシヒメ。

　神功皇后は妊にん娠しんしながら戦場に赴おもむき、腰に石を抱だいて出産を遅らせ、凱がい旋せんしてから後に八や幡はた信仰の主神となる応おう神じん天皇を出産したという。

　そのエピソードから、神功皇后は『聖しよう母も』の二つ名で呼ばれ、九州地方に広がる母ぼ子し神しん信仰の聖母神として祀られる事が多い。

　早い話が、鬼灯神社の祭神は安産の神なのだ。

（安産の神……でも……）

　ここで茉莉は、事前に調べていたもう一つのデータに目を通す。

　公的機関の発表による日本全国を対象にしたものと、茉莉が独自に穂尾付学園を対象にして調べた、父子家庭率のデータだ。

　母子家庭に比べて父子家庭は割合が少なく、日本全国で見ても一％を超える都道府県は皆かい無むであるのに対し、穂尾付学園に限ってみれば二％を超えている。異常な数字だ。

（聖母と呼ばれる程ほどの安産の神を祀ってるのに……）

　もちろん、お祈りをしたりお守りを買ったりする事で安産が保証される訳ではない事ぐらい茉莉は分かっている。だがそれにしても、違和感が拭ぬぐえない。

（これじゃあまるで……この町が、母殺しの呪のろいにでもかかってるみたい……）

　ところが、文献を読み進める内に、その違和感に一つの答えを提供してくれそうな見出しが目に入ってきた。

（『鬼灯ほおずきヶが原はらとヒノカグツチ』……！）

　見つけた、と思った。

　今現在の穂ほ尾お付づき総合病院が建っている場所が、昔鬼灯ほおずきヶが原はらと呼ばれていた場所だ。

　そしてヒノカグツチと言えば火の神として有名だ。産まれた時、母親であるイザナミを自身の炎で焼き殺してしまった、と神話にはある。

（……イザナミの夫であったイザナギは、怒り狂ってカグツチを斬きり殺した……その時、カグツチの体から無数の火の粉が舞い散り、葦あし原はらの中なかつ國くにに降り注いだ……その火の粉が降った場所から生えてきたのが、鬼灯……）




　鬼灯、とは──

　六月から七月頃ごろに花を咲かせ、ちょうど盆の時期に提灯ちようちんのような赤い実を付ける、ナス科ホオズキ属の多年草である。鬼灯の実は、よく先祖の霊れいの送り迎えに盆ぼん棚だなに飾られる。

　微量のアルカロイドや、子宮の緊縮作用があるヒストニンが含まれているため、口にすると腹痛などの異状を生じる可能性があり、特に妊にん娠しん中の女性には流産の危険性もあるという。

　否いな──はっきりと、堕だ胎たい剤として利用されていた時代もあった。

　鬼灯の堕胎作用は、母を殺してしまったカグツチの後こう悔かいの念、すなわち『自分など生まれてこなければ良かった』という念の現れなのではないか──文ぶん献けんはそう続ける。

（……でも、待って。もしそうだとしたら……カグツチの呪のろいは、流産──つまり子殺しの呪い。けど、実際にこの町を蝕むしばんでいるのは、母殺しの呪い……これはどうして……）

　母であるイザナミの無念。父であるイザナギの怒り。子であるカグツチの呪い。

　その結実である鬼灯が大量に群生していた、鬼灯村。

　そして──

（……ああ、そうか……もしかして）

　鬼灯神社の祭神。聖しよう母もと呼ばれる、オキナガタラシヒメ。

（お母さんが……自分の命と引き換えに、子供を助けてる、のかな……？）

　鬼灯。それは歪いびつであっても、イザナミとカグツチの──母と子の、想おもいの形。

　鬼おに火び憑つき。それは母親のいない子供達に宿る、不思議な力。

（そうやってお母さんが守った子供に……オキナガタラシヒメが授けた奇跡、とか……）

　それは、茉まつ莉りの勝手な想像、言ってしまえば妄もう想そうでしかない。

　だが、その妄想は茉莉の中で、どうしようもなくしっくりきてしまった。

（優やさしいけど、悲しい話……この話を聞いたら、櫻さくら君はどう思うかな……）

　何な故ぜだか急に、茉莉は櫻に会いたくなった。

　あのすぐ赤くなる顔を見たい。からかって、瞳ひとみを潤うるませて遊びたい。

　そうして──話をしたい。

「……はぁ」

　なんだか切なくなってしまい、本を閉じて小さく溜ため息をつく茉莉。

　そして顔を上げると、ちょうど図書館の扉が開き、見知った人影が入ってきた。

「あれ、アザミちゃんと彼方かなたちゃんだ。やっほー」

　手を繫つなぎ、何な故ぜだかおそるおそるといった様子で入ってきた二人に茉まつ莉りは能天気に声をかけた。一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、すぐに彼方は安あん堵どの笑みを浮かべ近付いてきた。

「相あいヶが瀬せ先せん輩ぱい……こんにちは」

「ちは」

　彼方の語尾を繰り返しながら、小さく片手を上げるアザミ。

「奇遇だね。二人でお勉強でもしに来たの？」

　聞きながら、茉莉はさりげなく二人の入ってきた扉に目を向ける。この組み合わせなら櫻さくらも一緒なのではないかと思ったのだ。

「あ……いえ、アザミちゃんとは、たまたま……」

　言い淀よどむ彼方の表情が、一瞬にして翳かげる。

　その直後、再び図書館の扉が開いた。櫻君かな？　という茉莉の期待は外れ、ぞろぞろと入ってきたのは一〇人を超える私服の男達。

　男達の中の数人はその手に二枚の写真を持っており、それと彼方とアザミを見比べた。

「こいつら？」

「だな。間違いねーわ」

「お前とお前、ちょっと来い」

　そしていきなり、彼方とアザミを両りよう脇わきから固め、どこかへ連れて行こうとする。

「えっ……あ、あの!?」

「……やー！」

　女一人に男二人で腕を押さえているため、その抵抗は全く意味を成さない。

「ちょっ……ちょっとあんた達、何してんの!?」

　全く状況が吞のみ込めないながら、茉莉が男達に食って掛かろうとする。だが、残った男達の一人に突き飛ばされて尻しり餅もちをついた。

「知り合いか？　しばらく大人おとなしくしてろ。心配すんな、別に酷ひどい事はされない」

　周囲には他ほかに数人の利用者がいる。しかしその誰だれもが突然の事態に理解が追いつかず、ただ呆ぼう然ぜんとしている。

「他のやつら、一箇か所しよに集まれ。あと、携帯出せ。外と連絡取ろうなんて思うなよ」

「お、おい……お前ら、女の子に乱暴は、」

　茉莉の近くで本を読んでいた男性利用者が腰を上げ、男達に抗議の声を上げる。

　次の瞬間、殴なぐり倒された。

「黙ってろ。言う事聞け」

　その一撃で、完全に反抗心が折れてしまった。周りの利用者達もそれだけで恐怖心を植えつけられ、言われるがままに一箇か所しよに集まり、携帯を差し出す。

　そんな中、茉まつ莉りだけが男達を強い眼まな差ざしで睨にらみ続けていた。

「……お前、いい女だなぁ。そうだよな、大人おとなしくしてるってのもつまらねぇよなぁ」

　返ってきたのは下げ卑びた笑み。

「おい……めんどくせぇ事すんなよ」

「いいじゃねぇか。ちょっと遊ぶだけだって」

「ちっ、俺おれらは関係ねぇぞ。一人で勝手にやれや」

「……あの人に、迷惑はかけるなよ」

　男達が言い合っている間に、彼方かなたとアザミを連れて行った男達の姿は消えていた。何十年もかけて無理な増築を繰り返している穂ほ尾お付づき図書館の内部は迷宮のようになっており、少し歩けばすぐに見えなくなってしまうのだ。

　そして、一人の男が茉莉に向かって手を伸ばした。

「……っ！」

　機き敏びんに身を起こして図書館の奥へと逃げ出した茉莉を、男の荒々しい足音が追い始めた。

（噓うそ……何これ、噓でしょ!?　怖い、怖い怖い怖い！　誰だれか助けて！）

　複雑な通路を右へ左へ曲がりながら、茉莉は自分の携帯を取り出し、震ふるえる指でメールを打ち始める。

（さ……櫻さくら君……）

　咄とつ嗟さに選んだ送信相手は櫻だった。動揺している上に走りながらなので、なかなか上う手まく入力出来ないし、そもそも何を書くべきかもよく分からない。

　たすけて──とりあえずその四文字だけ入力したところで。

「追いついたぁっ！」

「──っ！」

　背後からぶつけられた男の声に茉莉は息を吞のんだ。

　反射的に指がメールを送信してしまう。

　書しよ棚だなから本を数冊抜き取り、苦し紛まぎれに男に投げつける。

　男が怯ひるんだ隙すきに、書棚の角を曲がり──

　次の瞬しゆん間かん、その先に立っていたもう一人の男に、どすんとぶつかった。

「捕まえてろっ！」

（待ち伏せ──先回り──挟はさみ撃ち──）

　絶望的な単語が、茉莉の脳裏を巡る。

　前と後ろに男。右と左には書棚。もう逃げ場所はない。

　後ろから近付いてきた男が、にやにやと笑いながら茉莉に向かって手を伸ばす。

　前にいる男も、ほぼ同時に茉莉の方へ手を伸ばし──

「図書館は、正しく使え」

　その左手が、茉まつ莉りではなく、後ろの男の右手をがっしりと摑つかんだ。

「……あ？」

「この──」

　前にいた男は右手で茉莉を壁かべ際ぎわへ寄せると、左手で後ろの男を一気に引き込み、空あいた右手でその襟えり口ぐちを摑んで──

「腐くされ外げ道どうがっ！」

　狭い通路で、実に見事な一本背負いを決めた。

「ぐえっ」

　その一撃で、茉莉を追ってきた男は目を回してしまった。

　助かった、という事さえ俄にわかには認識出来ず、茉莉はただ呆ぼう然ぜんと通路に倒れ伏した男を見て、続いて一本背負いを決めた男に目を向ける。

「は──」

　そして目に飛び込んできた輝きに、思わず大声を上げた。

「ハゲ!?」

「これはハゲではなぁぁぁぁぁい！」

　ハゲ──御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼしの、憤ふん慨がいの叫び声が響ひびいた。
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　穂ほ尾お付づき図書館は今、内外合わせて三〇人に及ぶ男達に占拠されていた。

　茉莉からのメールを受け取った後ですぐに電話をかけた櫻さくらだが、茉莉はその時暴漢から逃げている最中でそれに出られなかった。

　一体何があったのかと気を揉もむ櫻に再びメールが届いたのが約一〇分後。茉莉は図書館で起きた事の詳細と、今はたまたま夏休みの課題のために図書館に来ていた彦星と合流し、男達から隠れながら脱出のチャンスを窺うかがっている旨むねを櫻に伝えてきた。

（アザミと彼方かなたが、図書館に？）

　櫻は訳が分からなかった。何な故ぜアザミと彼方が図書館にいたのか。図書館に現れた男達は何者か。何故アザミと彼方を連れ去ったのか……全く分からない。

　櫻はとりあえず一一〇番に通報し、その後すぐに仕事中の夕ゆう楓かに電話をかけた。

『はいはい、どうしたの櫻君』

「もしもし、夕楓さん？　あのさ、今日アザミって何か予定あったの？」

『アザミ？　さぁ、特に聞いてないけど』

「そっか……仕事中にごめん」

　電話を切る。夕ゆう楓かは何も知らないらしい。アザミは何な故ぜ図書館へ行ったのか？　何故彼方かなたと一緒なのか？　それを突き止めるため、櫻さくらは次に遙はるかに電話をかける。

『もしもし？』

「琴こと宮みや先せん輩ぱい？　あの、今日とか昨日とか、妹さんに何か聞いてませんか？」

『彼方？　ううん、別に何も聞いてないけど……どうかしたの？』

「……あの、すいませんけど、妹さんの今日の予定が何か分かりそうな物とかあったら調べてもらえませんか？」

『……なに？　どういう事？』

　訝いぶかる遙に、櫻は茉まつ莉りから聞いた現状を正直に報告する。

　話を聞くにつれて、遙の相あい槌づちは真剣なものに変わっていった。

『……ちょっと待ってて。今調べてみるから、電話切らないでね』

　と、携帯電話で通話したまま、遙はすぐに彼方の部屋を調べ始める。

「日記とか、メモ帳とかがあれば……」

『えっと……ん？　何これ』

「何か見つけたんですか？」

　櫻の問いに、かさかさと何か紙がこすれるような音だけが返ってくる。

　そして数秒後。

『……何……これ……』

「何ですか？　どうしたんですか!?」

　ひどく混乱している様子の遙。櫻がそれを宥なだめると、遙は見つけた物の文面を読んだ。




　明日正午、一人で穂ほ尾お付づき図書館へ来い。誰だれにも話すな。誰かに話せば、琴宮遙に災わざわいが降りかかる──




　遙が見つけたのは、彼方宛あての呼び出し状だった。

　電話を切った櫻はすぐに合あい鍵かぎを使って波は名な城しろ家へ入り、アザミの部屋を探す。するとやはり同じ物が見つかった。本文はほとんど同じで、名前の部分だけ『琴宮遙』が相あい上がみ櫻となっている。

　呼び出し状には切手も消印も、宛名さえもなかった。

（なんだこれは……一体誰が、何の理由でこんな事を……）

　状況を整理し、櫻は限られた情報からいくつかの推測を立てる。

　その推測は、とある一つの事実を指し示していた。

（……もし俺おれの推測が当たってるとすれば、この事件には主犯がいる……これだけの人数を従わせ、犯罪にすら手を染めさせる……そんな事が……？）

　考えた結果、櫻さくらは次に、よもぎに電話をかけた。

『はい』

「もしもし、鬼灯ほおずき先せん輩ぱいですか？　あの、いきなりすいません」

『さーくん……珍しいですね。どうかしましたか？』

　そして櫻は、単刀直入に用件を切り出す。

「先輩のおじいさん……鬼灯一族の御当主に、会わせてもらえませんか？」

　櫻は、穂ほ尾お付づき図書館の管理者である鬼灯一族に話を通す必要があると判断した。

　鬼灯一族の当主であるよもぎの祖父、鉤かぎ之の丞じように直接この現状を報告し、対処を求める……というのは建前で、鉤之丞がどのような反応を示すのかを確かめたかったのだ。

『……何か、大事な用件ですね』

「はい。とても」

『分かりました。すぐにお伺うかがいを立ててみます』

「すいません。お願いします」

　よもぎが詳しい事を何も聞かずに言う通りにしてくれた事が、櫻は妙に嬉うれしかった。

　だが同時に、ほんの少しだけ、後ろめたい気持ちも感じる。

（俺おれの考えでは……この事件には、鬼灯一族が関かかわっている。いくつもの条件が、その結論を導いている……）

　話の流れによっては、櫻は鬼灯一族に喧けん嘩かを売る事にもなりかねないのだ。




　よもぎの計らいで当主との接見が許されると、櫻はすぐに鬼灯屋敷へと向かった。

　鬼灯屋敷は穂尾付学園の裏山にある。途中で図書館の様子を確認する櫻。

　図書館は、まさに『占拠』と呼ぶのが相応ふさわしい状況だった。

　入り口や大きな窓など、出入りの出来そうな要所要所に三、四人ずつ男達が立っている。ここから見える範囲だけでも十数人、裏手にもいるとしたら合計でその倍以上はいるのではないかと推察する。

　もしかして、噂うわさの外国人窃せつ盗とう団だんではないか……と図書館を囲む男達を観察してみるが、一見したところでは誰だれも彼も日本人に見えた。たまに聞こえてくる話し声も日本語ばかりだ。

　ひとまず確認出来たのは、櫻が記憶する限り、その男達の中に学園生はいないらしいという事だった。その事実は櫻に安心と不安を半分ずつもたらした。

　そしてもう一つ気になるのは、その集団に統一性が見えないという事だ。

　その集団には柄がらの悪い男達ばかりでなく、華きや奢しやでいかにも真ま面じ目めそうな少年や、ごく普通の女子高生のような少女達も混ざっている。

（似たような人間達を統率するのは、そう難しくない……しかしこれだけばらばらの集団が同じ一人の人間に従っているとしたら……そのカリスマ性の源みなもとは……）

　そのまま図書館と学園を通り過ぎ、山道を一〇分程ほど登ると鬼灯ほおずき屋敷の正門に辿たどり着く。

　そして時刻は午後一時。

　一八畳じようの広い和室に、櫻さくらとよもぎは並んで正座していた。

　二人の正面で同じく正座をし、櫻が気け圧おされる程の威い厳げんを放っているのが、よもぎの祖父であり穂ほ尾お付づき学園の創立者──鬼灯一族当主、鬼灯鉤かぎ之の丞じようその人だ。

　その隣にはまだ年若い和装の女性が控えており、櫻達と鉤之丞の会話の合間に時折鉤之丞に何かを耳打ちしている。

「……話は分かった。後はこちらで収拾する」

　低く、朗ろうとした声で鉤之丞は言う。

　櫻が持ち込んだ、穂尾付図書館占拠事件への対応を求める声。それに応こたえてのものだった。

「……警察に連絡して、もう一時間近くになります。けど、まだ動いてる様子がありません。鬼灯の力でなんとかならないんですか？」

「案ずる事はない。足労をかけたが、警察はすでに動いている。周囲への影えい響きようや中の人ひと質じちの事を考え、目立つ動きが取れぬだけの事。犯人達の正体もおおよそ摑つかめている。取るに足らぬ者共だ、大した事は出来はせん」

　その動じぬ口ぶりは、櫻の推測を一つ確信に近付けた。

「犯人達は何者でしょうか？　目的は？」

「大方、浅せん慮りよな若造が集まって図書館所蔵の稀き覯こう本ぼんでも狙ねらっているのだろう」

「そうでしょうか？」

　異を唱える櫻を、鉤之丞が鋭く目を細めて睨ねめつける。長年鬼灯一族を束ねてきた支配者としての眼力が、それ以上言葉を重ねる事が躊躇ためらわれる程の威圧感となって櫻を襲おそう。

　だが、櫻もまた支配者を目指す者。今はまだ足元にも及ばないながらも、せめてその視線を正面から受けきって再び口を開く。

「琴こと宮みや彼方かなたを、ご存知ですか」

「現生徒会長の妹か」

　予想外の即答に、一いつ瞬しゆんたじろぐ櫻。

「……そうです。今、図書館の中にいます」

「必ず無事に戻そう」

「それはもちろんですが、僕の言いたい事は少し違いまして」

「というと？」

　ごくり、と喉のどを鳴らす。ここから先は、展開によっては鬼灯一族に真っ向から対立してしまう可能性もある。本来ならばそんな危険を櫻が冒す訳がない。

　だが、今回はアザミが巻き込まれている。

　であれば、櫻は戦う。

「琴こと宮みや彼方かなたは、手紙で図書館に呼び出されたんですよ」

「手紙？」

「切手も消印もない手紙でした。明日の正午に穂ほ尾お付づき図書館へ来い、と書かれていました。つまりその手紙は、昨日琴宮の手に届いている……これがどういう事か分かりますか？」

「…………」

「今日の正午は、本来なら学園で補習がちょうど終わる時間です。校舎からたくさんの生徒が校庭に出てくるし、その内の何割かは図書館にも向かうでしょう。図書館占拠なんて事をやらかすにはあまりにも都合が悪いはず。にも拘かかわらず、昨日琴宮が受け取った呼び出し状にはその時間が指定されていた……つまり、その呼び出し状を出した犯人は、今日補習がなくなる事を知っていた」

「学園生が犯人だと言いたいのか？　確かに、昨日の夜の時点で学園の生徒全員に補習中止の連絡網もうが回ったはずだが」

「いえ、少し違います。問題は、呼び出し状がいつ書かれたのかです。切手も消印もない以上、その手紙は琴宮が補習で学校に来ている間に鞄かばんや靴くつ箱ばこに入れられたか、直接受け取ったはず。だとしたら、その時点の生徒達は補習が中止になる事を知りません」

「家の郵便受けに直接投とう函かんしたのではないか？」

「夜に直接投函すると、気付くのが次の日の朝になる可能性がかなり高いです。そうなると、文面の『明日の正午』の解釈にブレが出てくる。そんな不確実な事はしないでしょう」

「……つまり？」

「つまり……あの呼び出し状は、まだ生徒達が補習の中止を知らされていない時に、すでにその事を知っていた人物が書いたという事ですよ」

「…………」

「生徒達に正式なアナウンスはありませんでしたけど、今日の補習が中止になったのは、一年生が四人、暴漢に襲おそわれて入院した事が原因でしょう？　その事件は、今図書館を占拠している連中が今日の補習を中止にするために起こした事かもしれません」

「弱いな。それで確実に補習が中止になると決まる訳でもなかろう」

「決まるかもしれません。首しゆ謀ぼう者しやの中に、学園の運営側に深く関かかわる人物がいれば」

　広い和室に、冷たい空気が張り詰める。

　その結論をぶつけるために、どれ程ほどの精神力を消費した事か。ともすれば震ふるえ出してしまいそうな奥歯をぐっと嚙かみ締める櫻さくら。

　対照的に、鉤かぎ之の丞じようは櫻の遠回しな弾だん劾がいを受けても泰たい然ぜんとしたままだった。

「相あい上がみ櫻」

「はい」

「見解、確かに聞き届けた。警察にも伝えておこう。首謀者云うん々ぬんの話は、論理の飛躍ではあると思うがな」

「首しゆ謀ぼう者しやに、心当たりは？」

「ない」

「本当ですか？」

「くどい」

　人間が噓うそをつくかどうかは目を見ていれば分かるという。少なくとも鉤かぎ之の丞じようの目には、些いささかの動揺も見て取れなかった。

　だが、櫻さくらは知っている。

　顔色一つ変えずに噓をつく事は、いくらでも出来るようになると。

　だから、櫻は心の中でこう呟つぶやく。




（ミニッツ）




　瞬しゆん間かん、櫻の頭の中に鉤之丞の心の声が流れ込んできた。

『あやつめ……全く、いらぬ面倒を起こしおって……』

　そして鉤之丞は、ある人物の名を心の中で呟いた。

　それだけ聞ければ、十分だった。




　接見を終え、辞して応接の間を出る櫻とよもぎ。

　長い廊下を歩く内に一分間の絶対時間は終わりを告げ、反動が来る。

　櫻のすぐ前方をよもぎが歩いており、このままでは心の声を聞かれてしまう状況。

　だが、今の本心をよもぎに聞かれる事は、櫻にとって何の問題もなかった。

「二度もアザミに手を出しやがって……今度こそ本気で潰つぶしてやる……」

　それは鉤之丞が先さき程ほど心の中に思い浮かべ、そして櫻が首謀者として推測していた人物。

　その時、櫻の携帯が震ふるえた。

　ポケットから携帯を取り出す。画面にはメールの受信を報しらせるアニメーション。

　その送信者を見て、櫻は思わず声を上げた。

「アザミ!?」

　送信者はアザミだった。

「アザミ……！　どうしたんだ、無事なのか!?　今どこに……」

　反動のせいで、電話でもないのに思った事を口に出してしまう櫻を、よもぎが無表情に見つめている。

　そしてメールの文面を読んだ、櫻の顔が歪ゆがんだ。




『この前は楽しかったよ。今度は僕から君に勝負を申し込むね。彼方かなたちゃんとアザミちゃんを預かったから、遙はるかちゃんと一緒に助けにおいで。禁書庫で待ってるよ』




　ぎし、と軋きしむ音を立てる程ほど、携帯を握る手に力が入る。

「……ふざけた真ま似ねしやがって……」

　そのメールを書いたのがアザミでない事は、明らかだった。

「守かみ垣がい内と明あき芳よし……！」




　　　　　四




　三〇分後。

　先代生徒会長である田辺たなべ和かず貴たかの家の広い客間に、創そう遊ゆう研けんの面々が集まっていた。

　和貴の他ほか、琴こと宮みや遙、岸きし良ら夏か凪なぎ、乾いぬい陣じん内ない、鬼灯ほおずきよもぎ。

　その五人を前に今の状況を説明しているのが、相あい上がみ櫻さくらである。

「今穂ほ尾お付づき図書館は、外を約二〇人、中を約一〇人の男達に占拠されています。中には一般の利用者五人の他に、四人の学園生が囚とらわれています。琴宮彼方、波は名な城しろアザミ、相あいヶが瀬せ茉まつ莉り、御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼしの四人です」

　ある程度事情を知っている者、知らずとも異常な事態に薄々感づいていた者、全く寝耳に水な者……それぞれが櫻の言葉に口を挟はさまず耳を傾けている。

「茉莉先せん輩ぱいとヒコ先輩はたまたま巻き込まれただけみたいですが、琴宮とアザミは違う。手紙で呼び出されてます。今回の事件は……守垣内明芳による、俺おれと琴宮先輩への復ふく讐しゆうです」

「根拠は？」

　櫻の断言に、それまで黙って聞いていた夏凪が口を挟む。

「ついさっき、アザミの携帯からメールが届いた」

　携帯を取り出し、届いたメールの文面を全員に見せる櫻。ちなみに遙にも似たようなメールが彼方の携帯から送られていた。

「一昨日おととい、俺の同級生が四人、暴漢に襲おそわれて怪け我がをして入院しました。よく俺とかアザミと一緒に登下校してる妙な連中ですよ」

「親衛隊の子達が!?」

　突然知らされた凶きよう報ほうに、遙は心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「それもおそらく、首しゆ謀ぼう者しやは守垣内明芳です。図書館を占拠するために、問題を起こして今日の補習を中止させたんだと思います」

　翌日の襲しゆう撃げきはアザミへの脅おどしか、そのまま誘ゆう拐かいするつもりだったのだろうと櫻は考える。

　だが、櫻の語る推察を遙はすぐには納なつ得とく出来ない。

「それって……守かみ垣がい内と君が、何十人も手下を動かしてるって事？　そんな事あり得るの？」

「なんせあいつは、運命を従わせる神のうつし身だからね」

「田辺たなべ先せん輩ぱい……冗談言ってる場合じゃ……」

「冗談かな？　転校してきて一ヶ月で、一度は生徒会長の座に就いたようなやつだよ？」

　なんでもない事のように言う和かず貴たかに、遙はるかは口を開きかけて黙ってしまう。

　確かにあの時、明あき芳よしはほんの僅わずかな期間で多くの生徒達の支持を得ていた。

　鬼灯ほおずき、田辺、守垣内……こういった家柄の人間であれば、その程度のカリスマ性は必然として身に付くものなのかもしれない。増してや絶対的な幸運の持ち主ともあれば。

「ここに集まってもらったのは、なんとか俺おれ達の手でアザミと琴こと宮みやを助けて、明芳を捕まえるためです。協力してもらえませんか？」

「私はもちろんいいわ。あの子には、お仕置きが足りなかったみたいね……」

　遙の瞳ひとみにも、静かな怒りが燃えている。もちろんその怒りの大おお本もとは彼方かなたが囚とらわれている事だが、アザミや親衛隊の件がさらに遙を憤ふん慨がいさせていた。

「……警察に任せるんじゃ駄だ目めなのか？」

　陣じん内ないの口から、最も常識的な意見。だがそれは、すでに考こう慮りよする価値のない手段だった。

「俺がこの事件を知ってから、約一時間半。その間に、一一〇番に二回、市の警察署に三回、最も寄よりの駐在所に二回電話をかけて現状を訴えてます。もう動いてるって散々言われましたけど、未いまだにパトカーの一台も来やしない」

　事件の規模に対して、この初動の遅さはあり得ない。明らかに何らかの作さく為いが働いている。

「警察にはおそらく、鬼灯一族の息がかかってます。今はどうせ情報操作か何かの準備をしてるんでしょう。警察が動く時はきっと、鬼灯の身内である明芳の罪をうやむやにする準備が万端に整った後のはずです」

「まぁ、そうなるだろうね」

　鬼灯一族の影えい響きよう力りよくをよく知る和貴が頷うなずく。

「だからそうなる前に動くんです。俺はもうあいつを許すつもりはない。握りつぶされる前に証拠を得て警察に突き出し、刑事罰を受けさせる。これは、タイミング的にも能力的にも、今俺達にしか出来ない」

　刑事罰。口にしてみると重々しい響ひびきだ。しかし櫻さくらの口調は熱くも冷たくもなく、それがかえって櫻の怒りの深さを感じさせた。

「……具体的な考えは？」

　先を促うながす事で、暗に了解を示す陣内。他ほかに異論が出る様子もなく、櫻は続ける。

「まずはアザミと琴宮を助けます。今、茉まつ莉り先輩とヒコ先輩が図書館の中を探してるらしいけどまだ見つかってません……鬼灯先輩、図書館には地下があるんですよね？」

「はい」

「明あき芳よしのメールを信じるなら、二人はそこに囚とらわれてます。俺おれがざっと見た限り、図書館の主だった出入り口は全部複数人に押さえられてて、流石さすがに正面突破はきつそうです。鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、他ほかに外から図書館に入れるようなルートを知りませんか？」

「……学園の敷地の地下に、自家発電の設備があります。そこから図書館の地下に通路が一つ繫つながっています。ただ、その通路の扉は図書館側から施せ錠じようされていますが」

　流石は将来の司書。よもぎが明芳の手に落ちていない事は、櫻さくらにとって幸運だった。

「ちょうどいいじゃないですか。その扉は、ヒコ先輩達に連絡を取って向こうから開けてもらいましょう。そこから入ってアザミ達を助けて、明芳を捕らえて証拠を摑つかみ、理想を言えばどうにかして敵集団の二、三人を寝返らせてから、鬼灯一族の息のかかってない警察に通報……これだけ出来れば完かん璧ぺきなんですけど……」

「ま、そこまで上う手まくはいかないよね」

　肩をすくめる和かず貴たか。櫻もそれは分かっている。実際にはこの内の半分も実現出来れば上出来だろう。そしてそれすらもかなり難しい。

　和貴は一つずつ冷静に計画をチェックしていく。

「まず、図書館への潜入経路。ここに見張りがいる可能性は高い。図書館から離れた場所なら相手側の援軍が来る事はないかもしれないけど、一戦交える覚悟は必要だね」

「それは……」

　ちらりと陣じん内ないと夏か凪なぎの二人に目線を向ける櫻。それだけでその意図は十分に伝わる。

「俺は構わん」

「お前には無理だろうからなぁ？」

　侮ぶ蔑べつの言葉を投げつけられても、実際に昨日情けない姿を見せてしまっている以上、櫻には返す言葉など何もない。それに、アザミのためであれば自分が馬ば鹿かにされる程度の屈くつ辱じよくにはいくらでも耐えられた。

「っつー訳で先輩、喧けん嘩かしていいっすか？」

　普段から遙はるかに「喧嘩しちゃ駄だ目め」と言われている夏凪は、律りち儀ぎに確認を取る。とは言え、これは彼方かなたを助けるためのものであり、遙もまた最愛の妹のためなら自分の信念を曲げる事くらいはいくらでも出来る。

「……暴力行為を積極的に肯定するものではありませんが、専守防衛の範囲でなら」

　なので、夏凪の確認の真意はそんな言い訳をする遙を見て楽しむ事だった。

「じゃあ、それはいいとして次。地下通路の扉の鍵かぎを上手く開けてもらえるか？」

「穂ほ尾お付づき図書館は、通い慣れた人でも迷ってしまうような迷宮です。でも鬼灯先輩なら、内部をかなりの精度で把は握あくしてるでしょう？　だから、ヒコ先輩達が安全に地下通路まで辿たどり着けるルートとか、分かりませんか？」

　行ぎよう儀ぎ良く背筋を伸ばして座っているよもぎは、表情を全く動かす事なく小さく頷うなずく。

「中の方々とこまめに連絡を取る事が出来るなら、可能だと思います。地下へ行くには司書室を通らなければいけませんが、司書室には普通の生徒にはほとんど知られていない、書しよ棚だなで半分埋まっている出入り口があります。そこから入れば」

「うん、よもぎが言うなら大だい丈じよう夫ぶかな。で、肝かん心じんの明あき芳よしとの対決は、当然──」

「俺おれと、琴こと宮みや先せん輩ぱいで」

「ご指名だからね」

　視線を交わし、小さく頷うなずき合う二人の表情は妙に落ち着いている。本心ではアザミと彼方かなたの事が心配で心配で仕方がないのだ。しかし、だからこそ冷静であろうと努めていた。

「証拠はどうするつもり？」

「とりあえず、これで」

　櫻さくらが手にしているのは、生徒会選挙の不正の証拠を握るのにも使ったＩＣレコーダー。

「無断録音は証拠能力に欠けるかもしれないよ？」

「明芳の許可を得て録音しますよ。おそらく、あいつならそれでも全部話すでしょう」

　なるほど、と苦笑する和かず貴たか。

　自らを神のうつし身と信じ、運命は自分に従うと豪ごう語ごする明芳。実際生徒会選挙の時も、明芳は自白の録音それ自体を問題にしていた訳ではなかった。

「確かにね……それじゃあ最後の、敵を寝返らせて警察に通報っていうのは僕に任せてもらおうかな。そういうの得意なんだ」

「でも田辺たなべ先輩、ただ警察に通報するだけじゃおそらく無む駄だでしょう？」

　最大の難関がそこだった。穂ほ尾お付づき町のみならず、周辺地域に根を張り巡らせている鬼灯ほおずき一族の影えい響きよう力りよくは、政治、経済のみならず司法の手にも及ぶ。鬼灯の身内が起こした事件など、余よ程ほどの重大事件でない限り揉もみ消されてしまう可能性が高い。

「それとも、心当たりがあるんですか？　鬼灯の息のかかってない警察幹部とか……」

「流石さすがに幹部とまではいかないけどね。どの組織にもいるもんだよ、出世の道を捨てる事になっても上の不正を見逃せないような人は」

　要するに、真ま面じ目めで不器用な人間という事だ。後先を考えずに正義を追求する、愚おろかしい程に真っ直すぐな人間。残念ながら、ここに集まった者達の中には一人もいない。

「知ってるんですか？　そういう人を」

「地域課の巡査部長さん。穂尾付駐在所の、いわゆるお巡まわりさんだね。凄すごく優秀な人で、本当ならもっと上の階級にいるはずなんだけどね……何年か前、ちょっとした事件を鬼灯が揉み消そうとした時に、最後まで真相を明らかにしようとしたんだ。そのせいで」

「そうですか……」

　労いたわしげな顔で和貴の話を聞きながら櫻は、今回のようなケースにうってつけの人材ではないか、と自分にはないその人間性を歓迎していた。

「っていうか、相あい上がみ君も知ってるんじゃないかな？」

「え？　俺おれが？　その巡査部長さんを？」

「うん。相上君、四月の生徒総会で、不登校のクラスメイトを登校させるために装身具に関する校則を改正したでしょ？」

「…………」

　確かに事実ではあるのだが、それが不登校のクラスメイトのためだ、などという話を和かず貴たかにした覚えはない。この人は何をどこまで見抜いているのだろう、と改めて得え体たいの知れないものを感じる櫻さくら。

「あの時の女の子、早さ乙女おとめ……月つき緒おちゃん、だっけ。あの子のお父さんだよ」

「へぇ……早乙女のお父さんって、警察官だったんですね」

　祖母の形見であるかんざしを身につける事を校則で禁止され、悩みに悩んで数日間だけ不登校になってしまった繊せん細さいな心の持ち主、早乙女月緒。しかしその女らしい内面に反して、言葉遣づかいは男のようだし、所属する剣道部ではエース級の腕前を持っている。それらは警察官である父親の影えい響きようだった。

　そして確かに、月緒の父親であれば櫻は顔を合わせていた。月緒が不登校だった時に数回家を訪ねた事があるのだが、その時に自己紹介もしている。無事月緒が学校に行くようになってからは櫻に深い感謝を示していた。

（そうか……あの人なら、俺の事を信用してくれるはずだ。善行は積んでおくものだな……）

　とは言え、その最大の目的は不登校生徒を登校させる事で教師からもらえる生徒ポイントだったのだから、とても純粋な善行とは言えないが。

「ふむ……どうやら、それなりの形にはなりそうだね？　じゃあ、細部を詰めていこうか」

　話し合いの場は、自然と和貴がコントロールする形になっていた。流石さすがに三期連続で生徒会長を務めただけあって、計画の問題点を挙げてより良い形に修正していくための無む駄だのない議論となっている。真剣に話しながらも、そのノウハウを学ぶ事にも意識を傾ける櫻と遙はるか。

　どんどん現実味を帯びていく潜入計画を見ながら、櫻は静かな怒りを燃やしている。

（アザミ……絶対に俺が助けてやるからな……！）

　一方、当の和貴はと言えば。

（……完全に相上君達に協力して計画を完かん遂すいさせるのも面白そうだ……けど、ここで明あき芳よしが捕まってしまえば、後々楽しめなくなりそうだな……さて、どうするか……？）

　アザミや彼方かなた達を助けるために知恵を振り絞る顔をしながら、その裏では、どうすれば自分が最も楽しめるか、それを考える事に余念がなかった。













　　　第四章　地下へ
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　午後二時、作戦決行。

　自家発電の設備へと続く地下への扉が見える場所から、櫻さくら達がその様子を確認していた。

　扉の前には三人の男が見張りとして立っている。

「三人か……」

「三人程度どうとでもなる。いくか？」

　実に頼もしい陣じん内ないの言葉だが、櫻はすぐには返事をしない。

　ここへ来る途中、改めて図書館を包囲する集団を観察してみたが、どうにも腑ふに落ちない。

　その集団は柄がらの悪いチンピラばかりではなく、どう見ても荒事の不得意そうなひょろっとした眼鏡めがね男や、ごく普通の真ま面じ目めそうな女子高生達もいる。

　もちろん、ちゃんとした出入り口には戦えそうな男達が配置されている。だが大き目の窓などの、出入りしようと思えば出来ない事もない、といった感じの場所には非戦闘員のような人間が少なからず立っているのだ。

　とにかく頭数だけ揃そろえたのだろうか？　それにしても一体どんな基準で？　そもそもこいつらは何な故ぜ明あき芳よしの指示に従うのか？　次々に疑問が湧わいてくる。

　しかし、それらを考えるために作戦の実行を中断する気にはなれなかった。

　彼方かなたが一緒にいるとはいえ、アザミが明芳の手に落ちているのだ。

　一刻も早く、アザミの所へ。これ以上余計な時間をかける訳にはいかなかった。

「岸きし良ら、乾いぬい先せん輩ぱい……手て筈はず通りに」

　言って、櫻は一人で無防備に男達へと近付いていく。

「おい、なんだお前」

「ここは立ち入り禁止だ、どっか行け」

　二人の男が即座に反応し、櫻に脅おどしめいた声をかける。もう一人は、黙って木製のバットを手にして立ち上がる。

　昨日襲おそわれた時の記憶が蘇よみがえり、足が震ふるえそうになる。しかし、せいぜい平静を装よそおって櫻はさらに近付いていく。

「そこに用があるんだよ……雑ざ魚こはどいてろ」

　声が震えなかっただけ、よく頑張ったと言って良いいだろう。声に怯おびえが出ていたのでは挑発の台詞せりふになどなりはしない。

「なんだとぉ？」

　櫻さくらの渾こん身しんの演技のおかげで、男の一人が見事に挑発に乗ってきた。櫻に近付き、その胸倉を摑つかもうとする。

（夏か凪なぎ君、乾いぬい君！）

　その様子を陰から見ていた遙はるかが、慌あわてたように声を上げる。専守防衛の条件を満たしたと判断したのだ。返事もせずに陣じん内ないが素早く駆け出そうとする。

　その陣内の腕を、夏凪が摑んで止めた。

（夏凪君!?）

（……なんだ、どうした？）

（すんません先せん輩ぱい方がた、少しだけ）

　言う夏凪の顔は、底意地悪くにやりと笑っている。

　焦あせったのが櫻である。打ち合わせでは、ここで陣内と夏凪が飛び出して男達を迎え撃つ手て筈はずだった。だが、男に胸倉を摑まれても、その男が拳こぶしを握っても、その拳を振り上げても……二人が来ない。

　あえなく。

「がっ……！」

　左の頰ほおに、まともに一撃を喰くらってしまった。

　そのたった一撃で頰の内側が切れてしまい、櫻の口の中に血の味が広がる。そしてそれ以上に大おお事ごとになっているのが脳内である。

　これだけまともに殴なぐられたのは、幼い頃ころに父の豊ゆたかに殴られて以来の事だ。物理的な痛みに当時の記憶がほんの少し蘇よみがえり、櫻の瞳ひとみが揺れる。

　それを見て、殴った男が優越感に満ちた笑みを浮かべる。

「なにビビってんだ？　誰だれが雑ざ魚こだって？　あぁ!?」

「テメェだよ」

　そして、油断しているところを一いつ瞬しゆんで夏凪に蹴けり飛ばされた。

　仰あお向むけに倒れ込んだ男に、さらに夏凪の追撃。高い位置からの踵かかと落としが無防備な腹部へクリーンヒットし、男は気を失った。

　さらに、その僅わずかな時間で陣内は残り二人の男を制圧していた。

　定型を正確に踏とう襲しゆうする夏凪の攻撃スタイルに比べ、陣内のそれはただ荒々しい。相手が武器を持っていようが防御を固めていようが、その上から圧倒的な力をぶつける一撃必殺。

　武力と暴力。夏凪と陣内の強さは、例えるならそんな風に形容出来た。

「相あい上がみ君！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「さーくん……」

　遙とよもぎが心配そうに櫻に駆け寄る。精神的にはともかく、肉体的には幸い大したダメージはなかった。

「……何か、あったんですか？」

　打ち合わせ通りなら、殴なぐられる前に助けてもらえるはずだったのだ。夏か凪なぎならともかく、陣じん内ないまで遅れたのは納なつ得とくがいかない。ほんの少し恨うらみがましい目を陣内に向ける櫻さくら。

「いや……」

　戸惑い気味に、陣内は夏凪に目を向ける。その目線を追った櫻と目が合うと、夏凪は悪びれもせずにやりと笑って言った。

「一発ぐらい殴られといた方が気合が入るだろ？」

　その言い草ですぐに分かった。打ち合わせ通りに出ようとした陣内を夏凪が妨ぼう害がいし、わざと櫻が殴られるのを待ったのだという事が。

「夏凪君……！」

「うわ、すんません、ごめんなさいって！」

　遙はるかに拳こぶしでぽかりと殴られ、両手を上げて謝る夏凪はしかし上機嫌だ。相手が遙ならば何をされても嬉うれしいのである。

「……まぁ、ともあれ。これで地下に入れますね」

　夏凪の事はもう無視すると決め、改めて、地下への扉の前に立つ櫻。

　ここの扉は外そと鍵かぎだ。外から閉められては退路とならないし、今は気を失っている男達が目を覚ました時のためにも誰だれかが外で待っていなければならない。

　櫻と遙が地下へ行くのは決定事項。遙が行くなら夏凪もついていく。という訳で、陣内とよもぎがこの場に留とどまり、後に警察に手回しをした和かず貴たかも来る手て筈はずとなっている。

　櫻は今日電話で方々に連絡を取ったため、すでに携帯の電池がかなり減っている。よって地下の道案内は、よもぎと遙がメールでやり取りする事となった。

「ただ、地下で迷う事はないと思います。連絡通路に入れば分かれ道はありませんし、地下閉へい架か庫こはいくつか間仕切りがあるだけの大きな一つの部屋ですから」

　という事だ。

　さらによもぎは茉まつ莉り達ともメールを送り合い、連絡通路へ誘導して扉の鍵を開けさせる役目を担になっている。作戦の行く末は、それに委ゆだねられた。




　　　　　二




「ねぇハゲ」

「ハゲではない」

「あんた、携帯の電池どれくらい残ってる？」

「ハゲを訂正しろ」

「あんたが髪の毛を訂正しなさいよ。光って居場所がバレるでしょ」

「言われてすぐに毛が生えるか」

「ハゲ」

「ハゲではない」




　ハゲ、とは──

　老化、外傷、精神的ストレス等の様々な理由により、頭髪の一部あるいは全部が抜け落ちてしまった頭及およびその人の事を指す。

　頭部全体、部分的に丸く、頭頂部のみ……その形状によって「ハゲ」「十円ハゲ」「かっぱハゲ（ザビエル）」と呼ばれ方が異なり、例えば会社の飲み会で無ぶ礼れい講こうと言われた若手社員がかっぱハゲの上司に「やっぱりキュウリが好きなんですか？」とか「鉄砲持ってる？」とか質問して後日転勤を命じられるなど、ハゲに関する悲劇は枚挙に暇いとまがない。

　動詞では『ハゲる』、医学的には脱毛症。これは受動的な現象のみを指し、能動的に整えられた丸まる刈がり、僧の禿とく頭とう、スキンヘッドなどと呼ばれるファッションや思想的なものは正確にはハゲではない。

　なので、元々は寺の跡継ぎであり、今は自らの意思で頭髪を全すべて剃そり落としている彦ひこ星ぼしが自らの頭をハゲではないと主張するのは、正しい事なのである。

　複雑に入り組んだ迷路のような書しよ架かの間に身を潜ひそめ、小声で言い合う茉まつ莉りと彦星。

　図書館潜入＆脱出作戦の概がい要ようを書いた長いメールを櫻さくらから受け取り、以降茉莉達はよもぎの指示の下もと、図書館の地下を目指していた。

　よもぎは『日本十じつ進しん分ぶん類るい法ほう』という図書の分類法によって分けられた書しよ棚だなの番号とそこに収められている書物のタイトルを用い『[image: 102]－哲学史の棚を右にして、[image: 772]－演劇史の棚を左折。上から二段目のベケット戯ぎ曲きよく全集の並びが目印』といった感じで道案内をしている。書棚は番号順に並べられている訳でもなく、それを考えれば恐ろしい記憶力だった。

　そんな事細かな指示をメールで確認しながら進んでいるため、茉莉の携帯はすでに電池が半分以下にまで減っていた。櫻達と合流する前に電池が切れてしまったら、計画は崩れる。

　そんな切せつ羽ぱ詰まった状況であるのに、ハゲと呼ばれる限りまともな返事をしようとしない彦星に、ついに茉莉が深い溜ため息をついて折れた。

「……ヒコ、携帯の電池は残ってる？」

「ああ、ほぼ満タンだな。ついでに言えば、さっきから電源を切っている」

「ん、でも一回電源入れて。あたしの携帯が電池切れになったらそっちで連絡とってもらうから、鬼灯ほおずき先せん輩ぱいのアドレス入れといてよ」

「いいのか？　勝手に他人のアドレスを」

「許可は取ってあるわよ」

　言って茉まつ莉りがよもぎのメールアドレスを彦ひこ星ぼしに送る。その直後、再びよもぎからのメール。

「……それにしてもすごいわ、鬼灯ほおずき先せん輩ぱい……図書委員ってみんなこんななのかな」

「うむ、エキスパートだからな」

「適当な事ゆーな」

　どうにも犬けん猿えんの仲な二人、ちくちくと言い合いながらよもぎの指示に従い、やがて指定の場所に辿たどり着く。

　そこは元々カウンターの奥にある司書室のもう一つの扉なのだが、使用頻ひん度どが極めて低いために書しよ棚だなで半分塞ふさがれ、一見ではそこに扉がある事など気付かないような場所だった。

「なるほど、見張りが誰だれもいない」

「しかし中には人がいるだろう？」

「ちょっと待って、鬼灯先輩の話だと……」

　メールに書いてあった情報の通り、扉を塞いでいる書棚の一角から数冊の本を引き抜く茉莉。その向こう側に、扉についている小さな窓が見えた。

「んー、よく見えない……よいしょっ」

　書棚に手を突いて背伸びし、本を抜いた部分へ顔を突っ込む。

「おい、見つかるなよ」

「ん」

「あと、パンツ見えるぞ」

「見たら頭皮を剝はぐ！」

「俺おれが見たかどうかをお前は判断出来ない」

「じゃあ剝ぐ」

「野や蛮ばんな女だな」

「うっさいハゲ」

「ハゲではない」

　攻撃的な台詞せりふを吐きながらも、右手の甲でスカートを押さえる仕草が妙に愛らしい。

　しばらく窓の向こうを観察し、すぽんと首を抜いた茉莉は即座に彦星の頭に手をかけた。

「見てない！」

「あんたが見てないかどうかをあたしは判断出来ない」

「悪かった、本当に見てない。剝ぐな」

「もうハゲてるしね」

「ハゲではない」

「中、二人いた」

「たった二人か。少ないな」

「でも二人いる。どうする？」

「ふむ……」

　真ま面じ目めな顔で考え込む。彦ひこ星ぼしと茉まつ莉り、二人の会話のテンポは実に独特だった。

「……こういうのはどうだ？」




　そして彦星は、なんの躊躇ためらいもなく普通に扉を開けた。

「──誰だれだ？」

　茉莉が確認した通り、司書室の中には二人の男しかいなかった。近くで見ると、アザミと彼方かなたを連れ去ったのとはまた別人である事が分かる。

「逃げてた女、捕まえたぞ」

　言って、彦星は乱暴に茉莉を扉の中に引きずり込む。猿さる轡ぐつわを嚙かまされた茉莉が、恨うらみがましい顔を彦星に向ける。

「あ？　なんだよ、誰か逃がしてたのか。だらしねぇな」

「いいよどうでも。外の客の中に混ぜとけ」

　驚おどろいた事に、どちらの男も彦星を仲間だと認識してしまった。茉莉の話からすると、男達は仲間とは言っても足並みの揃そろっていない烏う合ごうの衆、互いの顔など認識していないのではないか、という彦星の考察は見事に当たりだった。

　ただし──

「じゃあそうするか」

　何気ない風を装よそおい、茉莉を連れて部屋の中を横切ろうとする彦星。

「……なぁ」

　先さき程ほどから二人は、茉莉よりも彦星を──正確にはその頭部を、凝ぎよう視ししている。

「……お前みたいなハゲいたっけ？」

　いくらなんでも、身長一八〇センチを超えるハゲが仲間にいたら見逃すとは思えない。彦星に疑念を抱いだき、身構える二人。

　だが彦星はなおもなんでもない様子で、自分の頭をぴしゃりと叩たたいた。

「ああ、それなんだけどな……ちょっと、お前らちょっと」

　そして二人を小さく手招き、膝ひざを曲げてその場にしゃがみ込んでしまう。手を摑つかんだままのため、茉莉もまた同じように。

『……？』

　それにつられて二人の男も彦星に近付き、男三人、ヤンキー座りで円になる。

「ちょっとな、深呼吸してみ。すぅー……はぁー……」

『すぅー……はぁー……』

　全く意味の分からない彦星の行動に、しかし言われた通りにしてしまう二人の男。

　それも仕方のない事。

　何な故ぜならば──男達の目の前で膝ひざを曲げてしゃがみ込む茉まつ莉りの姿勢が、もう少しで下着が見えそうで見えない絶妙な具合となっているからだ。

　男二人はさりげなく身を低くし、平静を装よそおってかなり深めの深呼吸を繰り返す。

　そして、深呼吸を数回繰り返した時──突然茉莉が立ち上がり、走り出した。

『っ!?』

　茉莉を追いかけようと、男二人も咄とつ嗟さに立ち上がる。

　瞬しゆん間かん──二人の目の前が、さぁっと暗くなった。

　座ったまま深呼吸を繰り返していきなり立ち上がれば、大たい抵ていの人間は立ち眩くらみを起こす。

　そしてゆっくり立ち上がった彦ひこ星ぼしの両手が疾はしり、その親指と人差し指が二人の頸けい動脈をぴたりと圧迫すると、僅わずか数秒で脳への血流が遮しや断だんされ、二人はあえなく失神した。

「これはハゲではない」

　倒れ伏す男達にそう言い捨てる。

　茉莉は猿さる轡ぐつわを外しながら、胡う散さん臭くさそうな目で彦星に問いかけた。

「……あんた、なんでそんなに強いの？」

「うむ、父がな。破壊僧だったのでな」

「破は戒かい僧……？」

　微妙なニュアンスの違いに茉莉は気付かない。

　御み幸ゆき院いん彦星。その仰ぎよう々ぎようしい名前は、元々由ゆい緒しよ正しい寺の息子むすこだったためだ。

　彦星は、入り婿むこの住職であった父親が暴力問題を起こし、宗しゆう門もんの本ほん山ざんに破門され、檀だん家かからも吊つるし上げをくらい、母と妹の三人で逃げてきた、という笑えない経緯の持ち主である。

　上流の生活から中流以下にまで転げ落ちた一家だが、しかし誇りは失わず、卑ひ屈くつにならず、また父の蛮ばん行こうに正義を信じており、いつか浮かび上がる事を決意して、今はただ雌し伏ふくのまま爪つめを研といでいる──のは、主に母親の話なのだが。

　そして彦星とその妹は、父の影えい響きようにより、幼い頃ころから格闘術を学んでいたのだった。

「まぁ、そんな事はいいではないか。それより、良い色仕掛けだったぞ相あいヶが瀬せ茉莉」

　言いながら頷うなずく彦星に、茉莉は思い切り顔を顰しかめた。

「……櫻さくら君には、言わないでよ」

「うん？　何を？」

「だからっ……さっきの、色仕掛け、みたいな……」

　だんだんと先細りする茉莉の声。俯うつむくその顔が存外思いつめている様子なのを見て、彦星もその心情を把は握あくする。

「……なんだお前、相あい上がみ君の事が、その……そういう？」

「違うけどっ。……分かんないけどっ」

　顔を上げないまま、ふてくされたように頭かぶりを振る茉莉。

「さっきのは、こんな状況だから仕方なくやっただけで……誰だれにでもあんな事するとか、思われたくないもん」

「……馬ば鹿かめ。嫌いやなら嫌と言えば、他ほかの方法を考えた」

「うっさいハゲ」

「ハゲではない」

「こいつら、どのくらい気絶してるの？」

「長くて数分か、そんなものだ。次の指示は？」

「えっと……司書室の奥に、地下への階段があるはず……」

　その階段を下りてすぐの場所に、自家発電設備へと続く連絡通路の扉がある。その鍵かぎを開けるのが茉まつ莉り達の役目だ。階段を探してごちゃごちゃとした司書室を歩き回る茉莉。

「……言わんよ、誰にも」

　その背中にポツリと呟つぶやいた彦ひこ星ぼしの声は、茉莉には届かなかった。
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　　　　　三




　薄暗い地下空間に並んだガスタービン式の自家発電装置を横目に見ながら、櫻さくら、遙はるか、夏か凪なぎの三人は黙々と歩いている。

　櫻さくらと遙はるかは、ずっとアザミと彼方かなたの事を考えている。無事だと信じたいが、その根拠は実際のところ何もない。しかし口に出してしまえば不安がそのまま現実になってしまいそうで、心配する言葉すら舌に乗せる事が出来ない。

　一方、夏か凪なぎも夏凪なりに二人の事を案じてはいる。基本的に夏凪は女性の味方であるため、それが自分の嫌いな櫻に想おもいを寄せている彼方とアザミであっても、助けられるものなら助けたいと思う。

　しかしそれも、当然ながらよく知らない女性よりは見知った女性の方を優先してしまう。夏凪は彼方とはなんだかんだで結構仲を深めているのだが、アザミに関してはそもそもろくに会話した事すらないという程度だった。

　だが、今の夏凪はアザミに興味があった。

　アザミと交わした数少ない会話の中で、確かに感じたアザミの強さ。

　それは、周りの生徒達が考えているように櫻がアザミの保護者なのではなく、本当は逆で、アザミこそが櫻を見守っているのではないか……そう思わせる程ほどのもの。

　それが、夏凪にかなりの興味を持たせていたのだ。

「相あい上がみ」

「……ん？」

　夏凪の方から話しかけてくるという珍しい出来事に、櫻が意外そうに返事をする。

「あのちっこいの。あいつ、お前にとってなんなんだ？」

「…………」

「なんか、色々と変わったやつだよなぁ。いっつも目ぇ見開いてるし、日本人形持ってるし」

「…………」

　夏凪の問いに、櫻は答えない。

　アザミとの特殊で複雑な関係性は、積極的に人に話したい事ではない。それが虫の好かない相手であればなおさらだ。

　ある程度の事情を知っている遙がフォローを入れようとするが、しかし自分が口を挟はさむのもなんだかおかしいのではないかと思ってしまい、結局何も言えない。

「……お前、俺おれにでっけぇ借りがある事忘れてんじゃねぇだろうな？」

　何も答えようとしない櫻に、夏凪が切り札を持ち出す。

　そう、櫻は夏凪に借りがあった。結果的にアザミを助けてもらったという、大きな借りが。

　本来なら自分がアザミを守るべき場面で。何も出来ず。夏凪が代わりにそれを果たした。その夏凪が、アザミの事を知りたがっている。

「……あの人形は、依より子こって言って……アザミの母親の、形見だ」

　ようやく重い口を開いた櫻に、先に反応したのは夏凪ではなく遙だった。

「形見……？　でも、アザミちゃんってお母さんいるでしょ？」

「夕ゆう楓かさんは、アザミの育ての親です。産みの親は、アザミを産むのと引き換えに、亡なくなりました」

　初めて櫻さくらの口から語られるアザミの境遇に、遙はるかも夏か凪なぎも何も言えずただ耳を傾ける。

「うち……相あい上がみ家と、アザミの波は名な城しろ家は、元々家が隣同士で、父親同士が友人で……同じ年で結婚して、同じ年に子供が出来て……どっちも、子供が、つまり俺おれ達が生まれると同時に、母親が死んでるんです」

　敬語を使う事で、夏凪ではなく遙に話しているのだ……そういうつもりになってみると、不思議と少し話しやすくなる。

「それから相上家と波名城家は、ずっと一つの家族みたいに協力し合って暮らしてます。だから俺とアザミは、本当に生まれた時から一緒だったんです」

　だから二人は、お互いの事を本当の兄と妹のように思っていた。

「アザミの父さんは表面上は平気な振りが出来る人だったけど、俺の父さんはさっぱりで……一時期なんて、同じ家の中で全く会話がないような時期がありましたよ」

　その時期に、櫻の絶対時間が初めて発動した。それにより父と子の仲は修復不可能なまでにぼろぼろになったが、それを傍そばで支え続けたのがアザミの父親と、アザミだった。

「そんな時に、ずっと一緒にいてくれたのがアザミで……父さんと二人で家にいるのがものすごく嫌いやだった時に、毎日俺の部屋に来て一緒に寝てくれて……正直、助けられました」

　今でもアザミが櫻のベッドに潜もぐり込むのはその名残なごりだ。

「俺とアザミが小学五年生になった年、アザミの父さんが再婚しました。それが夕楓さん。今のアザミの母親です。その時アザミの父さんは普通にサラリーマンをしながら、週末はショーパブでアクターのバイトをしてて。それで、稽けい古こでダンススタジオに通ってたんですけど、そこで講師をやってた夕楓さんと知り合ったんです」

　アザミの父親、デイゴが当時毎日のように夕楓の事を嬉うれしそうに話していたのを、櫻は今でも思い出す事が出来る。あの時デイゴは本当に幸せそうだった。

「夕楓さんは、俺とアザミにもすごく優やさしくて、俺の父さんともすぐ友達みたいになって……本当、底抜けに明るい人で。悲しい事なんか、全部吹っ飛ばしてくれた。俺の父さんもアザミの父さんも、だんだん母さんの事から立ち直ってきました。それでいよいよアザミの父さんと夕楓さんの結婚が決まった時は、みんな、笑ってたな……」

　話を聞きながら、遙と夏凪の表情もどこか穏おだやかになっている。

　だが、それが櫻の記憶の中で、家族が本当に幸せだった最後の時だった。

「一年後に、アザミの父さんが交通事故で死にました」

　遙と夏凪の表情が、凍りつく。

「その報しらせを受けた夜、アザミが行ゆく方え不明になりました。俺も父さんも夕楓さんも、必死で探し回って……結局、アザミが見つかったのは丸二日後。隣町の病院で保護されてました。アザミは丸二日間、ずっと自分の父さんを探してたんです。何も食べないで、眠らないで……きっと、どんな小さな隙すき間まも見逃さないように、瞬まばたきもしないで」

　その大きな瞳ひとみを、猫のように見開いて。

「病院で目を覚ました時、アザミの目は見開かれたまま閉じなくなってました。医者が言うには、内因と外因と心因が全部ごちゃごちゃに混ざった結果の症状だとか……正直、今でもよく分かってないですけど」

　アザミが今でも常に目を見開き、時折何もない空間を見つめている理由。

　それはもしかしたら、今でもまだ、父親を探しているからなのかもしれない──そんな想像を、櫻さくらはアザミに確認する事が出来ない。

「それからは、俺おれと父さんがアザミと夕ゆう楓かさんに恩返しをする番でした。何があっても二人から離れない。絶対に、二人の事を守る。それだけは、俺と父さんで約束したんです。アザミ、いつも誰だれかと手を繫つないでるでしょう？　ああやってないと、相手がいきなりいなくなるんじゃないかって、不安なんですよ……」

　話し終えた櫻の目は、真まっ赤かに充血していた。それでも最後まで涙を堪こらえきった事が、自分でも信じられない程ほどだった。

「だから……守かみ垣がい内と明あき芳よし、あいつは許さない。絶対に、俺がアザミを助ける」

　強い意志を込めて言う櫻。その横顔に、何な故ぜか遙はるかの胸が切なく締め付けられる。

　そして、夏か凪なぎは頭をかきながら、目を合わせずに言った。

「……だったらお前、もっと、強くなれよ。今のままだと情けなさ過ぎんだろ」

「うるせぇよ。お前に関係ないだろ」

　憎にくまれ口をぶつけ合う二人を、遙が横目で見ている。

　常に周りからよく見られるように、飾られた言葉ばかりを口にする櫻と、常に周りから一歩引き、特に男には無関心な夏凪。

　そんな二人が、お互いにだけ剝むき出しの感情をぶつけ合っているという事実に、本人達はまだ気付いていない。

　それが遙には──なんだか、とても愛いとおしい事のように思えた。

「扉だ」

　櫻達が歩く道の先に、一枚の鉄てつ扉ぴが見えた。

　いつの間にか、三人は合流ポイントまで辿たどり着いていた。
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　がちゃり、と鍵かぎの開く音がし、ドアノブが回る。

　見た目の印象とは裏腹に、鉄扉が音も立てず静かに開く。

　その隙すき間まから、ゆっくりと丸い物が覗のぞいた。

「その頭は……ヒコ先せん輩ぱい！」

「ハゲではない」

「そんな事言ってないじゃないですか……」

　本日何度もハゲハゲハゲハゲ言われた彦ひこ星ぼし、やや被害妄もう想そうに取り憑つかれているらしい。

「櫻さくら君……？」

　声を聞いて、彦星の後ろからおずおずと茉まつ莉りが顔を出した。

「茉莉先輩……大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がとか、してませんか？」

　こくこくと頷うなずきながら、茉莉は小走りで櫻に駆け寄り、シャツの裾すそをきゅっと握る。

「怖かったよぉ……」

（くっ……かわいいっ！）

　安あん堵どで今にも泣き出してしまいそうな顔と声でそんな事を言われては、男として滾たぎらない方がおかしいというもの。櫻にしては男らしく、その手を握ってみたりなどする。

「もう大丈夫ですよ……それに、ヒコ先輩が助けてくれたんでしょう？」

「……眩まぶしかったよぉ……」

　頭部に向けられた茉莉の指を、彦星が握ってぐにっと折り曲げる。

「後光が差していたという意味だな？　そうだな？」

「うっさいハゲ」

「ハゲではない」

　そして再び睨にらみ合う二人を見て、夏か凪なぎが遙はるかに耳打ちした。

「んー？　先輩先輩、なんか良いい感じっすねあの二人」

「そうねー。流石さすがは相あい上がみ君ねー。モテモテねー」

　夏凪の指差す方には目を向けず、棒読みで答える遙。

（……巨乳とハゲの事言ったんだけどな……）

　だが、遙は無条件で櫻の事だと思ってしまった。それが少し気に入らない夏凪。筋違いな怒りだと分かってはいながらも、やはり櫻を睨んでしまう。

　そんな夏凪の視線は意にも介さず、櫻は開いた扉の向こうに足を進める。

　真っ直すぐ延びた通路。正面に上り階段。そして、右手に両開きの木の扉。

「ここか……地下禁書庫……」

　よもぎの話だと、実際には禁書庫などという大した物ではなくただの閉へい架か庫こだという事だが、しかし薄暗い地下室の古ぼけた扉は、いかにも何か禁断の物を封じ込めているような雰ふん囲い気きがあった。

「ここに彼方かなたとアザミちゃんがいるのね」

「あのふざけた野郎もですよ」

　そしてもう一人、守かみ垣がい内と明あき芳よしがいるのなら、必ずそこにいるであろう人物。

（おそらく……いや、絶対に芽明めいあもいる）

　守垣内芽明。明芳の双子の妹で、信奉者。

　兄に一分間の幸運を与える、絶対時間の支配者。

　前回は芽明を遠ざける事で明芳の幸運を封じ、純粋な知能戦に持ち込めた。だが、今からこの扉の先で何らかの形で二人と戦う事になるとすれば、今度こそ芽明の絶対時間と正面から戦う事になる。とても無策で乗り込めるものではない。

　櫻さくらは扉を開ける前に、遙はるかに向き直った。

「琴こと宮みや先せん輩ぱい……一つ、提案があります」
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　キィ、と甲かん高だかく、しかしどこか温かさを感じさせる声で鳴く、古びたロッキングチェア。

　揺れているのは白金の髪。色素と引き換えの透明感が、存在自体を儚はかなく彩いろどっている。

　半分眠っているかのような眼まな差ざしを落とす、その手の中に一冊の本。

　傍かたわらに立つのは、腰まで届く二つ結いの黒髪の少女。その右腕にはギプスがはめられ、三さん角かく巾きんで首から吊つられている。

「兄にい様さま……」

「うん」

　ぱたん、と手の中の本を閉じ、顔を上げる。

　視線の真正面に、両開きの木製の扉。

　その扉が、外側に向かってゆっくりと開く。

　そして、入ってきた人影。

「いらっしゃい。待ってたよ」

　穂ほ尾お付づき図書館地下閉へい架か庫こ。天井までの書しよ棚だなが上とは違って整然と並んでおり、入ってすぐの少し開けた場所に、四人掛けの大きさの古びたテーブルがある。

　そのテーブルを挟はさみ、相あい上がみ櫻さくらと守かみ垣がい内と明あき芳よしが向かい合った。

　テーブルの周りには四人の男。だが櫻はその男達には目もくれず、明芳に詰め寄る。もう敬語を使う気もない。

「アザミと琴こと宮みやは、どこだ」

「さぁ、どこだろう？」

「ふざけるな」

「ふざけてないよ。部屋から出なければ好きにしていいって言ってあるから、どこかで本でも読んでるんじゃない？」

　他ひ人と事ごとのような言い草に、櫻がさらに一歩詰め寄って手を伸ばそうとする。が。

「櫻！」

　奥の方、書棚と書棚の間の通路から、小さな影が走り出てきた。

「アザミ！」

　テーブルを迂う回かいし、アザミの方へ駆け寄ろうとする櫻。その進路を周りの男達に阻はばまれ、身の程ほども知らずに食って掛かる。

「邪じや魔まだ、どけ！」

　慣れない拳こぶしを振り上げる櫻さくらの体を、男の一人が無む造ぞう作さに突き飛ばす。それを踏ん張る事も出来ずに、櫻は後ろへ倒れ込む。

「櫻君！」

　叫んだのは、アザミの後ろから出てきた彼方かなただ。顔を顰しかめながらも、二人が無事なのを確認してとりあえずは胸を撫なで下ろす櫻。

　夏か凪なぎと彦ひこ星ぼしが身構えた。荒事になるなら自分達の役目だ、と分かっている。臨戦態勢の気配を見せる二人に、周りの男達も緊張感を高める。

「お前達、ストップ」

　だが、明あき芳よしがそう声を上げただけで、男達の戦意は一気に減少した。

「こんな狭いとこで暴れないでよ」

「ああ……すまん」

　どう見ても明芳より年上で腕っ節も強そうなのに、唯い々いとして明芳の言葉に従う男達。その異様な様子を怪け訝げんな顔で見ている櫻達に、明芳は困ったような溜ため息をついた。

「……随ずい分ぶんと大人数で来たんだねぇ。想定外だよ」

「メールには、二人で来いなんて書かれてなかったわよ」

　間髪入れずに言い返す遙はるかに、肩を竦すくめる明芳。

「そうだっけ。じゃあ僕のミスだね。うーん、どうしよう、面倒臭くさいな……」

　本当に面倒臭そうに、明芳は口元を歪ゆがめて考え込む。

　静寂の降りた空間に、ぶぅん、と携帯の振動音が響ひびいた。

「あ……」

　ポケットから携帯を取り出して逡しゆん巡じゆんする遙に、明芳が無言で手の平を向けて促うながす。

　メールの着信だった。送信者はよもぎ。周りに目を配りながらそれを開き、内容を読んだ遙の表情が深刻なものへと変わる。

「どうしたんすか、先せん輩ぱい」

「……みんな、ちょっと聞いて。外が危ないみたい。発電施設の入り口にまた三人来たって。乾いぬい君が一人で戦ってるけど、まだ増えるかもしれないし最初の人達も気がつきそうだって……だから誰だれか戻って来てほしいって言ってる。夏凪君、ヒコ君。すぐ行ってあげて？」

「……む、そういう事なら」

　アザミを気にしつつもすぐに頷うなずいたのは彦星だ。彦星と陣じん内ないには特別な繫つながりはないが、同じ学年である事は知っているし、今回の事件で間接的な協力関係にある事も分かっている。そういう相手に対して、彦星は無む償しようの助力を惜しまない。

　一方、夏凪は遙の言葉に難色を示した。

「俺おれらが行ったらこっちがやばいでしょ。こいつ、喧けん嘩かとか全っ然出来ないっすよ？」

　言って櫻さくらを指さす。それは純然たる事実だった。そしてここには明あき芳よしと芽明めいあを除いても四人の敵がいる。まともに戦える夏か凪なぎと彦ひこ星ぼしがいなくなるのは、櫻としても望まない。

　さて、どうするべきか……と思い悩む櫻達を見て、動いたのは明芳だった。

「お前達、もういいよ。上に行ってて」

　あっさりと、自分の護衛でもあるはずの男達にそう言って手を振る。

「え……いや、でも」

「いいから。上に行って、誰だれも地下に入らないように言って。お前達も入ってくるな」

「ああ……分かった」

　そして驚おどろいた事に、躊ちゆう躇ちよする様子は見せながらも男達は、明芳に言われるまま本当に閉へい架か庫こを出て行こうとする。

　アザミと彼方かなたも含めれば、櫻達の勢力は実に七名。それに対し明芳の方は、男達が出て行ってしまえば明芳と芽明のたった二人。そんな状況であるのにも拘かかわらず。

「そういう訳だから、そっちもどうぞ。安心して、僕は喧けん嘩かとか苦手だから」

　気にせずに陣じん内ないを助けに行け、という意思表示だ。何を考えているのか、この場の誰にも分からない。

「馬ば鹿かかお前？　そうなったら、俺おれらがお前をぶん殴なぐって終わりだろうが」

　夏凪が一歩前に出る。夏凪に言わせれば、明芳達と櫻達の因いん縁ねんなど知った事ではない。彼方とアザミを助け、明芳を警察に突き出す。その最短のルートが、今自分の手で明芳を殴り倒してしまう事だった。

　だが。

「ははっ」

「くっくっく……」

　夏凪の啖たん呵かに、出て行こうとしていた男達が失笑を漏もらす。

「……てめぇらからやるか？」

　それを挑発と受け、夏凪が拳こぶしを握り締めた。それに合わせて彦星も視線を鋭くする。

　しかし男達は、ひらひらと手を振った。

「やらねぇよ。言われた通り、俺達は出て行く。お前らはやりたいようにやってみろ」

「あ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる夏凪。

　男達は、一様に爛らんと光る瞳ひとみで言葉を続ける。

「無む駄だだけどな。絶対に」

「お前らが何をしようと、明芳君に勝てる訳がない」

「守かみ垣がい内とさんはな、運命を操る事が出来るんだよ」

「あっくんの言う通りにすれば、それで間違いない」

　それを。

　知力だろうが暴力だろうがなんだろうが。明あき芳よしを打ち負かす事など出来ないという事を。

　男達は、欠片かけらも疑っていない。

（……そういう事か）

　ここへ来て、櫻さくらはようやく気付く──いや、薄々感づいていた事を認める。

　今、図書館を占拠している集団。彼らは皆、明芳の信奉者なのだ。

　神のうつし身であるという、人間離れしたその容姿。大きな権力を持つ身分。そして何より、神に愛されているとしか思えない、その絶対幸運の信奉者。

　実際には、それが一分間しか続かない事も知らず。妹の自己犠ぎ牲せいの能力である事も知らず。

　明芳自身に、そんな神秘など何もないという事を知らず。

　生徒会選挙の日。明芳が壇だん上じようでのうのうと言い放った言葉を思い出す。

『僕は、皆さんを幸せにする事が出来ますので……僕に、ついて来て下さい』

　その妄もう言げんを。

『運命は、僕に従います』

　その大いなる勘かん違ちがいと思い込みを、信じさせられてしまった集団。

「この人は……人でありながら、神なんだ」

　そう言い残し、あとは振り返る事もなく、男達は部屋を出て行ってしまった。

　言っている事は訳が分からずとも、夏か凪なぎも明芳の謎なぞの幸運はその目にしている。自分がどう動くべきか咄とつ嗟さに見極められず、遙はるかの方を見る。

　だが、遙はすかさず判断を下した。

「ヒコ君、夏凪君、お願い。乾いぬい君が心配だわ、急いで行ってあげて」

「あ……いや先せん輩ぱい、せめて俺おれだけでも」

「ヒコ君だけだと出口がどこか分からない。夏凪君が案内してあげないと」

「でも……」

　敵が明芳と芽明めいあの二人だけになったこの状況でも、当然夏凪としては遙を置いて行きたくはない。櫻に任せるなど安心出来るはずもなかった。

「夏凪君、大だい丈じよう夫ぶ。私を信じて」

　遙のその言い方は、実に上う手まかった。

　櫻を、ではなく私を信じて。そう言われてしまえば、夏凪には反論出来ない。

「これからここで何かあるとしたら、それは喧けん嘩かじゃないわ……騙だまし合いよ」

　強い意志の光を湛たたえた瞳ひとみが、夏凪の躊ちゆう躇ちよを揺らす。

「だから、行って。乾君を助けてあげて」

　基本的に夏凪は、男がどうなろうと興味がない。だがそんな中でも陣じん内ないは、問答無用で強かったり実は意外と面倒見が良かったりと、数少ない好意を抱いだいている相手だった。

「……相あい上がみ」

　言うと同時に、夏か凪なぎの足が扉の方を向いた。

「ヘマすんなよ。先せん輩ぱいに何かあったらテメェ、後でぶちのめすぞ」

「……分かった」

　その返事を聞き、夏凪は扉を開けて駆け出した。彦ひこ星ぼしが櫻さくらの肩をぽんと叩たたき、その後を追う。

　そして、扉が閉まり。

「……やっと、静かになったね」

「そうだね、兄にい様さま」

　明あき芳よしと芽明めいあ。櫻と遙はるか。

　改めて、四人は対たい峙じした。
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　　　　　二




　男達がいなくなった事で、アザミは櫻に、彼方かなたは遙に駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何もされてないか？」

「ん」

「お姉ちゃんごめんね、私……」

「いいのよ。呼び出し状を読んだわ。私を守ってくれたんでしょ？」

　それぞれに無事を確認し合う。二人とも本当に特別何もされていない事が分かったが、それで明あき芳よしを許せるはずもなく、何よりも、明芳を逮捕させるための準備をしている和かず貴たかからまだ連絡がない。その連絡がくるまでは、現状を維持する必要があった。

　櫻さくらは用意していたＩＣレコーダーを取り出し、録音を開始する。

「二〇一二年七月二五日、水曜日。一四時一五分。これより相あい上がみ櫻と守かみ垣がい内と明芳の会話の全すべてを録音する。いいな？」

「録音？　別にいいけど」

「なら、お前も日時と名前を言え」

「はいはい。えーと？　二〇一二年七月二五日……水曜日？　一四時……一六分。守垣内明芳……これでいい？」

「ああ」

　櫻達の考え通り、明芳は会話を録音される事を何の問題とも思っていなかった。

　芽明めいあがいれば、自分はいつでも幸運の加護を受ける事が出来る。長年のその経験が、本当なら自分を絶体絶命に追い込みかねないそんな勘かん違ちがいを明芳にさせていた。

「……夏休み前に俺おれ達に負けて、少しは大人おとなしくしてたかと思えば……学園生襲しゆう撃げきに誘ゆう拐かい、果ては図書館占拠……お前、一体何が目的なんだ？」

　証拠固めと時間稼かせぎも兼ねて、純粋に気になっていた事を櫻は問う。

　ワルツの14番で明芳を下し、生徒会長の座から引きずりおろした後、明芳は特別何の動きも見せなかった。それが、夏休みになった途と端たんにこれだ。意味が分からない。

「目的はいくつかあったんだ。で、面倒臭くさいんでそれをいっぺんにやっちゃおうかな、って」

　隠し立てする様子もなく、明芳は櫻の質問に答え始める。

「まずはね、探してる本があったんだ」

　それは最初に鉤かぎ之の丞じようが口に出し、櫻が即座に否定した答えだった。

「本……？　まさか、聖書とか言わないだろうな？」

「へぇ？　よく分かったね。そう、聖書だよ」

（──馬ば鹿かかコイツは）

　穂ほ尾お付づき図書館の地下にグーテンベルク聖書があるのではないかという、誰だれも信じていないような噂うわさ。まさかそれを信じて探しに来たとでも言うのか。いや、自分が『神のうつし身』だなどと信じている程ほどだ、そんな事もあり得るのか──

　守垣内明芳という人間が、櫻には計り切れない。どこまで馬鹿なのか。

　しかし、明芳は別にグーテンベルク聖書を探している訳ではなかった。

　明芳はさっき開いていた本を持ち上げてみせる。

　本、と言っても、それは書店で売っているようなものではない。サイズはＡ５、それ程厚くはなく、本文のページと表紙が同じ紙で出来ていてぺらぺらだ。

「自費出版の同人誌だよ。しかもただのコピー本。コンビニかどこかでコピーして、折って重ねてホッチキスで留めた、それだけの本。多分世界に一〇〇部も存在しないし、だからと言って別に価値がある訳でもない……だけどこれが、僕の聖書なんだ」

　明あき芳よしの言っている事が、誰だれも理解出来ない。

「……そいつを、探してたのか？」

「ううん、探してるのはこれの原本。これね、誰かが勝手にこういう形に編集したものらしいんだ。原本は、一冊の大学ノートに手書きされたものなんだって。ここならもしかしたらあるかもと思って、それで東京から帰ってきたんだよ」

　明芳は期間限定の地域留学生だ。元々は穂ほ尾お付づき町の生まれで、いずれよもぎと結婚して鬼灯ほおずき一族の長となって地方行政に携たずさわるため、小学生の時から東京に住み都会の行政を学んできた。今回一時的に帰郷したのは、現時点での都会と田舎いなかの行政の違いを実感するため、という名目だったのだが……それは、明芳にとっては建前でしかなかった。

「なんだそれ……コンビニで作った同人誌で、しかも元は大学ノート？　ただの個人が趣味で作ったものなんじゃないのか？」

「そうかもしれない。でも、そんな本に真実が宿ってる事だってある」

「…………」

　明芳が何を考えているのか、結局その本がなんなのか、さっぱり分からない。流石さすがに気になってきた櫻さくらは、明芳の持つ同人誌の表紙に書かれているタイトルを読む。




『神々達の花、人神達の花』




「かみがみたちのはな……ひとがみ？　たちのはな？」

「そう、人ひと神がみ。僕は人神になりたいんだ」

「なんなんだその、人神ってのは」

「小さな世界を創つくる人間の事。神の所業の一部を真ま似ね出来る人間。世界の理ことわりに干かん渉しよう出来る、特殊な能力を持った人間の事だよ」

　ざわ、と、急に肌はだが粟あわ立だつのを櫻は感じた。

　遙はるかとアザミはぽかんとしているが、彼方かなたも櫻と同じく明芳の話に何かを感じている。

　そして、蚊か帳やの外で所在なさげにしていた茉まつ莉りが、誰よりも注意深く耳を傾けている。

「運命は僕に従う。僕が何かをする時は、何も考えなくても絶対に成功する。ただし、一緒に芽明めいあがいなきゃならない。僕が成功した後は、必ず芽明が何か失敗する。いつからか、僕にはそういう特殊な能力があった」

　違う、と櫻は思う。

「運命が僕に従うようになったのは、小学校六年生の時。家で見つけたこの本を読んでからだった。この本には、人ひと神がみの事がたくさん書かれてた。きっとこの本を読んだから、僕の人神の素質が開花したんだよ」

（違う。それは芽明に憑いた鬼火だ。お前は人神なんかじゃない）

　櫻さくらが芽明めいあに目をやると、鋭い眼光で睨にらみ返された。余計な事を言うな、眼まな差ざしがそう言っていた。櫻としても、藪やぶをつついて蛇へびを出すつもりはない。

「僕は神のうつし身として生まれてきた。最初から、人神となる運命だったんだ」

　どう考えても妄もう想そうとしか思えない明あき芳よしの話に、誰だれもがリアクションを取れないでいる。

　だがそんな中、茉まつ莉りだけは興奮気味に考えをまとめていた。

　自分の知識と明芳の話、そして考察のいくつかが、綺き麗れいに線で結ばれる気がしたのだ。

　明芳が語った内容とよく似た話を、茉莉は知っている。

（今のは……『現あら人ひと神がみ思想』……？）




　現人神思想、とは──

　日本神しん道とうにおいて、人として現世に降りた神が人の世を統治する、という類たぐいの考え方の事である。具体的には、皇室を神の血筋であるとし、第二次世界大戦での敗北による大日本帝国の崩壊に至るまで、日本の天皇が実際にこの『現人神』の名で呼ばれていた。

　穂ほ尾お付づき神社の祭神である仲ちゆう哀あい天皇も現人神であり、『聖しよう母も』神じん功ぐう皇こう后ごうも同じく神格化されている。人であり同時に神である存在は古くから世界的にも見られる考え方であり、他ほかにも仏教における神王思想『デーヴァ・ラージャ』、ヒンドゥー教の幼女神『クマリ』、ラスタファリ運動での『ハイレ・セラシエ一世』などがある。

（人神……特殊能力……カグツチの呪のろい……オキナガタラシヒメの加護……）

　もう少し。もう少しで何かが繫つながりそうな、そんな予感。

　その『少し』は、再び明芳の口からもたらされた。

「けど、僕は人神として不完全だ。だから、運命が僕に味方した後で、その代だい償しようとして芽明が運命に見放される。完全な人神になれば、そんな事はないはずなんだ」

　無む邪じや気きに語る明芳の目は、恐ろしい程ほど澄み切っている。

　そして自らの考えをまとめる茉莉の目は、大きく見開かれている。

（不完全な能力……代償……カグツチの呪いで死ぬはずだった子が、聖母であり現人神であるオキナガタラシヒメの力で母親の命と引き換えに助かるのだとしたら……そうして生まれてきた子供が、現人神の力をその身に宿してるとしたら……）

　繫がる点と点。

（鬼おに火び憑つきは……現人神になりかけの人間……!?）

　導かれた結論は、茉莉にとって現時点で最もしっくり来るものだった。

　同時に、今自分がどれだけ非現実的な事を考えているかという自覚もある。鬼おに火び憑つきについて調べ始めた数年前、茉まつ莉りは半信半疑ですらなかった。どちらかと言えば作り話だと割り切った上で、本当だったら良いいのにな、と思っていただけだった。

　しかし、相あい上がみ櫻さくらに出会った。

　琴こと宮みや彼方かなたに出会い、守かみ垣がい内と明あき芳よしに出会った。その度たびに奇妙な出来事に巻き込まれ、もしかしたらという思いが少しずつ大きくなっていった。

　だから後は、決定的な瞬しゆん間かん。

　鬼火憑きの能力が、目の前で発動する瞬間を見る事が出来れば──それが、茉莉が櫻に付きまとう理由の一つでもあった。

　茉莉が自分の辿たどり着いた結論らしきものに動揺している間にも、明芳の話は続いている。

「だからきっと、この本は編集される時にどこかが間違ってしまってるんだ。不完全な写本を読んだから、僕は不完全な人ひと神がみになった。原本を読めば完全な人神になれると思ってずっと探してるんだけど、見つからなくて……ここならあるんじゃないかと思って来てみたけど、やっぱりないみたいだよ……」

　ふてくされた顔で、明芳は椅い子すを揺らす。

　その態度に、冗談を言っている様子は欠片かけらもない。

　やがて──

「お前……まさか本気で、信じてる訳じゃないよな？」

　ついに櫻の口から、その言葉が放たれた。

「ん？　何を？」

「だから、自分が神のうつし身とか、人神とか……そういう話だ」

「櫻……！」

　芽明めいあが憎ぞう悪おを込めて櫻を睨にらみつける。だが、櫻はそれを相手にしない。

「そうだよ？　僕は神のうつし身で、人神だ」

　当然じゃないか、というような答えに、苛いら立だちを通り越して僅わずかな恐怖さえ感じる櫻。

　だが──

「だって、お父さんがそう言った」

（──ああ、そうか）

　その一言だけで、櫻の明芳に対する印象は、大きく変わった。変わってしまった。

（こいつも、父親に呪のろわれてるのか……）

　守垣内。鬼灯ほおずき一族の分家に、先天性の色素欠乏という原因で普通の人間とは違う容姿で生まれた明芳。情緒の発達に障害があり、子供のような素直さのまま成長してしまい、父親からは神のうつし身だと言われ続け、サンタクロースと共にそれを信じてしまった。

　そして今もなお、神を目指している。人神という幻げん想そうを。父のために。

「明あき芳よし」

　櫻さくらは初めて、明芳の目を憎ぞう悪おなしに真っ直すぐ見つめた。

「俺おれが今から、お前の中の神を殺してやる」




　　　　　三




　明芳の中の神を殺す。それが必要だと思った。

　自分が神だなどと、そんな戯たわ言ごとをいつまでも信じさせてはいけないと。父親の理り不ふ尽じんな呪のろいから、解放してやろうと。

　それは決して、明芳のためだけではない。そうする事で、父親の呪いは破れるのだと証明したかったのだ。自分のために。

「神を、殺す……？」

　首を傾かしげる明芳。そんな仕草は、母性本能の強い女性が見たら思わず抱だき締めてしまいたくなる程ほどにあどけない。

　櫻は、言葉で神を殺すためのロジックを組み立て、静かに口を開いた。

「お前の姿は、神の姿をそっくりそのまま写したものか？」

「そうだよ」

「その神ってのは、この世界を創つくった存在か？」

「うん」

「じゃあ、その神を産んだ母親は誰だれだ？」

「神に母親なんていないよ。神は神として、最初からそこに在あった」

　想定通りの答えだった。話を聞く限り、明芳の父が明芳に刷り込んだ『神』とは唯ゆい一いつ神しんの事で、であればその神に母親がいてはならないのだ。

「明芳、服を脱げ」

　唐とう突とつな櫻の言葉に、その場にいた女性陣全員が衝しよう撃げきを受けた（アザミは例外）。

「ほぇ？　なんで？」

「上だけでいい。神のうつし身であるその体を見せてくれ」

「別にいいけど……」

　明芳は意外と素直に、半はん袖そでのカッターシャツのボタンを一つずつ外し始めた。

　頭の中身はともかく、見た目は絶世の美少年である。遙はるか、彼方かなた、茉まつ莉り……あろう事か芽明めいあに至るまでが、儚はかなげに伏せられた顔、たどたどしい指先、そして少しずつ顕あらわになっていく白過ぎる肌はだをちらりちらりとこっそり盗み見ている。

「……これで、いい？」

　そしてボタンを外し終わった明芳は、小さな動きでシャツの前をはだけた。

「……なんか、ちょっと恥ずかしい……」

　誰だれにも踏み荒らされていない初雪のようなその肌はだは、傷や染しみどころかほくろの一つさえない。近寄って凝ぎよう視ししなければ見えない程ほどに和にこ毛げは薄く、ぽつんと穿うがたれたへその穴さえどこか愛らしい。

「……やっぱり、お前は神のうつし身なんかじゃない」

「……なんで……？」

　前をはだけたままで不安そうに呟つぶやく明あき芳よしに、櫻さくらははっきりと言った。

「神には、へそなんてない」

　ぱちぱち、と目を瞬しばたたかせる明芳。それ程に、櫻の言葉は予想外だった。

「へそってのは、へその緒おを切った痕あとだ。子供が母親から産まれてきた事の証あかしだ。けどお前は言ったな、神に母親なんかいないと。神は最初からそこに在あったと。だったら、神にへそがあるはずがない。でもお前にはへそがある。それは、お前が神のうつし身なんかじゃない、普通に母親から産まれた、ただの人間だって事なんだよ」

「…………」

　眉まゆ根ねを寄せ、黙り込む明芳。

　櫻に言われた事を、神を殺すための理屈を、突きつけられたその真実を、自らの中で咀そ嚼しやくしている……のかと思いきや。

「……ん～？　難しくてよく分かんない……ねぇ芽明めいあ！　どういう事？」

　勝負をしている時以外は、子供のような知性しか発揮出来ない明芳は、櫻の言った事が理解出来ていなかった。櫻も流石さすがにこれには気が抜ける。

「……兄にい様さま、とりあえず」

　これ以上私以外の女に肌を見せないで……という言葉を吞のみ込み、芽明は明芳の前に下げ女じよのように跪ひざまずいてそのボタンを留める。

　愛する兄の素肌を間近に見た事で少し赤くなっている頰ほおから血の気が引くのを待ち、芽明は櫻に挑戦的な笑みを向けた。

「ねぇ櫻……キリンは水を飲むために、あんなに高いところから地面まで一気に頭を下ろすのに、どうして頭に血が上ってしまわないか知ってる？」

「……なに？」

　突然の質問に警戒するが、しかし同時に、その答えが気になってしまう櫻。

（言われてみれば……あんな高いところから頭を下ろしたら、一気に血が頭に集まって、下へ手たしたら脳のう溢いつ血けつで死んじまいそうだな……なんで平気なんだ……？）

　敵対的な視線の中に僅わずかに混じった好奇の色を、芽明は見逃さない。

「答えはね、ワンダーネット」

「ワンダーネット？」

「そう。キリンの後頭部にはね、血圧を調整するための毛細血管の網あみがあるの。だから頭に血が上らないのね。この毛細血管の網の事をワンダーネットって言うの」

　へぇ、と普通に感心してしまう櫻さくら。なるほど、生き物というのはよく出来てるな……などと考え、ふと我に返る。で、それがどうした？　と。

「ところでこのワンダーネットだけど、キリンの祖先のオカピって生き物にもあるのね」

「はぁ……」

「そしてこのオカピって生き物は、首が短い」

「……ほぅ？」

「分かる？　キリンは首が長いからワンダーネットが必要だった。でも、オカピは首が短いからワンダーネットは必要ないのよ。じゃあどうしてオカピにそれがあるんだと思う？」

　問うておきながら、芽明めいあは櫻の返答を待たない。

「オカピは、自分の子孫が首が伸びる事を知っていた。だから、そのために予あらかじめワンダーネットを備えておいたのよ」

　その答えが、櫻の脳に浸透していく。そして芽明の言いたい事が完全に分かった時、櫻は思わず舌打ちしていた。

「……ちっ、そういう事か……」

「なになに、どういう事？」

　首を振って櫻と芽明を交互に見ながら、明あき芳よしが能天気な声を上げる。今、自分のアイデンティティに関する屁へ理り屈くつ合戦が繰り広げられている事になど全く気付いていない。

「つまり、神様も同じ。自分の子供達が母親という生き物から産まれるようになる事を、神様は知っていたの。だから予め、おへそを備えていた。だったら、そのうつし身である兄にい様さまにもおへそがあるのは当然よね？」

　櫻も屁理屈だったが、芽明も大たい概がい屁理屈だ。しかし、キリンという実在の生き物を引き合いに出されては櫻が弱い。それを否定するには、オカピにワンダーネットがあった別の理由を見つけなければならないのだから。

　よしんばその理由を見つけたとしても、そうなると今度はそれと同じ理由で神にもへそがあった、と言われるだけである。この屁理屈合戦は芽明が一枚上手だった。

「……人ひと神がみ、ね……つまり、今図書館を占拠してるやつらも……」

「うん、そうだよ。人神になりたい人達。でも、僕みたいに素質がある人は一人もいないみたい。だから、まずは僕が本当の人神になるために、協力してもらってるんだ」

　なるほど、それでか……と納なつ得とくする櫻。

　明芳の絶対幸運という能力について行くだけではない。あわよくば、自分もその能力を手に入れられるのではないか──彼らは、そんな事を思ってしまった愚おろか者の集団なのだ。

「……まさかあいつら、全員東京からついてきたのか……？」

「ついてきたって言うか、呼んだら来てくれた。東京にはもっとたくさん友達がいるよ」

　流石さすがに、背筋に寒いものを感じる櫻さくら。あまりにも異常だ。

「芽明めいあ……お前、それでいいのか？」

　聞きながらも、櫻は狂信的な答えが返ってくる事を予想する。

　だが──

「それは……」

　反論しかけて、俯うつむいてしまう芽明。

　兄にかけられた、父親の呪のろい。

　やはり芽明も、心のどこかで悩んでいるのだ。これでいいのか？　と。

　悩んでいながら──今はまだ、結論が出せないでいるのだった。
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「本を探してたのは、まぁ分かった」

　結局『明あき芳よしの中の神を殺す』事に失敗した櫻。だが、気を取り直して話を続ける。

「けどな……だったらなんで、アザミと琴こと宮みやを呼び出した？」

　櫻にとって、最大の問題はそこだった。

　極端な話、明芳が図書館を占拠しようが本を探そうが、櫻にとってはどうでもいいのだ。

　だが、アザミと彼方かなたや親衛隊を……否いな、言ってしまえば、アザミを巻き込んだ事。これだけが櫻にとってはっきりさせるべき点だった。

　無論、どんな理由であろうと許すつもりはない。だが理由を知れば、この先二度と余計な事に巻き込まれないように対策は出来るかもしれない。

「そうよ、私の彼方をこんな目に遭あわせて、何のつもりよ!?」

　それまで黙って話を聞いていた遙はるかが、ついに爆発するように言った。人ひと神がみだのなんだのとよく分からない会話には口を挟はさめなかったが、彼方の名前が出れば黙ってはいられない。

「お、お姉ちゃん……私別に、何もされてないから……」

「でも……」

「ああ、彼方ちゃんはねぇ、仕返し」

「……仕返しぃ？」

「うん。遙ちゃん言ったよね、妹を大事にしろって。彼方ちゃんはこの前、芽明をいじめた。だから仕返しさせてもらったんだ」

　無論、その真意は妹のためになどという殊しゆ勝しようなものではなく、それを口実にした遙への嫌いやがらせなのだが。夏休み前に遙に叩たたかれた意趣返し、それもついでの目的ではあった。

「彼方が……芽明さんを……？」

　信じられない、といった面持ちで彼方かなたを見る遙はるかに、彼方は口を尖とがらせて答える。

「あれは……だって、あっちが櫻さくら君に酷ひどい事したから……」

「そっちが兄にい様さまの邪じや魔まをするからじゃない」

　ばちばちと火花を散らして睨にらみ合う二人。よもやまた前のような『喧けん嘩か』が始まってしまっては大変だと、いつでも彼方を止められるように身構える櫻。

　そんな様子を気にした風もなく、明あき芳よしは続ける。

「で、もう一つの目的が、アザミちゃん」

　ぴくり、と櫻が反応する。

「一つ言っておくけど、襲しゆう撃げきの件はあいつらが勝手にやり過ぎたのよ！　兄様はあそこまでやれなんて指示してないわ、本当よ！」

　それは真実だったが、もはや櫻には関係ない。明芳がアザミを名前で呼ぶ事すら不愉快だ。

「アザミちゃんっていうか、正確にはその人形なんだけどね」

　やはりそうか、というのが櫻の正直な感想だった。

　以前にも、明芳は生徒会室で依より子こを奪うばおうとした。その後彦ひこ星ぼしに依子が高名な人形師の遺作に似ていると聞き、先日はよもぎからさらに詳しい話を聞いた。

　理由は分からないが、明芳は依子を狙ねらっている。それはもう明らかだった。

「相あい上がみ君は知らないかもしれないけど、その人形はね」

「一いつ刻こく殺さい狐きつね火びの、依より空から造づくり」

　被かぶせ気味に櫻が言うと、明芳の目がすっと細くなった。

「……へぇ、知ってたんだ？　ふぅん。じゃあやっぱり、無関係じゃないのかな……？」

「別に知ってた訳じゃない、知ってる人に聞いたんだ。何を勘かん違ちがいしてるか知らないけどな、そいつはからくり人形でもなんでもない。ただのレプリカだって言ってたぞ」

「うん、さっきアザミちゃんに見せてもらった。よく似てるけど違うね。でも、レプリカって事は本物を模して作られたって事でしょ？　バラしてみれば、何か見つかるかもしれない」

　穏おだやかでないその言葉に、アザミが依子を抱だく腕に力を込める。たかが人形と言えど、ずっと大事にしている人の形をしたものを壊されるなど愉快な事ではない。

「なんでそこまで？　そりゃあ、凄すごい人が作った価値のある物かもしれないけど、バラして何がしたいんだよ？　人形師にでもなりたいのか？」

「違うよ。一刻殺狐火の依空造りは、まるで自分の意思で動いているかのようなからくり人形だった。色んな人が、とても人間業わざとは思えないって言ってる」

　依子を見つめ、どこか熱に浮かされたような口調で明芳は言う。

「一刻殺狐火は、完全な人ひと神がみだったんだよ。僕はそう思ってる」

　話の流れから、明芳がそんな事を言い出すであろうと櫻にも想像出来た。

「人神が作った物は、神の創造物と言ってもいい。たとえレプリカでも、神の業のほんの欠片かけらくらいはくっついてるかもしれないでしょ？」

「……くだらない」

　鼻で笑いながらも、心のどこかでは明あき芳よしの話を否定しきれない櫻さくらがいる。

　人ひと神がみ。小さな世界を創つくる人間。神の所業の一部を真ま似ね出来る人間。世界の理ことわりに干かん渉しよう出来る、特殊な能力を持った人間。

　もしもそれが、鬼おに火び憑つきの事なら。一分間の絶対時間の正体だとしたら。

（彼方かなたや芽明めいあのあの滅め茶ちや苦く茶ちやな能力も……説明が、つくのか……？）

　少なくともそれが、ただの人間に出来る事ではないのは確かだった。

「だから、僕が相あい上がみ君を呼んだ本当の理由は、それだよ」

「なに？」

　眉まゆを顰ひそめる櫻に、明芳が手の平を差し出す。

「ゲームをしよう。僕と芽明、相上君と遙はるかちゃんのチーム戦。僕達が勝ったら、アザミちゃんの人形をちょうだい」

　チーム戦。それはすなわち、前回のように芽明を引き離して明芳の幸運を封じる作戦が不可能だという事だ。

「……断る。こっちにはやる理由がない」

　櫻のその反応は、とりあえず妥だ当とうなものだっただろう。しかし明芳はその眼前に美お味いしそうなエサをぶら下げる。

「そっちが勝ったら、生徒ポイントを二万ポイントあげるよ。二人で分けるといい」

『二万……!?』

　提示された法外なポイントに、櫻さくらと遙はるかの声が重なる。

「……下へ手たな噓うそだな。六月に編入してきたお前が、そんなに持ってる訳ないだろ」

「何言ってるの。この前、よもぎちゃんのポイントを全部賭かけた勝負で乾いぬい君が負けたでしょ」

　夏休み前、まだ明あき芳よしの能力の正体が分かっていない状態で『ワルツの14番』の勝負をした時の話だ。最終的には櫻が勝った訳だが、それまでの負けが無効になった訳ではなかった。

「……あれ、清算してたのか」

「うん。言っておくけど、そっちに拒否権はないよ。ゲームをしないなら上の人達を呼んで、力ずくでもらうだけだから」

「……だったらなんで最初からそうしない」

「だって、そんなのずるいでしょう？」

　夏休み前、自分が明芳に対して繰り広げた展開をそっくりそのままなぞられて、櫻は不愉快そうに顔を顰しかめる。

　夏か凪なぎも陣じん内ないも彦ひこ星ぼしもいない。この状況で暴力をちらつかせられたら、拒否権がない事を受け入れるのも自然なように思えた。

「……ゲームと言っても、何を？」

「前はそっちの作ったゲームだったから、今度はこっちの作ったゲームでいい？」

　相手には暴力の後ろ盾だてがあり、櫻達にはない。加えて今回は明芳の幸運を封じる事も出来ない上、ゲームは相手の作ったもの。

　圧倒的に不利な状況。

　しかし──

　遙が携帯を確認する。和かず貴たかからの連絡はまだない。

　そして櫻と遙の目が合うと、二人は小さく頷うなずき合った。

「分かった──やってやるよ」

「そう来なくちゃ」

　余裕の微笑を浮かべる明芳を櫻が睨にらみつける。

　アザミは、腕の中の依より子こを少しだけ強く抱だき締めた。
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「ゲームはね、芽明めいあに考えてもらったんだ。みんなで遊べて、不公平がなくて、イカサマ出来ないような……ついでに、せっかくだから図書館に相応ふさわしいゲームをね」

　幸運の能力を有しておいて、不公平もイカサマもないものだ……と櫻さくらは思ったが、それは自分も似たようなものである。

「芽明、説明してくれる？」

「うん、兄にい様さま」

　明あき芳よしに促うながされ、芽明が嬉うれしそうに一歩前に出る。その表情は兄の役に立てる事の悦よろこびを隠そうともしていない。櫻と遙はるかに向かい、どこか誇らしげですらある様子で口を開く。

「私が作ったゲーム……タイトルは、『クレタ人の朗読会』」

　芽明の左手にはいつの間にか一冊の本がある。川かわ端ばた康やす成なりの『雪ゆき国ぐに』だ。装そう丁ていは痛みが激しく、かなり古いものである事が窺うかがえる。

「ゲームをするには、本が一冊あればいい。別に二冊でも三冊でもいいんだけど……とにかくなんでもいいから、本」

　明芳が言ったように、図書館に相応しいゲーム、という事だ。

「まずは親を一人決める。親は本を適当に開いて、そのページの中から二つの文を選んで読む。この時、どちらか一つの文は書いてある事をそのまま読まなければいけないけど、もう一つの文は、必ずどこか一箇か所しよを改変した噓うその文にしなければいけない」

　言いながら手にした『雪国』をテーブルに載せ、左手で実際に開く。

「例えばこうよ……Ａ、『国境の長いトンネルを抜けると沖おき縄なわだった』……Ｂ、『夜の底が白くなった』……ＡとＢ、どっちが噓か、分かる？」

　馬ば鹿かにしたかのようなその設問に、櫻と遙は返事もしない。芽明もまた二人の返事を待たず、説明を続ける。

「親の出題に対して、三人の子はそれぞれどっちの文が噓だと思うか答える。正解すればプラス一点。今回はチーム戦だから、櫻と琴こと宮みやさん、私と兄様の点を足したのがチームの点よ。これを四人で一問ずつ出題して、一周した時の点数が高かったチームが勝ち。引き分けならまた一周する。ルールはそれだけ。簡単でしょ」

　確かに、考える必要もない程ほど、非常に簡単なルールだった。

「何か質問は？」

「……『文』の定義は？」

「句く点てん、クエスチョン、エクスクラメーションで区切られた一まとめのもので、最低でも二つ以上の文節を含む事。文節や単語が一つだけのものは文とは見なさない。それを認めるとまともなゲームにならないからね」

「……まぁ、妥だ当とうなとこか。親の順番は？」

「チーム戦だから、交互に交代よ。じゃんけんで勝った方が先攻か後攻を選んで、先攻なら一、三番、後攻なら二、四番に親って感じね」

　この手番の決め方は、芽明めいあの能力を効果的に使えるように考えられている。加えてじゃんけんなら芽明の能力で明あき芳よしが一〇〇％勝てるため、理想的な手番を取る事が出来る。

　だがここでも、櫻さくらはそれに異を唱えない。

　その代わり──

「あとは？　もういい？」

「……二つ、付け加えて欲しいルールがある」

「……へぇ？」

　ここで初めて、芽明の瞳ひとみに警戒の色が灯ともる。

「聞くだけ聞きましょうか」

「難しい事じゃない。一つは、子はＡ、Ｂと書いた紙を一枚ずつ持って、回答の時はそれを伏せる形にするって事。親が答えを言った後でオープンだ。こうすれば、自分達がどの答えを選んだか相手に分からなくなるだろ？」

「…………」

　本来ならこのルール、芽明にとって望ましいものではない。これは、芽明が想定している勝利のための一手を潰つぶしてしまいかねないルールだ。

（櫻……まさか、私の罠わなを見抜いている……？）

　だが、基本的にこのような情報を制限する追加ルールは、むしろ相手の不利になる。ならばここはルールを吞のみ、不都合は別の場所で修正するのが得策だと芽明は判断した。

「……そのくらいなら、構わないけど。もう一つは？」

「もう一つは──」

　未いまだ警戒を解かない芽明の目を見返して、櫻はにやりと笑う。

「このゲームの進行を、一分間のターン制にする事」

「──っ!?」

　それは、一部の人間だけにしか真意の伝わらない、特殊なルール。

「親の出題に一分。子の回答と答え合わせに一分。次の親の出題に一分……ノンストップで時間を計って、出題や回答が一秒でも超えたらそのチームの負けだ」

　櫻のこの提案には、二つの狙ねらいがある。

　一つは言うまでもなく、絶対時間対策。ゲーム中、どのタイミングで絶対時間を発動させるとどのタイミングで反動が来るのかを確実に計るため。

　そして、もう一つ。

　このルールは、裏を返せば、つまり。

（櫻さくら……使ってこい、そう言ってるのね？　私の鬼おに火びを……）

　芽明めいあに、遠えん慮りよなく絶対時間を使ってこい、と言っているのだ。

（流石さすがは櫻、ってとこね……でも、それは慢心よ）

「……いいわ。一分間のターン制、ノンストップね。面白くなりそうじゃない」

　櫻の挑発に、芽明は余裕さえ含んだ不敵な笑みを返す。

「言っておくけど、私と兄にい様さまが一緒に戦って負けた事なんてないのよ」

　それはすなわち、実績に裏打ちされた自信の表れだ。

　だが、櫻も負けてはいなかった。

　勝利を確信した芽明の笑みを見てなお、その目の光は一切怯ひるんでいない。

「……俺おれと琴こと宮みや先せん輩ぱいが一緒に戦うのは初めてだけど」

　ちらり、と横目で遙はるかを見る。なに？　と首を傾かしげる遙。

　そんな遙には何も答えず、櫻は再び芽明に目線を向けて。

「負ける気がしないね」

　続いた言葉に、遙はるかの胸が、どくん、と強く脈打った。

　全身を巡る血が、速度と温度を少しだけ増したような高こう揚よう感かん。

「……そうね。その通りだわ」

　無意味に笑い出したくなる衝しよう動どうを抑え、そのエネルギーを視線に込め、遙もまた芽明めいあに挑みかかるように睨にらみ付ける。

「自分で言うのもなんだけど……私達、穂ほ尾お付づき学園で最も敵に回しちゃいけない二人組よ」

　常に対立していた二人の策士が、今、並び立っていた。
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　手番決めのじゃんけんでは、案の定明あき芳よしが勝利した。明芳チームは後攻を選せん択たく。結果、最終的な手番は遙、明芳、櫻さくら、芽明の順に決まる（芽明は反動でしっかり転んだ）。

　続いて、出題に使う本の選出。全員で同じ本を使っても良いし、一人一人が別の本を使ってもいい。今回は、チーム毎ごとに一冊ずつ選ぶ事となった。

　櫻と遙が選んだのは、Ｄ・Ｒ・ホフスタッター著『メタマジック・ゲーム』。明芳と芽明が選んだのは、野の崎ざき昭あき弘ひろ著『逆説論理学』。

　一分間を計るタイムキーパーは、比較的中立の立場である茉まつ莉りがする事となった。もしかしたら鬼おに火び憑つきの特殊能力が目の前で見られるかもしれない、と嬉き々きとして引き受ける茉莉。明芳がじゃんけんに勝つ→芽明が転ぶ、という一連の流れも抜かりなく記憶に留とどめている。

　また、茉莉が調べ物用に持ってきていた筆記具の中の白い紙を櫻が切って同じ大きさの正方形を八枚作り、Ａ、Ｂと書いてゲーム参加者の四人で持つ。これが回答の時に伏せる札だ。

「えーと……じゃあ、始める？」

　携帯電話のデジタル時計を秒単位まで表示し、茉莉は準備万端。

「あ、茉莉先せん輩ぱい、ちょっと待って下さい。その前に言いたい事が」

　しかし、櫻がそれを横から止める。一体なんだ、とその場にいる全員が櫻に注目する。

「守かみ垣がい内と先輩は、人ひと神がみなんですよね。運命を従わせる能力を持っている」

「うん？　うん、そうだよ」

　そして櫻は、誰だれもが完全に予想していなかった事を言い始めた。

「実は、俺も人神なんです」

　瞬しゆん間かん、その場に異様な緊張感が走った。

　複数の人間の、異なる動揺が入り混じった混こん沌とんとした空気。

　遙は純粋に、一体何を言い出すんだという疑問。彼方かなたは、それを言ってしまっていいのか、という驚きよう愕がく。アザミはいつもの無表情。明芳は不愉快そうに眉まゆを顰ひそめ、芽明は、一体何を企たくらんでいる、という警戒。

　そして、ある意味最も驚おどろいているのが、茉まつ莉りだった。

（櫻さくら君、それは……自分が鬼おに火び憑つきだって、認めたって事……？）

　決してそれだけは認めようとしなかった櫻の、その発言。

　明あき芳よしを先せん輩ぱいと呼び、敬語で話しかけている事からも、今の櫻が冷静さを取り戻している事が分かる。ならば、この発言は。

「俺おれは、人の心を読む能力を持ってるんですよ」

「……本当に？」

「疑うならやってみせましょう。茉莉先輩、さっきの紙、余ってますよね？」

「え？　ああ、うん」

　回答札を作った余りの紙を茉莉から受け取ると、櫻はその端を正方形に切り取った。そして残った紙をペンと一緒に明芳の方へ差し出す。

「俺は後ろを向いてますから、この紙にＡ、Ｂ、Ｃのどれか一つを書いて下さい。書いたら絶対俺に見えないように手で隠して、合図して下さい」

　言って、そのまま真後ろを向く。当然背後には鏡のようなものは何もなく、明芳の手元を覗のぞき込む事は出来ない。

　明芳は特に考えもせず、紙にＡと書く。それを手で完全に覆おおい隠し、「いいよ」と合図。

　振り返った櫻は、明芳の顔を数秒見つめて、自分が持っている紙に何かを書き込み、それを折りたたんでズボンのポケットにしまった。

「今、守かみ垣がい内と先輩の心を読みました。今俺がポケットに入れた紙に、先輩が書いたのと同じ文字が書かれてます。先輩、その手の中を見せてもらえますか？」

　言われるがままに手を開ける明芳。下にある文字はＡ。

　櫻は再びポケットに手を入れ、折りたたまれた紙を取り出して開いた。

　そこには同じくＡの文字。

「どうですか？」

「……もう一回、同じ事が出来る？」

「もちろん。ちょっと待って下さいね」

　明芳の持っている紙の端を再び正方形に切り取り、先さき程ほどと全く同じ事を繰り返す櫻。明芳は今度はＢと書き、櫻が取り出した紙にもＢと書かれていた。

「もう一回」

　再度繰り返し。今度は両方ともＡ。

　三回目が終わった時点で、明芳は何も言わなくなった。

「……信じるか信じないかは、お任せします」

「…………」

　不審げな顔をしたまま、明芳は櫻の発言の真意を考えている。が、答えは出ない。

　まず、今櫻さくらがやった事は、手品とも言えないお粗そ末まつなペテンもどきだ。この場にいる全員がそれに気付いている。

　ポケットに入れた紙と、ポケットから出した紙の、折りたたみ方が違う。

　トリックはこうだ。櫻は回答札を作った時に、それとは別にＡ、Ｂ、Ｃと書いた三枚の紙を作り、折りたたんでポケットに入れていた。この三枚の紙はそれぞれ違う折り方をしており、どの折り方がどの文字かというのをしっかりと覚えている。

　そして明あき芳よしに文字を書かせ、その後でポケットに入れているのと同じ大きさに切った紙に適当な文字を書き、ポケットに入れるふりをして握りつぶす。そうしたら明芳に何の文字を書いたかを聞き、それと同じものをポケットから取り出してみせる。ただそれだけだ。

　二回目の時は、ポケットに入れる紙に一回目の時に取り出した文字を書いて再び三枚に補充し、その中から明芳の書いた文字を聞いて選べばいい。後はひたすら同じ事を繰り返すだけ。

　全員が気付いた通り、しまう時と取り出す時で紙の折り方が違う。心を読んで文字を書いた紙を、一度ポケットにしまう必要性が全くない。心を読んでいるわりに、文字の種類が少な過ぎる。そもそも本当に心を読んでいるのであれば、紙に書いたりなどというわずらわしい事をせず、相手が頭に思い浮かべた文字を口頭で当ててみせればいいのだ。

　このような理由により、櫻のトリックとも言えない下らない手遊びは、見ていた全員にあっさりと見抜かれていた。

　だが同時に、見ていた全員が知っている。

　相あい上がみ櫻という男は、こんな低レベルなトリックで人を騙だましたりしないと。

　だからこそ、櫻の真意が分からない。

「ところで、先せん輩ぱいは言ってましたよね。人ひと神がみとして不完全だから能力も不完全で、先輩が幸運になった後は必ず妹さんが不運になるって。だったら、俺おれが人の心を読んだ後は、どうなると思います？」

　それを聞き、芽明めいあの脳裏にひらめくものがあった。

　夏休み前、櫻と明芳の『ワルツの14番』決着後。

　自分の手を引いて校舎裏まで走った櫻に、芽明はいくつかの質問をした。

　櫻は、泣きそうな顔でその質問に答え、そしてこう叫んだ。

『答えたくて答えてる訳じゃない！』

　だったら答えなきゃいいじゃない。芽明はあの時そう言った。

（もしそれが、何らかの超常的な強制力によるものだったとしたら？）

　芽明だから、その考えに辿たどり着く。

（あれは、私が能力を使った後に不運になるのと同じ……？　つまり、櫻も鬼おに火び憑つき!?　本当に!?　人の心を読む能力者!?）

　だが、それをそのまま結論とする事が、どうしても出来ない。

（……ううん、でも、だったら今の馬ば鹿かみたいな手品は何？　あんなので人の心を読んでるだなんて、誰だれも信じる訳がない。そもそも、それを信じさせてどうするの？　本当に鬼おに火び憑つきだったとして、それを今ここで暴ばく露ろする理由は？）

　分からない。櫻さくらの考えが、芽明めいあにはさっぱり読めなかった。

　一方、明あき芳よし。

（……まぁ、どうでもいいか）

　やはり櫻の考えが分からない明芳は、早々に考えるのを止やめた。

（この前と違って、芽明がいるんだし。芽明が一緒なら、絶対に勝てるもんね……考えるのって、疲れるから嫌いなんだよね……）

　芽明がいるから、考える必要などない。

　今の明芳は、櫻と一対一で戦った明芳とは全くの別人だった。

　そして、隣でずっと見ていた遙はるか。

（……相あい上がみ君……そういう事？）

　遙だけが、櫻の奇妙な行動に自分なりの答えを見み出いだしていた。




　櫻のパフォーマンスが終わり、場は仕切り直し。

　テーブルを挟はさんで、櫻・遙チーム、明芳・芽明チームが向かい合う。

　右側に、手を繫つないだ彼方かなたとアザミ。左側に、タイムキーパーの茉まつ莉り。

　茉莉の手の中で、携帯電話のデジタルの表示が55、56、57と進み──

「『クレタ人の朗ろう読どく会かい』──スタート！」

　ゲームが始まった。
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　第一ターンの親は遙だ。分厚い本をテーブルの上に置き、適当にページを開く。

（出題の制限時間は一分、あまりゆっくり選んでる暇ひまはない。可能な限り早く、相手を騙だませそうな文を見つけないと……）

　一〇秒で二ページ分の全すべての文章をざっと把は握あくし、さらに一〇秒かけていくつかの使えそうな文を精読。続く一〇秒で効果的な噓うそを考える。

「残り三〇秒」

　茉莉がタイムを読み上げる。小さく顔を上げ、え、もう？　と僅わずかな焦あせりを見せる。

　急いで文を選ばなくちゃ、といった感じで本に目を戻すが、実はその時にはすでに出題の内容は決まっている。

（一分間、っていう制限時間に追われるふりをする。制限時間ぎりぎりに、慌あわてて決めた風に見えるように）

　残り二〇秒を過ぎるまで待ち、やっと遙はるかが早口気味に出題する。

「……Ａ、『化学の学生ジェイ・フックは、フォン・ノイマンの挑戦に刺激されてこう書いてきた』……Ｂ、『まず、』」

　そこで一いつ瞬しゆん止まり、言い淀よどんでから続ける。

「『……彼女をアルファベット順に並べかえ、イタリックを立体にする』」

　出題が終わった時、残り時間は僅わずか一〇秒。

　わざとらしくならないように、間に合った、という安あん堵どをほんの少しだけ見せる。

（Ａの文は普通に意味が通る。でも、Ｂの文は一見意味が分からない。一度言い淀んだ事で、時間に追われて適当な噓うそをついてしまった……と、思わせられれば）

　一見、Ｂの文の方が支し離り滅めつ裂れつでいかにも噓のようだが、実はＡが噓の文だ。

　回答までの一〇秒、櫻さくらは一応真ま面じ目めに正解を考える。

（……フォン・ノイマンと言えば、世界的に有名な数学者。その挑戦に刺激を受けたのなら、ジェイ・フックも化学じゃなくて数学の学生じゃないか？　Ｂの文は意味が分からない。一瞬詰まった『彼女』って所で噓をついたような感じだが……それが罠わなか？）

　櫻が真剣に考えているのを見て、違う答えを選ばれてはたまらないと、遙はテーブルの下で見えないように手を動かす。

　そして、櫻の太ももに指で『Ａ』と書いた。

「っ!?」

　びくん、と体を震ふるわせる櫻。その過か剰じような反応に遙は思わず指を引っ込めてしまう。

（な、な、な……何ですかいきなり!?）

　声には出さず、横目で抗議の意を示す櫻。遙は頰ほおを赤らめ無言で小さく首を横に振り、別に変な意味でやったのではない、と必死のアピール。

　その焦あせった横顔で気持ちが通じ、先さき程ほどのが答えを教えようとしていたのだと櫻も気付く。確かに、あれよりも高い位置だとテーブルより上になって相手に見えてしまうし、あれよりも下だと不自然にかがまなければならない。立った状態で自然に指サインを送れる場所が、太ももしかなかっただけなのだ。

　しかし、咄とつ嗟さにそんな事が分かるはずもなく。櫻は自分の太ももに書かれたサインがＡだったのかＢだったのか、認識する事が出来なかった。

　元々何らかの形でサインをもらおうと考えていたのだ。数秒の葛かつ藤とうの果て、とにかくこの勝負に勝つ事が第一と自分に言い訳し、テーブルの下で遙の太ももをつついた。

「ひゃうっ!?」

　かろうじて悲鳴を口の中だけに留とどめた遙。櫻の意を汲くみ、もう一度指先で櫻の太ももにＡと書く。念のために数回繰り返して。それがくすぐったくて、分かりましたからもう止やめて下さい、とついつい勢いよくやり返してしまう櫻さくら。遙はるかは再び身をよじらせる。

（…………）

　彼方かなたがジト目になっている事に気付かなかったのは、二人の精神状態にとってまだ幸いだったと言えるだろう。

「五八……五九……一分経過。回答札を伏せて」

　茉まつ莉りの声に、櫻はすぐにＡの札を伏せる。指サインは無事伝わっていた。

　次の瞬しゆん間かん、おもむろに声が上がった。

「兄にい様さま、どっち？」

「僕はＡにするよ」

「じゃあ、私も」

　そんな会話の後、明あき芳よしと芽明めいあがほぼ同時に回答札を伏せた。

「え……ちょ、ちょっと！　相談とかしていいの!?」

「え？　駄だ目めって言った？」

「……言って、ないけど」

　首を傾かしげる芽明に、納なつ得とくいかない面持ちの遙。

「別に、喋しやべるのは自由だよ。子が示し合わせて同じ答えにしてもいいし、親が子に答えを教えてもいいし」

「……答えを教えても、いいの？」

「うん、いいよ」

　当然だ、とばかりに頷うなずく芽明。

「でも、相談は必ず相手チームにも聞こえるようにする事。こそこそ耳打ちとかは認めない。その方が面白いでしょ」

　親が子に答えを教えていいなんて、滅め茶ちや苦く茶ちやだ……と考えた後、遙はふと気付く。

　答えを教えてもいいが、必ず相手チームにも聞こえるように喋る事。

　ならば、例えば遙が親の時に櫻に答えを教え、全員がそれを信じて答えたなら、明芳チームは二人正解で二点入るのに対し、櫻チームには櫻が正解した分の一点しか入らない。

　そう考えると、親が子に答えを教えていいというのもそれ程ほどおかしな話ではない。その行為には、単純なメリットはあまりないからだ。

　しかし、だとすると。

（……逆に考えれば、それを利用して罠わなを仕掛ける事が出来る……？）

　それに気付いてからが、このゲームの第二ステージだった。

「回答札が出で揃そろったから、答え合わせするね。親の琴こと宮みやさん、噓うその文はどっち？」

「……Ａよ。『化学』の学生じゃなくて、『数学』の学生が正しい文」

　茉莉がテーブルの上に伏せられた三枚の回答札を一枚ずつ開く。

「櫻さくら君、Ａ。守かみ垣がい内と君、Ａ。芽明めいあさん、Ａ……全員正解ね」

　これにより、櫻チームに一点、明あき芳よしチームには二点が入った。

　自分の心理トリックが見事に空から振ぶりした事に少し落ち込む遙はるか。とは言え、遙のやり方はこのゲームにおける常じよう套とう手段と言ってもいい。普通の人間ならそこそこの確率で騙だまされるはずだ。

　問題は、相手が普通の人間ではなかった事だった。

　一方、この結果は櫻にとっては想定の範囲内。

（やはり二人とも正解か……早速使ってきたな、幸運を）

　幸運の能力を使ってくる以上、相手が正解する事は確実だ。だが、自由に相談してもいいというのなら、条件は互角と言っていい。

（だったら、俺おれが敵の心を読んで、琴こと宮みや先せん輩ぱいに教えればいい）

　それは、櫻の作戦をより完かん璧ぺきなものへと近付けた。
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「五八……五九……一分経過、第二ターン開始！」

　第二ターンの親は明芳。

「えーっと……」

　明芳は特に何も考えずに、適当に開いたそのページから適当に文を選ぶ。

　芽明が傍そばにいる時、明芳は勝負に勝つための策を練る事をしない。芽明が傍にいれば絶対に負けない、負けた事がないからだ。

　欠片かけらも緊張した様子のない明芳の顔を睨にらみながら、櫻は考える。

（ワルツの14番の時は、能力なしの戦いに持ち込めた……だが今回は、能力ありだ。芽明がもたらす幸運で、少なくとも明芳が回答で間違える事はないだろう。だとすれば大事なのは、まずは俺達も回答で間違えない事。そのためには──）

　続いて芽明の様子を窺うかがう櫻。

「あ」

　芽明の頭上から、一匹の小さな蜘く蛛もがするすると下りてきているのに気付いた。

　蜘蛛はまるで狙ねらったかのように、芽明の首の後ろから衣服の中へするりと入っていった。

「ん？　何？」

　何かが触れた感触に、芽明が自分の左手を背中の方へ伸ばす。

「蜘蛛だ」

　櫻が言った瞬しゆん間かん、芽明の手、体、表情の全すべてが、ぴしりと凍りついた。

「……や……」

「や？」

　三秒間の硬直の後……芽明めいあは、急に取り乱して暴れ始めた。

「やだあああああっ！　取って取って取ってえええ！　兄にい様さまあああああっ！」

「えー……やだよ気持ち悪い……」

　明あき芳よしは椅い子すから立ち上がって三歩距離を取る。薄情な兄の態度に涙目になる芽明。

（ああ……反動か……）

　妙に冷静な目で、櫻さくらは暴れる芽明を観察している。

　兄から見捨てられた芽明は、左手で自分の服の後ろ襟えりを摑つかんで衣服と背中の間に可能な限りの空間を作り、櫻に駆け寄り背中を向けてきた。

「ふぇぇぇぇぇん！　櫻！　お願い取って！　櫻ってばぁ！」

「え!?　い、いや、でも……」

　目の前で背中を向けてぴょんぴょこ飛び跳はねられ、櫻は途と端たんにうろたえる。

　芽明が自分の手で服を引っ張って出来た隙すき間まからは、染しみ一つないうなじから背中に向けて浮き出ている背骨や、肩けん甲こう骨こつの下を通る下着の紐ひもまで見えてしまっている。

[image: ]

（取って、って……手を突っ込めというのか!?　ここから!?）

　出来る訳がない、という思いと、やっていいのなら是ぜ非ひやらせて頂きたい、という思いが櫻の中で激しくぶつかり合う。

（本人が取ってと言ってるんだから、ここは取ってやるべきだ。いやしかし周りにこれだけ近しい女性がいる前でやってしまっては、後で評判がどうなる事か……いやいやしかし……）

　暴れる芽明めいあと固まる櫻さくら。

　そこへ、すっと近付いてきたのがアザミだった。

　アザミは躊躇ためらわずに芽明の服の裾すそから背中へ手を突っ込んだ。

　少しもぞもぞした後、衣服から抜いた指先には一匹の小さな蜘く蛛も。

「取れた」

「早く取ってよぉぉぉ……え？　あ、と、取れた？　取れたの？」

「ん」

　もうすでに半分本気で泣いていた芽明は、蜘蛛が自分の背中からアザミの指先へと引っ越したのを確認した事でようやく少し落ち着いた。

「あ、ありがとう……」

「ん」

　素直に感謝する芽明に小さく頷うなずき、アザミは蜘蛛を書しよ棚だなへと逃がしてやった。さかさかと遠ざかる蜘蛛に「ふんならなー」と小さく手を振ったりする。

　少しだけ残念だった……などという事は決してない、断じてないぞと自分に言い聞かせる櫻を、遙はるかをはじめとする女性陣がじっとりと見ていた。

「……出題していい？」

　騒ぎが収まってみれば、出題時間はすでに残り三〇秒を切っている。

「あ、ご、ごめんなさい兄にい様さま……どうぞ」

　このまま時間切れで負けなどというのはあまりにも情けない。騒ぎの間もマイペースに文を選んでいた明あき芳よしが、淀よどみなく出題した。

「Ａ、『すべてのカラスは赤い』。Ｂ、『「すべてのカラスは黒い」という仮説の証明は、絶対に不可能なのだろうか？』」

　出題を受け、遙は考える。

（全すべてのカラスは黒いという仮説の証明……そして『逆説論理学』という本のタイトル……間違いない、これは『ヘンペルのカラス』ね）




　ヘンペルのカラス、とは──

　例えば『全てのカラスは黒い』という命題が真しんか偽ぎかを考えるとして、それは対たい偶ぐう論法で言えば『黒くなければカラスではない』というのと同じ意味だ。では『全てのカラスは黒い』という事を証明するには、世界中の黒くないものを調べ、その中にカラスがいなければ命題は真である、という事になる。

　このように、カラスを一羽わも調べる事なく『全てのカラスは黒い』という事を証明出来るか、という帰き納のう的実証法の問題点を考えるための問題、それが『ヘンペルのカラス』である。

　この問題では、普通は当然ながらカラスが黒いという前提で話が進められる。

（だとしたら、Ａの『すべてのカラスは赤い』なんていうのは普通に考えれば噓うそよね。Ｂの文にはおかしなとこは何もないし。でも、それだと分かり易やす過ぎる……元々論理学の本には、とんでもない結論を先に用意してそれを否定する形の展開が多い……でも、そう思わせるための罠わなという可能性も……）

　どちらの文が噓か。遙はるかには確信を持つ決め手がない。

「五八……五九……一分経過。回答札を伏せて」

　答えが出ない内に、茉まつ莉りのカウントが終わる。

　そして──その時には、櫻さくらの『ミニッツ』発動からすでに二〇秒が経過していた。

「琴こと宮みや先せん輩ぱい、噓の文はＢです」

　唐とう突とつな櫻の声に、遙の思考が止まる。

　櫻は明あき芳よしの心を読んだ。だからそれが答えで間違いない。

　だが、それを遙が信じるかどうかはまた別問題だ。

（Ｂ……そう、私もＢが噓だと思う。Ａは噓くさ過ぎる。おそらく、それを噓だと思わせておいて実際にはＢの『仮説』とか『証明』とか、その辺りを同じ意味の違う言葉に変えてるだけ……だと、思うけど……）

　答えが出せず、なおも遙は悩む。

　そこへさらに、明芳の声が上がる。

「芽明めいあ、噓の文はＢだよ」

「うん、分かった」

　そして芽明が回答札を伏せる。明芳の微笑が遙を見る。遙は再び考える。

（ここで敵が本当の答えを言うメリットは？　私達に答えがＢだと思わせておいて、芽明さんが伏せたのはＡの札かもしれない。もし二人でＢと答えて間違えたら一点も入らないけど、相あい上がみ君がＢと答えるなら私はＡと答えれば、どっちかは必ず正解する……）

　櫻と答えを合わせ、〇点か二点かのギャンブルに出るか。安全策で確実な一点を選ぶか。

　迷う遙に、再び櫻の声。

「琴宮先輩、俺おれを信じて下さい。正解はＢです。俺には分かります」

　その自信の根拠が、遙には分からない。

「どうしてＢなの？」

「俺は、人の心が読めますから」

　大おお真ま面じ目めな顔で言う櫻に、遙は怪け訝げんな目を向ける。

「今、守かみ垣がい内と先輩の心を読みました。間違いなく、噓の文はＢです」

　心を読む、などという事を遙は信じない。

　だから櫻は、再びテーブルの下で手を動かした。

（相談は必ず相手チームにも聞こえるようにする事、か……バレなければいいだろ）

　流石さすがにまた太ももに触るのは躊躇ためらわれたので、遙はるかの手の平に指文字を書く。

（キ……ド……ク……キドク……？）

　片かた仮か名なで書かれたその三文字を、脳内で漢字に変換する遙。結果。

（既き読どく!?　もしかして相あい上がみ君、相手が使ってる本を読んだ事があるの!?）

　一いつ瞬しゆん驚おどろきに目を見開く遙。櫻さくらは小さく頷うなずいてみせる。

（なんて幸運……！　だとすれば、相上君がある程度内容を覚えてくれてたら、こっちが回答で間違える事はない！）

　実際には櫻はその本を読んだ事などなく、本当に相手の心を読んでいるのだが、遙はすっかりその噓うそを信じてしまった。二人は小さく頷き合い、同時に回答札を伏せる。

「ＯＫ、じゃあ答え合わせね。親の守かみ垣がい内と君、噓の文はどっち？」

「Ｂだよ。仮説の『証明』が噓で、正しくは仮説の『論証』」

　茉まつ莉りがテーブルの上に伏せられた三枚の回答札を順に開く。

「芽明めいあさん、Ｂ。櫻君、Ｂ。琴こと宮みやさん、Ｂ……またまた全員正解」

　櫻チームに二点、明あき芳よしチームに一点が加算される。これによって現在の成績は、櫻チームが三点、明芳チームも三点と並ぶ事になった。

（Ｂが正解だった……守垣内君は本当の答えを言う事でこっちを揺さぶったのね……相上君が向こうの本を読んでたのは、本当に幸運だった。それに……）

　ちらりと横目で櫻を窺うかがう。

（次は相上君の出題……きっと、何かやってくる）

　櫻はきっと、出題に罠わなを仕掛けてくるだろう……遙のその予想は、半分外れだった。

「さて──ここで、俺おれの能力とその反動についてお教えします」

　おもむろに櫻がそんな事を言い出した時、第三ターンまで残り二〇秒。

　それは同時に、櫻のミニッツ発動よりちょうど一分だった。

「今正解した通り、俺は人の心が読めます。けど、守垣内先せん輩ぱいが幸運になった後で芽明が不運になるように、俺の能力にも反動があります。俺は、人の心を読んだ後、少しの間だけ自分の心の声が勝手に口から出てしまうんですよ」

　一分間人の心の声を聞ける代わりに、次の一分間は自分の思っている事が全すべて口に出てしまう。そのミニッツ能力の反動で、櫻は今、自らの能力と反動の事をその場にいる全員に告白してしまっているのだ。

　櫻の言っている事が本当の事だと知っている彼方かなたは、内心でうろたえる。

（櫻君……何を考えてるの？　みんなに知られてもいいの？　負けちゃうよ？）

　彼方の心配は、半分は本気で櫻を案じてのもの。もう半分は、せっかく私と櫻君の二人だけの秘密だったのに、という身勝手なもの。

　そんな彼方かなたの葛かつ藤とうをよそに、櫻さくらはさらに致命的な告白を続ける。

「もうすぐ俺おれの出題ですけど、その間は能力の反動の時間だから……俺、正解まで全部言ってしまう事になるんですよね……そうなったら、そっちの正解は確定ですね」

　言っている事とは裏腹に、櫻の表情には薄ら笑いが張り付いている。

　それを見て遙はるかは、彼方の心配とは全く別の事を考えていた。

（……なるほど。これはじゃんけんする時に『自分はグーを出す』って言ってるようなものね。相あい上がみ君はきっと、この後の出題でわざと正解を口にするつもりなんだわ。守かみ垣がい内と君が言うところの、人ひと神がみの能力の反動という事にして。けど、さっきの出来が悪い手品のせいで守垣内君はそれを信じない。相上君が口にする正解は、実は間違いだと考える。その裏をかいて、実は本当に正解だった……あるいは、さらにその裏をかいて……きっと何かそんな感じの罠わなを仕掛けるつもりね……）

　遙は、櫻の言っている事が全すべてブラフだと考えている。

　一方芽明めいあは、夏休み前のいざこざで櫻が本当に自分と同じような鬼おに火び憑つきだという可能性は十分にあると感じているため、そうであるという前提で考える。

（櫻が本当に心を読める能力者なら、確実にゲームに勝つために能力を使う。だけどそうすると、みんなの目の前で反動に襲おそわれる事になって、自分が能力者である事がバレてしまうかもしれない。ならどうすればいいか……）

　櫻の不可解な言動。それら一つ一つが芽明の頭の中で結びついていく。

（そうか……その能力と反動を、噓うそだと、敵を騙だますための演技だと思わせればいい！）

　そして思い至ったその結論は、芽明の疑問の全てを氷解させた。

（下へ手た糞くそな手品に唐とう突とつな能力の暴ばく露ろ。そのせいで琴こと宮みやさん達は、きっとそれを信じてない。だから能力を使っても反動に襲われても、私達を騙すための櫻の演技だと考える……それこそが櫻の目的！　能力を使いながら、自分が能力者だと思わせないため！）

　その推理は、ほぼ完かん璧ぺきに櫻の思おも惑わくを看破していた。

（きっと琴宮さんは、これが自分の出題で私達を騙すための櫻の罠だと思ってる。でも実際は、兄にい様さまの出題で答えを知るために心を読んだ事の後始末……櫻、上う手まい事やったわね……でも）

　確かに、敵を騙すと見せかけて実は味方を騙しているというトリックは遙相手に抜群の効果を発揮した。だが、芽明相手には何の意味もない。

（だったら次の出題で櫻が正解を口にしたら、それをそのまま答えれば正解のはず。実は能力者じゃなくて本当に演技だって可能性もあるけど……どっちでも関係ない）

　そう、芽明にはどちらでも関係なかった。

　何な故ぜなら、櫻が出題したら自分も再び能力を使えばいいだけの話だからだ。

（そうすれば兄様は、絶対に正解を選ぶ。そうしたら私も兄様に聞いて同じ答えを選べばいい……私の能力がある限り、兄様は絶対に負けない……！）




　　　　　五




「五八……五九……一分経過、第三ターン開始！」

　第三ターン、親は櫻さくら。開始時点で反動の残りは四〇秒。思った事が全すべて口に出てしまうという条件下で出題しなければならない。

　櫻は手にした本を一度開き、そのままそのページから出題する事を決めた。

「どれだけ考えて出題を工夫したところで、結局このゲームが二に択たく問題を出し合うだけのものである事は変わらない。運命が味方する明あき芳よし・芽明めいあチームは確実に正解してくるだろう。だったら、罠わなを仕掛けるべきなのは問題そのものじゃない」

　反動のせいで、櫻は自分の策略の一部を馬ば鹿か正直に口にしてしまう。本来ならば致命的なハンデだ。だがこの勝負は、そもそも相手が絶対的な幸運を持っている。作戦が知られようが知られまいが、大きなハンデがある事に変わりはなかった。

「出題する。Ａ、『固体であるか、手で触れられるか、そして何よりもまず、つねにどこかしらにあるか？』。Ｂ、『もしこの三つの問いに対する答えがイエスなら、君が相手にしているのはたぶん』……カエルをカラスにするか。『カラスだ』。……という訳で、噓うその文はＢ。正しくは『カラス』じゃなくて『カエル』だ」

　これはブラフでもなんでもなく、反動が言わせた正しよう真しん正しよう銘めいの正解そのものだ。しかしそれを信じていない遙はるかから見れば、あまりにも判断に困る。

（……本当にＢが噓？　それともそう思わせる罠？　どっちだか分からないんだけど……！）

「ＡとＢの二つは連続した文章で、これは『波紋・カエル判別法極ごく意い』？　だそうだ……この本、面白いな。今度普通に読んでみよう……」

　未いまだ反動が終わらぬ櫻は、策略とは無関係に普通に思った事まで口にしてしまう。それが自分へのメッセージなのかと勘かん違ちがいしてしまい必死で解読しようとする遙に、櫻は言葉と指文字の両方で念を押す。

「噓の文はＢですよ。本当です」

「……分かったわ」

　その言葉と手の平に書かれるＢの文字に、Ｂの札を伏せる事を決める遙。しかし。

（つまり、あからさまにＢが噓の文だと言う事により、逆にＡが噓の文だと思わせる作戦って事ね……でも、ちょっとあからさま過ぎない……？　そんなのに引っかかるかしら？）

　運命が明芳に従うという事を信じていない遙にとって、その懸け念ねんはごく当然のものなのだが……残念ながら、この場においては的外れなものでしかなかった。

「五〇、五一、五二……」

　櫻の反動が終わって一〇秒。茉まつ莉りが回答まで残り一〇秒のカウントを始めたのを合図に、芽明めいあが自分の能力を発動させる。

（燃えなさい、私の鬼おに火び……兄にい様さまに、幸運を）

　芽明の支配する絶対時間。それは、一分間だけ兄を幸運にするというもの。その一分の間なら、明あき芳よしが何をしても最終的に明芳にとって良い結果へと繫つながる事になる。

「五八……五九……一分経過。回答札を伏せて」

　茉まつ莉りの声に、明芳が迷う素振りも見せずに札を伏せた。

「兄様、どっち？」

「Ｂ」

「じゃあ私も」

　絶対時間の発動中に明芳が選ぶ答えは確実に正解だ。芽明もそれに倣ならいＢの札を伏せる。

（ああ、やっぱり駄だ目めだった……）

　同じくＢの札を伏せた遙はるかは内心で嘆たん息そくする。櫻さくらの仕掛けた心理トリックが明芳に看破された、と思っているのだ。

「櫻君、答え合わせ」

「さっき言った通りですよ。噓うその文はＢ。『カラス』が噓で、本当は『カエル』です」

「ＯＫ、回答札を開けるね……琴こと宮みやさん、Ｂ。守かみ垣がい内と君、Ｂ。芽明さん、Ｂ」

　三み度たび、全員正解。櫻チームに一点、明芳チームに二点が追加され、累るい計けいで櫻チームが四点、明芳チームが五点となる。

　これまでのところ、戦績は全員が全問正解。全くの互角のはずなのだが。

（……私達が勝つには、次の出題で私と相あい上がみ君が二人とも正解して、なおかつ守垣内君が間違えなければいけない。でも出題は同じチームの芽明さんなんだから、答えを教えてもいいこのゲームで守垣内君が間違えるはずがない。だとすると良くて全員正解で引き分け、こっちが一人でも間違えたら負け……何これ、互角のはずなのに追い詰められてる気がする……）

　遙の不安は正しい。

　この展開は、ゲームの考案者であり、自分達が確実に正解する事を知っている芽明が想定している通りのものだった。

　さらに芽明は、遙の考えをも見通して笑う。

（良くて引き分け、なんて思ってる？　だとしたら甘いわよ）

　櫻と遙が歩む道の先には、芽明が仕掛けた悪質な罠わなが隠されている。

（たとえ櫻が本当に人の心が読めるのだとしても、このトリックは破れない。第四ターンに引き分けはないわ……絶対に、私達が勝つ！）

　出題をすぐ後に控えた芽明の瞳ひとみは、勝利を確信して揺るがない。

　心を読まれようが、不運に見舞われようが関係ない。

　ゲーム『クレタ人の朗ろう読どく会かい』は、ここで櫻達を負かすためだけに作られているのだ。




　　　　　六




「五八……五九……一分経過、第四ターン開始！」

　一周目の最終戦となる第四ターン。

　親は芽明めいあ。子は、櫻さくら、遙はるか、明あき芳よしの三人。

　現時点での得点状況は、櫻チーム四点、明芳チーム五点。

　この出題の結果、両チームの得点が同じになれば二周目へ突入、違っていればその場で決着となる。もちろん点数が低い方の負けだ。

　ではこの第四ターン、決着のつき方としてどんなパターンが考えられるか？





〈一、全員正解〉

櫻チームプラス二点、明芳チームプラス一点。六点と六点で引き分け。




〈二、全員不正解〉

得点変化なし。四点と五点で、明芳チームの勝ち。




〈三、櫻と遙が二人とも正解で、明芳が不正解〉

櫻チームプラス二点、明芳チーム得点なし。六点と五点で、櫻チームの勝ち。




〈四、櫻と遙が二人とも不正解で、明芳が正解〉

櫻チーム得点なし、明芳チームプラス一点。四点と六点で、明芳チームの勝ち。




〈五、櫻と遙が違う答えを選び、明芳が正解〉

櫻チームプラス一点、明芳チームプラス一点。五点と六点で明芳チームの勝ち。




〈六、櫻と遙が違う答えを選び、明芳が不正解〉

櫻チームプラス一点、明芳チーム得点なし。五点と五点で引き分け。






　現在の条件下で両チームが迎え得る決着は、この六パターンしかない。

　そしてその六パターンの決着の内、半数の三パターンが櫻チームの敗北。二パターンは引き分け。櫻チームの勝利は、一パターンしかないのだ。

　これまで全く同じ条件で全員正解しており、状況はどちらのチームも全く同じ……はずなのだが、見ての通りこの最終戦、櫻チームが圧倒的に不利であった。

　このゲームはそもそも、この状況を生み出すために考えられた。

（このゲームは、出題者が仲間に答えを教えてもいい。だから基本的に、私が出題者であれば兄にい様さまが不正解になるはずがない。だとしたらこの第四ターン、櫻さくらチームはまずは二人で答えを合わせないと、確実に負ける事になる）

　これにより、まずはパターン五と六が消える。

（残った四パターンの内、私達が勝てるのはパターン二と四。要するに、櫻チームが不正解なら、兄様が正解でも不正解でも私達の勝ちっていう事……）

　櫻チームが答えを間違えれば、明あき芳よしの答えは一切関係なく明芳チームの勝利となる。それはルールに基づく純然たるロジック。

（そのためには、相手の回答を確実に間違わせればいい）

　人の心を読むという能力の持ち主でも、確実に間違える二に択たく問題。

　普通に考えれば、そんな問題はあり得ない。

　だが──

（この『クレタ人の朗ろう読どく会かい』のルールなら、いくつかの条件を満たせばそれが可能になる）

　芽明めいあは、自分が手にする『逆説論理学』のページを開く。

　まずは条件の一つ目、予め開き癖をつけておいた、そのページを。

「出題する前に、一つ言い忘れてた事があるの」

　そして、これが条件の二つ目。

「二人とも、両手をテーブルの上に出して」

「……なるほどな、そう来るか」

　忌いま々いましげに櫻が呟つぶやく。それはつまり、指によるサインを禁止する、という事だった。

「言ったよね？　相談は必ず相手チームにも聞こえるようにする事。今までのは許してあげるから、今からは禁止ね」

　これは本来ならば必要のない措そ置ちだった。しかしここに来て、櫻が持ち出した『答えは紙に書いて伏せる』という追加ルールが勝利への道を塞ふさいでいる。

　芽明の罠わながその威い力りよくを発揮するには、どこかで迂う回かい路ろを作る必要があった。

「……もちろん、そっちもするんだろうな？」

「そうね、そうしないとフェアじゃないもんね。兄様、いい？」

「こう？」

「うん、ありがとう」

　この時三人、意外と素直。櫻と遙はるか、明芳も芽明の言う通りに、自分の両手をテーブルの上に出した。これでこっそりと仲間にサインを送る事は出来ない。

「ＯＫ、じゃあ出題するわ」

　準備は整った。芽明は自分が開いたページに目を落とす。

　そのページには、櫻さくら達の回答を確実に不正解にするための文があった。

「Ａ、『文Ａは正しい。』Ｂ、『文Ｂは正しい。』」

　この上もなくシンプルな出題だった。

　シンプルだからこそ、どちらが正解かを推理する材料が何もない。それこそ答えを教えてもらうか絶対的な幸運でもない限り、この出題に確実に正解する手段などなかった。逆に、確実に不正解にさせる罠わなを、芽明めいあはすでに用意している。

　もはや、勝利の扉は目の前に見えていた。唯ただ一つ、懸け念ねんがあるとすれば──

（私の、反動）

　第三ターンで兄に幸運をもたらしてから、現時点で九〇秒が経過している。つまり今は不運の反動の真っ只ただ中なか。残り三〇秒、自分にどんな不運が襲おそいかかるか分からない。

（怪け我がをするとかなら良いい……蜘く蛛もとかは、嫌いやだけど……とにかく、ゲームに影えい響きようのない不運ならなんでもいい……！）

　自分が負けるとすれば、それしか考えられなかった。

　反動が終わるまでの長い長い三〇秒。その間に、櫻が動く。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱい、噓うその文はどっちですか？」

　芽明ではなく、明あき芳よしに。櫻はのうのうと答えを聞く。

「芽明、どっち？」

　そして明芳もまた、躊躇ためらいもせずに芽明に聞く。

　探るように明芳を見ている櫻の目に、芽明は一つの確信を持つ。

（櫻……今、鬼おに火びの能力を発動させてるのね。兄にい様さまの心の声を聞いて、正解を知ろうとしてるんだわ……だったら教えてあげる）

「噓の文は、Ａよ、兄様」

「Ａだって、相あい上がみ君」

　邪じや気きのない笑顔を櫻に向ける明芳。当然だ。今回のゲーム、明芳は一いつ貫かんして何も考えていない。芽明が傍そばにいる限り、明芳が頭を使う事はない。

　今芽明が「噓の文はＡだ」と言った事で、明芳は迷う事なくＡの回答札を伏せる事を決めた。その心を読んだとしたら、櫻は次にどう出るか。

「五八……五九……一分経過。みんな、回答札を伏せて」

　茉まつ莉りが言うと、まず明芳が真っ先に札を伏せた。

　櫻も遙はるかも、後には続かない。両者難しい顔をして考え込んでいる。

　遙の中では、ある推測が形を成そうとしていた。

（この問題、もしかして……もしそうだとしたら、この条件で私達が勝つには……）

　限られた時間の中、遙の頭は勝利する方法を模も索さくして高速で回転する。

　その横で、櫻が再び明芳に問いかける。

「守かみ垣がい内と先せん輩ぱい、今どっちの札を伏せたか、教えてもらえますか？」

「Ａだよ」

　素直に答える明あき芳よし。そのやり取りを芽明めいあが黙って見ている。

（櫻さくらは、時間的にまだ能力が発動中。なら兄にい様さまが本当にＡを伏せた事は分かるはず。もし今からでも私の心を読んだなら、もう勝てない事が分かるはずだけど……）

　芽明は自分達の勝利を確信している。一方、櫻と遙はるかの沈黙は長い。どうすれば勝てるのか。今ベストな選せん択たくは一体何か。必死になって考えている。

　そして芽明の感覚で、櫻が能力を発動させた辺りからそろそろ一分が過ぎるはず、という頃ころ。

　おもむろに、櫻が口を開いた。

「──馬ば鹿かだな、俺おれは」

　唐とう突とつな櫻の言葉に、遙の眉まゆがぴくりと動く。

「よく考えたら、悩む事なんか何もなかった」

（始まったわね……反動）

　芽明が、櫻の発言を一言一句聞き漏もらさないように耳をすませる。

「琴こと宮みや先輩、守垣内先輩が伏せたのはＡの札で間違いないです」

　櫻の断言に、遙もまた何も言わず耳を傾ける。

「今まで守垣内先輩は、都合三回、自分の選んだ答えを口に出した。そしてそれは、全部本当でなおかつ正解だった……それは、自分の人ひと神がみとしての能力を信じてるからだ。だったら、ここに来て自分の答えを偽いつわるなんて小細工をするはずがない。それは、自分が人神だという事を自分で否定する事になる……ここまではいいですか？」

「……ええ」

「という事は、守垣内先輩が伏せたのはＡの札です。そして芽明が噓うそをついていて正解がＢだとしたら、俺達が両方Ｂだと答えるかもしれないんだから、俺達に唯ゆい一いつの逆転の可能性が生まれてしまう。そんな危険な噓を芽明がつくはずがない」

「……確かに」

「だから、俺達も二人でＡの札を伏せれば全員正解で、得点は六点と六点の同点、引き分けになります。そうすれば二周目で仕切り直せます」

　櫻の言葉を自分の中で丁てい寧ねいに咀そ嚼しやくする遙。伏せるべき札は、Ａか、Ｂか。

「……回答時間、残り三〇秒」

　タイムを読み上げる茉まつ莉りの声。急せかされるように、櫻のダメ押しの一言。

「琴宮先輩……俺達が勝つための唯一の方法を取りましょう」

　そしてやっと、遙は自分の中で結論を出した。

「──なるほどね」

　遙が選んだのは、首を縦に振る事だった。

「そうね、そうだわ……そうよ、それしかない」

　自分に言い聞かせるように何度も呟つぶやき、遙はるかは櫻さくらに目を向ける。

「分かったわ。相あい上がみ君、二人でＡの札を伏せましょう」

　遙のその答えを聞くや否いなや、櫻は迷わず回答札を伏せた。遙もそれに続き、ついに三枚の回答札が出で揃そろった。

「三人とも伏せたわね……じゃあ芽明めいあさん、正解を」

　茉まつ莉りに促うながされ、芽明は最後に考える。

（……さっきの櫻は能力の反動で喋しやべってたんだから、あれは全部本当の事。櫻は二人でＡの札を伏せる事を決め、琴こと宮みやさんもそれに従った。他ほかにサインらしきものは何もなかった。二人が伏せたのはＡの札。間違いない。そして兄にい様さまもＡの札を伏せた。つまり、三人とも答えはＡ）

　その場合、考えられる結果は次の二パターン。

（現在の得点は、櫻達が四点、私達が五点。Ａが正解の場合は櫻達がプラス二点、私達がプラス一点だから、合計六点と六点で引き分け。Ｂが正解の場合は全員不正解で得点が動かないから、四点と五点のまま……私達の勝ち）

　では、正解はＡか？　Ｂか？

　芽明は手にした本の中の自分が出題した文に視線を落とし、にやりと笑う。




（つまり……Ｂを正解にすればいいのね）




　確実に、相手を不正解にさせる出題。

　そのからくりはこうだ。

　Ａ、『文Ａは正しい。』

　Ｂ、『文Ｂは正しい。』

　それは、このゲームを考えた時からすでに決めていた、絶対に勝てる出題。

　否──

　実際にはこの出題を思いついたからこそ、それに合わせてルールが作られた。

　野の崎ざき昭あき弘ひろ著『逆説論理学』、一三二、一三三ページ。

　そこからは、次の三つの文を拾う事が出来る。




　文Ａは正しい。

　文Ｂは正しい。

　文Ｃは正しい。




　これが、芽明の仕掛けた罠わなだった。

　櫻さくら達が、Ａ、『文Ａは正しい。』を噓うそだと回答したとする。

　その場合芽明めいあは、噓の文はＢで、正しくは文『Ｂ』ではなく文『Ｃ』だ、と答えればいい。

　逆に、櫻達がＢ、『文Ｂは正しい。』を噓だと回答したとする。

　その場合は、噓の文はＡで、正しくは文『Ａ』ではなく文『Ｃ』だ、と答える事が出来る。

　つまり──芽明は、櫻達の答えに合わせて正解を変えられるのだ。

　だがそのためには、答え合わせの前に櫻達の答えを知る必要がある。

　本来ならばこのゲーム、親より先に子が口頭で回答し、続いて親が正解を言う流れだった。だが櫻の追加ルールで、子の回答は伏せられ、親が正解を言った後で開く、という流れになってしまった。これではこのトリックは死んでしまう。

　そこで芽明が咄とつ嗟さに考えたのが、相手に聞こえるような相談は可、という追加ルールだ。

　自分も明あき芳よしと答えを合わせる必要があるため、元々ある程度の相談は暗黙の了解とするつもりだった。しかしはっきりと公認してしまえば、櫻と遙はるかは堂々と相談をして答えを合わせるだろう。本来なら、親が子の回答を聞いて正解を変える事など出来ないため、子が親に回答を聞かれても何の問題もないからだ。

　そして見えないところでの指サインを封じる事により、櫻達は芽明に聞こえるように相談して答えを合わせなければならなくなった。そうなれば、明芳がどっちの札を伏せようと櫻チームを不正解にして勝つ事が出来る。

「正解は、Ｂ。文『Ｂ』は正しいは噓で、文『Ｃ』は正しいが本当よ」

「ＯＫ。じゃあ、答え合わせするわね」

（櫻、琴こと宮みやさん……色々考えたみたいだけど、残念だったわね。この問題は、あなた達がどっちを選んでも不正解だったのよ）

　渾こん身しんのトリックが綺き麗れいに形となった事に、芽明は満足する。これは鬼おに火びの能力じゃない、純粋に自分の頭脳で兄の役に立てたのだと、誇らしくさえ思う。

　回答札は、三枚ともＡ。全員不正解。ポイントは櫻チームが四点、明芳チームが五点のままなので、明芳チームの勝利で決着──




　──するはずだった。

　回答札をめくった茉まつ莉りが、そこに書かれている文字を読み上げた。

「守かみ垣がい内と君、Ａ。櫻君、Ｂ。琴宮さん、Ｂ」

「……………………………………………………………………………………え？」

　芽明の頭が真っ白になる。

「櫻君チーム、二人正解でプラス二点。守垣内君チーム、正解者なし」

　それはつまり、つまり。

「合計六点と五点で……『クレタ人の朗ろう読どく会かい』、勝者は櫻君チ─────ムッッッ！」

　満面の笑顔で勝者を讃たたえる茉まつ莉りの大声を聞きながら、芽明めいあは混乱の極致にあった。

「なっ、なっ、なっ……なんで!?　おかしいじゃない、どうして二人がＢの札を伏せてるの!?　二人でＡの札を伏せるって言ってたじゃない！」

　嚙かみ付くようにまくし立てる芽明に、遙はるかがどこか得意げな様子で答える。

「それはね、相あい上がみ君が、私達が勝つ唯ゆい一いつの方法を取ろうって言ったから。気付いてた？　あの時相上君、それ以外に『こうしよう』って、実は一言も言ってないのよ」

　あの時櫻さくらは『Ａの札を伏せれば引き分けになって二周目で仕切り直せる』と言っただけで、そうしようとは言っていなかった。

「で、私達が勝つ唯一の方法って、私たち二人が正解で、守かみ垣がい内と君が不正解。このパターンしかないのよね」

「だから守垣内先せん輩ぱいの答えがＡなら、俺おれ達もＡを伏せたと思わせて実際にはＢを伏せる。そうすればお前は全員の回答がＡだと思って、Ｂを正解にして全員不正解で勝とうとする。結果、俺達だけ正解で逆転勝利、って訳だ」

　何気ない説明の中に、聞き捨てならない部分がある事に芽明は気付いた。

「え……ちょ、ちょっと待って……私がＢを正解にするって……気付いてたの？　いつ!?」

「ああ、第四ターンの、どっちを答えても不正解になる出題な。あのトリックなら、ゲームのルールを聞いた時点でなんとなく予想がついてたぞ」

　さらりと答える櫻に、芽明は何な故ぜか羞しゆう恥ちを感じて頰ほおを染めた。

　こんな事が出来た、私は凄すごい、頭が良いい……そうはしゃいでいた子供が、実は全然大した事じゃなかったと気付いた時のような恥ずかしさ。

「じゃあ……あの追加ルールは、もしかして……」

「念のために、子の回答より先に親が正解を言うようなルールにしてそれを潰つぶしたつもりだったんだけどな。相談は相手に聞こえるように、ってルールで返されたな」

「でも、結果的にはそのルールにも助けられたわよね」

「ですね。だからこそ、俺達がＡを伏せるって芽明に信じさせる事が出来た訳だし」

　二人の説明を聞きながら、芽明はだんだんと実感し始める。

　自分が、どれだけ性格の悪い二人組を敵に回してしまったのかを。

「でも……二人とも、本当に相手がＢを伏せるか、疑わなかったの？　櫻は二人でＡを伏せれば引き分けになるとしか言ってなかったし、琴こと宮みやさんは櫻の言ってる事に全部頷うなずいてたし、最後には自分でもＡを伏せようって言ってた。Ｂを伏せようなんて、一回も言ってないじゃない。サインを送ってるような様子もなかったし……なのに、どうして!?」

　櫻と遙が、何の具体的な意思疎そ通つうもなしに、二人で言葉と全く反対の行動を取った事。何故そんな事が可能だったのか、芽明には理解出来ない。

　それだけ相手を信頼していたという事か？　説明しなくても全すべて伝わるはずだと、信じて、頼って、委ゆだねて。二人の間にはそこまで強い絆きずながあるというのか？

　否いな。

　今の二人に、まだとてもそんな信頼関係はない。

　では、何な故ぜこんな事が出来たのか。

「……この部屋に入る前にね、相あい上がみ君に言われたの。一つ提案がある、って」

「提案？」

「そう。ここから先、もし俺おれが『馬ば鹿か』と口にしたら、それを合図に俺と琴こと宮みや先せん輩ぱいでゲームを始めましょう、ってな」

　芽明めいあは思い出す。二人がＡを伏せようと話し出した一連の会話の、最初の一言。

『──馬鹿だな、俺は』

　あの時から二人は、クレタ人の朗ろう読どく会かいとは別に、二人だけのゲームを開始していたのだ。

「何なの、そのゲームって」

　問う芽明に、櫻さくらと遙はるか、同時に口を開いた二人の声が重なる。




『馬鹿と天才ゲーム』




「……馬鹿と、天才ゲーム？」

　その微妙なネーミングに眉まゆを顰ひそめる芽明。

「私が作ったゲームよ。二人のプレイヤーが『馬鹿』と『天才』になって会話して、馬鹿は相手の言う事を理解、納なつ得とくしたら負け、天才は相手の言う事を理解、納得しなければ負け。簡単に言えばそんなゲーム」

「そのゲームを、俺の合図で始める事にしてたんだ。俺が馬鹿、先輩が天才でな」

　つまり二人は、そのゲームをしながら『Ａの札を伏せよう』という会話をしていたのだ。

「このゲーム中、私達は裏の意味がある発言しかしないわ。だから要するに、相上君がこのゲームを始めるって事は……」

「今からの俺の発言は全すべて疑ってくれ、そう宣言してるようなものなんだよ」

「で、私は天才だから、Ａを伏せようって言葉が真意じゃないと分かっても、口では納得したように言わなければいけない。だから最後も自分で『Ａを伏せよう』って言ったのよ」

「俺は馬鹿だから、それに納得する訳にはいかない。琴宮先輩だってそれは分かってる。つまりあそこで先輩がわざわざ『Ａを伏せよう』って言ったのは、それは『Ｂを伏せよう』っていう意思表示だったって訳だ」

　扉を開ける前、その先で必ず何らかの騙だまし合いが行われるであろう事を予測していた櫻。相手に悟られない形で『これから噓うそをつく』という合図を出せるようにしていれば、それはきっと切り札となる。その手段として、『馬鹿と天才ゲーム』はもってこいだったのだ。

「じゃあ……櫻さくらはあの時、噓うそをついてたの？　人の心を読む能力の反動で、本当の事を言ってたんじゃなかったの？」

「人の心を読む能力？　反動？　そんなの噓に決まってるだろ！」

　それを聞いて、悔くやしさと不ふ甲が斐いなさに震ふるえる芽明めいあ。

（櫻が兄にい様さまに答えを聞いた時、私は櫻が鬼おに火びの能力を使ったんだと思った……だからその後のあの時間は、反動で本当の事を言ってるんだと思い込んだ……なんで!?　なんで少しでもそれを疑わなかったのよ、私の馬ば鹿か！）

　それに気付けなかった不運こそが、その時芽明を襲おそっていた反動であった。駄だ目めで元々で反動の時間を狙ねらってブラフをかけてみた櫻の思おも惑わくが上う手まくいった形だ。

「人の心を読む能力だなんて……少し考えたら噓だって分かるでしょう」

　敗北感に打ちひしがれる芽明へ、呆あきれた顔の遙はるかからさらに追い討ちが入る。ご丁てい寧ねいな事に、手の平を上に向けて『何を馬鹿な事を』という身振りつきだ。

「もし相あい上がみ君が本当にそんな超能力を持ってたとしたら──それなのに生徒会長選挙で私に負けるなんて、いくらなんでも間抜け過ぎるわよ」

「ぐっはぁ！」

　芽明への追い討ちだと思われた攻撃は、完全に無防備だった櫻の心に深く突き刺さった。

「……相上君？」

「……そう、本当に、その通りですよ……俺おれがそんな便利な能力を持ってたら、余よ程ほどの間抜けじゃない限り、とっくに生徒会長だ……っ！」

　その言葉は、口からではない。魂たましいから響ひびいていた。

「相あい上がみ君……泣いてるの？」

「泣いてねぇよ！」

　このダメージからは、しばらく立ち直れないかもしれなかった。
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「また、負けた」

　ぽつりと。

　地下閉へい架か庫この重く淀よどんだ空気に吞のみ込まれてしまいそうな、寝ぼけた変声期前の少年のような儚はかない声が、ぽつりと零こぼれた。

「変だなぁ……芽明めいあがいれば負けないはずなのに」

　守かみ垣がい内と明あき芳よし。

　小さな子供のように唇くちびるを尖とがらせ、その少年はぼやく。

「ねぇ芽明、ちゃんと真ま面じ目めにやってた？」

「や、やってたよ！」

「じゃあ、なんで負けたのさ」

「……それは……」

「運命は、僕に従うんだ。僕は人ひと神がみなんだから。そうだよね、芽明？」

「兄にい様さま……」

　芽明が傍そばにいるという事は、自分が人神の能力を発揮出来るという事。運命が従うから、負けるはずなどないという事。

　なのに、負けてしまった。

　それは一体どういう事か？

「お前が負けたのは、お前が人神なんかじゃないからだ」

　櫻さくらは心の底から思う。

　幸運の能力などなくとも……否いな、そんなものに頼らない明芳の方がずっと、手て強ごわかったと。熱かったと。ギラついていたと。

　生きていたと。

「そっか……僕がまだ、完全な人神じゃないから……」

「違う」

　自ら考える事を放ほう棄きし、妹の不運を代だい償しようにした幸運に身を委ゆだね、ただ己おのれの気の向くままに動き、理解出来ない事があれば人に聞くだけ。そんな、一度は痺しびれる程ほどに熱い戦いを繰り広げた相手のそんな姿に、櫻さくらは怒り、哀あわれみ、そして憤いきどおる。

「お前は不完全な人ひと神がみですらない」

　その事を、思い知らせる。拠より所を砕いてしまう事になろうとも、この哀れな男の中の神を殺す。何な故ぜだろう、櫻はどうしても、それをしなければならないような気がしていた。

「や……やめて、やめて櫻！」

　すがり付いてくる芽明めいあを手で押しのけ、櫻は未いまだ一人だけ鷹おう揚ように椅い子すに座ったままの明あき芳よしの目の前へ歩いていき、その美び貌ぼうを見下ろす──見み下くだす。

「何が人神だ、馬ば鹿か馬鹿しい。お前はただの我が儘ままなガキだ」

　兄の平凡を、自分が全すべて奪うばってしまった。

　そう言って芽明が泣いていた事を思い出す。

「お前は……特別なんかじゃない。ただの、普通の人間だ」

「そんなはずないよ。だってお父さんがいつも言ってるよ？　僕は神のうつし身だって。人の上に立つべき、特別な人間なんだって」

　欠片かけらも疑う様子もなくそんな妄もう言げんを口にする明芳を、櫻は笑えない。

　形は違っても、同じだ。

（こいつも、俺おれと同じだ……父親に呪のろわれた子供なんだ……）

「クソ親おや父じの言う事なんか気にするな。忘れちまえ。それはな、呪いなんだよ。俺達にかけられた、呪いなんだ」

「呪い……？」

　意味が分からない、と首を傾かしげる明芳。言いたい事が、伝えたい事が全く伝わらず、やり切れない思いに櫻は顔を顰しかめる。

「お前は、ただの人間だ……ただの普通の……芽明の、兄貴なんだよ」

「……櫻」

　感情の籠こもった櫻の言葉。芽明は自分の心の深い場所で、小さな波紋が立ったような気がした。

「芽明、お前もだ。本当に、そんなやり方しかないのか？」

「え……」

「自分が不幸になる事でしか、お前は兄貴を幸せに出来ないのかよ？」

　兄の平凡を全て奪って生まれてきた芽明。

　私が平凡に生まれた幸運を、少しでも兄にい様さまに返してあげて下さい。芽明はかつて、神様と呼ばれる何かにそう祈った事がある。

　結果、芽明は兄を一分間だけ幸運にする能力を授かった。

　次の一分間は、自分が不運になる事を代だい償しようとして。

　以来、その能力で我が身を削けずりながら、兄の望みを叶かなえ続けてきた。

　幸せだった。兄の役に立てるのだから。

　だが、たまに思ってしまう事があった。

（私は本当に、兄にい様さまにお返しが出来てるのかな？）

（このやり方が、本当に兄様のためになってるのかな？）

　それはふと頭をよぎっては、心の奥底へ沈んでいく芽明めいあの迷い。

（本当は、兄様は特別なんかじゃないんだよって、ただの、私の兄様なんだよって……言ってあげるべきだったんじゃないのかな……）

　今、櫻さくらがそうしたように。

　だが、櫻の言葉も芽明の迷いも、やはりすぐには明あき芳よしに届かない。

「僕がただの人間だなんて、ある訳ないよ。そう言えば相あい上がみ君、自分も人ひと神がみだなんて噓うそをついてたね？　もしかしたら、僕の事が羨うらやましいの？」

　例によって、その笑顔には一切の邪じや気きがない。

（……こいつは駄だ目めだな。一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃどうにもならない）

　そして櫻は改めて、今回の作戦の最初の目的を思い出す。

（こいつは一度、人間として痛い目を見るべきだ）

　その時、タイミングよく遙はるかの携帯がメールを受信した。その送信者は。

「……田辺たなべ先せん輩ぱい！」

　待ちに待った連絡に、遙が勢いよく携帯を操作してメールを開く。その文面に目を通すと、櫻に向かって力強く頷うなずいた。

「明芳……お前は今回、やり過ぎた。然しかるべき報むくいを受けてもらう」

「……何それ、どういう事？　櫻……」

　ただならぬ櫻の雰ふん囲い気きに兄の危機を感じ取り、芽明が明芳に寄り添う。いつでも幸運を発動出来るように。心のどこかで疑問を抱いだいてはいても、長年続けてきた自分の行為をすぐに変える事は出来なかった。

「それは、」

　鬼灯ほおずき一族の息のかかっていない警察が、お前達を逮捕しに来たんだよ──そう言おうとして、再び震ふるえた遙の携帯に意識を奪うばわれる。

「……鬼灯先輩？」

　今度は地上にいるよもぎからだった。メールを開いてその文面を読む遙の顔が、だんだんと険しくなってくる。

「琴こと宮みや先輩？　どうしたんですか？」

　櫻の声に、遙は少し声を震わせながら答える。

「上が、大変な事になってるみたい」
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　陣じん内ない達が待機する地下発電施設への扉の周りには、一〇人近い男達が倒れ伏していた。

　最初に殴なぐり倒した男達が意識を取り戻し、陣内が一人で戦っている内に仲間を呼ばれた。そこへ夏か凪なぎと彦ひこ星ぼしが合流して一時は持ち直していたのだが、扉を囲む敵は一人また一人と増えていき、今では僅わずか三人で一〇人もの敵を相手にしている状態だった。

「くっ……そ、キリが……ねぇっ！」

　叫びながらの夏凪の攻撃は、明らかに精彩を欠いている。外傷はないものの、その疲労はもはやピークに達しようとしていた。

「……らぁぁっ！」

　さらに一人の男を殴り倒した陣内は、夏凪とは違い傷だらけだ。元々打たれ強い上にきちんとした格闘技を習っている訳でもない陣内は、どうしても防御が疎おろそかになってしまう。

　そして、最も深刻なダメージを受けているのが、彦星だった。

「ぐぇっ！」

　夏凪への背後からの攻撃を、彦星が自らの体でとめた。最初は相手の攻撃を受け流して投げるような芸当を見せていたのだが、今や体を盾たてにする事しか出来なくなっている。

「……っ！　くそっ、なんでアンタは！」

　夏凪は崩れそうになる膝ひざに活を入れ、彦星を殴った男を蹴けり飛ばす。いかな夏凪でも、体を張って自分を助けた相手を見殺しには出来なかった。

　ちなみによもぎはすでに扉の内側に避難済みで、その扉は主に陣内が守っている。たまに扉が小さく開き、よもぎが外の様子を窺うかがっている。

　三人は強かった。実によく戦った。だが、いくらなんでも多勢に無勢。完全に無力化されるのも時間の問題と言えた。

「田辺たなべ先せん輩ぱいは何してんだよ！　警察まだかよ!?」

「馬ば鹿かが、警察なんかこねーよ！　俺おれらのリーダーは警察の上の方に顔が利きくんだ、いくら待ってもムげぁっ！」

「るっせぇんだよ」

　夏凪がひきつけた男を陣内が一撃でノックアウトする。が、直後その背中に三人の男が一いつ斉せいに躍りかかる。

「乾いぬい先輩っ」

　三人がかりで陣内を扉へ叩たたきつけたその内の一人を引き剝はがそうとして、夏凪も横から二人の男に殴りかかられる。それを見た彦星が、自分が相手をしていた男達を振り払って再び夏凪と敵の間に駆け込み、その攻撃を喰くらう。

「またアンタはっ……そういうのは好きな女にでもやってろよ！」

「……あいにく、今ここにはいないのでな」

　口の端から血を流しながら、それでも妙に格好をつける彦ひこ星ぼし。そんな姿を見ていると夏か凪なぎは何な故ぜだか苛いら立だちが抑えきれず、感情のままに目の前の敵を蹴けり飛ばしながら叫ぶ。

「俺おれら別にダチでもなんでもねぇだろうがっ！　なんで俺の事まで守ろうとすんだよ！」

「……だったら君は、今何を守ろうとしてる？」

　逆に聞き返され、咄とつ嗟さに答えが出てこない夏凪。

「ふっ……理由など……一つあれば十分！」

　彦星は夏凪の体を引き倒し、覆おおい被かぶさるように体を丸める。

「愛する者を助けようとする、志を同じくする者をっ！」

　その腕の隙すき間まから、新あら手ての男達が駆けて来るのを夏凪は見た。

「ば……っかやろう、どけ！　ふざけんな！」

　敵の数は四。その内の二人はバットを持っている。

「我が身可愛かわいさに見捨てる訳がっ！」

　男達が、彦星の背中に向かってバットを振り上げる。

「どけぇぇぇぇぇぇっ！」

「ありまあああああっ！」




『せぬゆえええええええええええっっっっ！』




　空気を震ふるわす怒号と共に。

　どこからともなく現れた、七三分け、刈かり上げ、いが栗ぐり頭、天然パーマの四人組──波は名な城しろアザミ親衛隊が、彦星に襲おそい掛かろうとする四人の男へ飛び掛かった！

「蜂はちのように刺す！　蜂のように刺す！」

「なんさらしとんじゃいくらすぞごらぁぁぁぁぁ！」

「うあああああんちきしょうアザミちゃんを返せえええええ！」

「せぬゆえ！　せぬゆえ！　せぬゆえ！　せぬゆえ！」

　ある者は凶器を手に。ある者は正々堂々と。ある者は泣き喚わめきながら。ある者はガタガタと震えながら。思い思いの情熱を持って、親衛隊は暴れまわる。

「ちっこいのの取り巻き……なんでここに……」

「……はは、ははは……地上に出る前にね、皆にメールを送ってたんだよ……囚とらわれのアザミ様を助くるため立たずして、何が親衛隊か、ってね……携帯電話ＯＫな病院でよかった」

　親衛隊の四人は、まだ痣あざがあったり包帯を巻いていたりと、怪け我がが完治している訳ではない。ましてや、イガグリとテンパーは襲しゆう撃げきの恐怖に怯おびえ毛布を被って震えてすらいたのだ。

　だが、彦ひこ星ぼしから連絡を受け、立ち上がった。アザミを助けるために。

「素晴らしい……素晴らしいよ君達！　それでこそ、男をやっている甲か斐いもある！」

　急に元気を取り戻し、彦星が再び立ち上がる。

　そして一緒になって暴れ出す五人を見て、夏か凪なぎはつくづく思った。

「……相あい上がみよぉ。ちったぁ見習えよなぁ」

　そして夏凪もまた、走り出す。

　ここは形勢逆転だ。ならば他ほかの仲間の──陣じん内ないの加勢へ。

　発電施設への扉の前では、ついに膝ひざをついた陣内を四人の男が囲んでいた。

（四人か、今の俺おれじゃ無理か──いやっ、男なら逃げんなっ！）

　親衛隊の五人が、夏凪の心に熱い炎を灯ともしていた。なるべく攻撃を受けないように立ち回っていた夏凪が、陣内を助けるため、ダメージを覚悟して突っ込んでいく。

　不意打ちが成功し、一人を蹴けり飛ばす。すぐさまもう一人が反応し、夏凪と一対一になる。しかし残った二人は、執しつ拗ように陣内を痛めつける。

「くそっ……乾いぬい先せん輩ぱい……！」

　駆け寄りたいが、目の前の一人を相手にするだけで精一杯の夏凪。

　その時、陣内の背後の扉がうっすらと開いた。

（鬼灯ほおずき先輩っ!?　今はまずい！）

　扉の中に隠れているよもぎは、時折扉を薄く開けて外の様子を窺うかがっていた。

　そして今、陣内が膝をついている姿を初めてその目にした。

「……っ」

　そんな陣内に、二人の男が寄ってたかって追撃を加えているのを見て。

　よもぎは扉をもう少し押し開け、陣内に向かって左手を伸ばし、その体に触れた。

「あ？　女がいるのか？」

　それに気付いた男の一人が、扉を開けようと近付いていく。

　次の瞬しゆん間かん。

「ぐべぁっ！」

　破壊的な音と共に物もの凄すごい勢いで内側から蹴り開けられた扉に、男は弾はじき飛ばされた。

　そうして開いた扉から、ゆっくりと、眼鏡めがねに三つ編みお下げの女子高生が歩み出てくる。

「な……なんだぁ？」

　いきなりの出来事に、陣内を攻撃していた最後の一人も呆あつ気けに取られてよもぎを見る。

　それを真っ向から睨にらみ返すよもぎの視線は、普段の無表情からは想像もつかない、人を射殺せそうな程ほどに剣けん吞のんなもの。

「それ以上──」

　そして、無む造ぞう作さに男に歩み寄り。

「──俺おれの男に、手ぇ出すなぁっ！」

　まるで陣じん内ないが乗り移ったかのような荒々しさで、目の前の男を殴なぐり飛ばした。

　これにはその場にいた全員が呆ぼう然ぜんとする。乱闘は一時的に完全に収まり、誰だれもがただただよもぎに注目している。

「……よもぎ……？　お前……」

　陣内が膝ひざをついたまま弱々しい声を上げると、よもぎは振り返ってその傍かたわらに片膝をつき、まるで慈いつくしむように、そっとその頰ほおに触れた。

「……お前、ぼろぼろだな」

　普段聞いた事のないよもぎの乱暴な言葉遣づかいに困惑する陣内。

（なんだ……少し前にも、似たような事があったような……あの時は確か、この後……）

　少しすると、途と端たんによもぎの両目が潤うるみ、大粒の涙がぼろぼろと溢あふれ出した。

「ふぇっ……ふぇぇぇぇぇ～ん……じんく～ん……」

　そうして人目も憚はばからずに、陣内にしがみついて泣き出してしまう。

（ああ……やっぱり、そうなるのか……）

　陣内は妙に冷静にその現象を受け入れ、小さな子供にするようにぽんぽんとその背中を叩たたいてやる。あまりにも理解不能な光景に、その場にいる誰もがただ立ち尽くすしかなかった。

　ちょうどその時、よもぎからのメールを受け取って急いで引き返した遙はるか達が、扉のすぐ内側まで辿たどり着いていた。

　薄く開いた扉に近付いてみても、外で乱闘しているような音が聞こえてこないので、もしかしたらもう終わったのか……と、櫻さくらが扉を押し開ける。

「……え？」

　眼前には、敵味方が入り混じってただ立ち尽くしているという奇妙な光景。その視線の中心には、陣内にしがみついて泣きじゃくるよもぎの姿。

「……？？？」

　一体何が起きているのか、櫻は咄とつ嗟さに理解出来ない。

　しかし、櫻の登場で──凍りついていたその場の時間が、再び動き出した。

「……オラ、よそ見してんじゃねえっ！」

　夏か凪なぎが目の前の男を足そく刀とうで蹴けり飛ばしたのを皮切りに、再び乱戦が再開される。

　基本的に一対一で確実に敵を減らす夏凪。よもぎを守りながら二人の男を相手取る陣内。彦ひこ星ぼしは親衛隊の四人と共に、最も多くの敵とまさに乱闘を繰り広げている。

「アイツら……いつの間に……」

　がむしゃらに戦う親衛隊に気付き、櫻が目を見張る。

　まだ怪け我がが治っているはずもない。なのに、それどころか暴力を振るわれた事の恐怖に震ふるえていたイガグリやテンパーまでもが、泣き喚わめきながら戦っている。




『だったらお前、もっと、強くなれよ。今のままだと情けなさ過ぎんだろ』




　不意に、夏か凪なぎの言葉が脳裏に蘇よみがえる。

（……体を動かすのは、俺おれの仕事じゃないんだよ）

　櫻さくらは乱闘を傍ぼう観かんする。自分が行って何になる。夏凪達のように強い訳でもない。親衛隊のように仲間がいる訳でもない。頭を使う事しか出来ない自分が、物理的な戦いの場に飛び込んだって何の役にも立たない。足を引っ張るだけだ。なら大人おとなしくしているのが正解だ……

　そう、自分に言い聞かせながら、それでも謎なぞの罪悪感に襲おそわれ、夏凪の背を見る。

「……っ！」

　一対一で敵と戦う夏凪の背後に、バットを持った別の敵が忍び寄っていた。

　夏凪はそれに気付いていない。気付いていたとしても、もう一度に二人を相手にするような体力は残っていない。他ほかの面々も加勢に行くような余裕はなく、このままでは夏凪は──

「くっそおおおおお！」

　考えるより先に、櫻は駆け出していた。

（なんだ、俺は何やってんだ!?　俺が行ってどうなるんだよ！　バット持ってるんだぞ!?　どうにか出来る訳ないだろ！　というかそもそも、こんなの俺のキャラじゃない！）

　奥歯が震ふるえる。涙が滲にじんでいるのが分かる。頭の中は後こう悔かいでいっぱいだ。このまま逃げ去ってしまいたい。だが、だがしかし。

（岸きし良らには……あの時助けられた借りがある！　それを、それを返すだけだ！）

　櫻は逃げなかった。

　バットの男が櫻に気付き、向き直り、体勢を整えても。

　一〇〇％返り討ちに遭あう事が分かっていても、櫻は逃げなかった。

　不ぶ恰かつ好こうに拳こぶしを握り締め、ろくに狙ねらいもつけず、ただ拳を振りかぶる。

（くそっ……もうどうにでもなれ！）

　そして、櫻が拳を前に突き出した、その瞬しゆん間かん。




（お母さん！）

（燃えなさい、私の鬼おに火び！）




「っ!?」

　バットを持った男が、何もない場所でいきなり足をもつれさせて前のめりになった。

　全く同時に、櫻は石ころを踏んで躓つまずき、少しだけ前方に跳とぶ形になった。

　その結果──櫻の右拳が、バット男の左頰ほおに、これ以上ない程ほどの最高のタイミングでジャストミートした。
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「ぐぶぁっ！」

「……え？」

　櫻さくらが目を開けると、目の前には一撃でノックアウトされたバット男が倒れ伏していた。

「……やった、のか……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。自分が目の前の男を倒したのだという事が、全く信じられない。

「げぁっ！」

　その時すぐ傍そばから別の男の悲鳴が聞こえた。顔を向けると、夏か凪なぎが自分の敵を倒して櫻の方に向き直るところだった。

　拳こぶしを握ったまま呆然とする櫻と、その前に倒れる男を見て、夏凪は──

「……やれば出来んじゃねぇか」

　初めて。

　夏凪は初めて、櫻に対して敵意を含まない言葉を口にした。




　一方、地下発電施設への扉の向こうでは。

「櫻君……」

「……良かったぁ」

　彼方かなたと芽明めいあが、櫻さくらの様子を見て、間に合った事に小さく安あん堵どの息を吐ついていた。

　櫻が敵に殴なぐりかかろうとしたその瞬しゆん間かん、彼方と芽明が共に自らの絶対時間を発動させたのだ。

「あなた……」

「……なっ、何よ！　私は別に何もしてないわよ!?」

「でも、良かったって……」

「……お、惜しかったって言ったの！　あのまま殴られちゃえば良かったのに、って！」

　言い捨てて、芽明は背を向け扉から離れていき──何もない所で転んだのだった。




　そして、そのすぐ後。

「見つけたぞ！　お前達、全員大人おとなしくしろ！」

　勇ましい声と共に、一つの人影が駆け込んできた。

　人影は剣道着を着ており、その手には竹刀しないを持っている。後頭部で結い上げられたシニヨンには、目にも鮮やかな紅あかい一本挿ざしのかんざし。

「……早さ乙女おとめ？」

　颯さつ爽そうと現れた早乙女月つき緒おは、背後に向かって大きく手を振り再び声を上げた。

「お父さん！　見つけた、こっちだ！」

　月緒の声に応こたえるように、学園校舎がある方角から、数十人の警官隊が押し寄せてきた。

「噓うそだろ、なんで警察が!?」

「絶対捕まらないんじゃなかったのかよ！」

「お前らーっ！　大人しくしろーっ！」

「確保、確保ーっ！」

　逃げようとする男達に警官隊が飛び掛かる。月緒は力尽きた学園生達を守るように、走り回ってはその竹刀を鋭く振るう。

　現場は、蜂はちの巣をつついたような大おお捕とり物もの劇となった。













　　　エピローグ
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　夜。

　遙はるかと彼方かなたは、いつものように一つのベッドの中で抱だき合って眠っている。

「……ごめんなさい、お姉ちゃん」

「どうしたの？　なんで謝るの？」

　普段は、彼方が遙の頭を抱いている事が多い。だが今日は逆で、小さく丸まっている彼方の頭を遙の手が優やさしく包んでいる。

「靴くつ箱ばこの中に入ってた、あの手紙を読んだ時ね……」

　あの手紙とは、彼方が図書館に呼び出された呼び出し状の事だ。

「私……ほんの少し……ほんの少しだけだよ？　でも、ほんの少し……嬉うれし、かったの……」

　ああ、やっぱり。

　遙は、彼方がそんな事を思っているのではないかと、少しだけ予想していた。

「無視するとか……警察に届けるとか……お姉ちゃんに相談するとか……すればよかったのに……私、言われるままに、行っちゃった……」

　何も言わずに彼方の頭を撫なでる遙。

　彼方の目には、少しずつ透明な雫しずくが溜たまっていく。

「そうすれば……そうすれば、ね……お姉ちゃんと、櫻さくら君が……きっと、助けに来てくれるって……私のために、来てくれるって……そう、思っちゃって……！」

　堪こらえきれず、声が震ふるえ出す。

「最低だよ、私……アザミちゃんも守れないで……やっぱり私、自分が大っ嫌いだ……！」

　大嫌い、と言う時に、ついに涙が溢あふれ出した。

「私っ、いつになったらっ、変われるのかな……もう、変われないっ、のかな……」

　しゃくりあげる彼方を、遙は自分の胸に抱き締める。

（変わってるよ。彼方はちゃんと、変わってるよ）

（前の彼方は、自分の事を嫌いだなんて言って泣いたりしなかった）

（今の彼方は、自分の嫌いやなところを、駄だ目めなところを、ちゃんと自分で見つめてるんだよ）

（だから、自分の事を嫌いになっちゃうんだよ）

　けれど、自分の事を嫌いになる変化が、良い事なのか悪い事なのか。

　自分の事を嫌いになって、そこからそのまま変われなければ、どうなってしまうのか。

（……私達は、どうすればいいの？　誰だれか、教えてよ……）

　答えは返ってこない。

　その夜も二人は、世界にたった二人きりなのを怯おびえるように、手を繫つないで眠った。




　　　　　二




　好きなだけ寝ていられるはずの日曜日の朝。

　しかし相あい上がみ櫻さくらは、普段と全く同じ午前七時に目を覚ました。

　櫻の目の前には、小さな幼おさな馴な染じみの女の子。波は名な城しろアザミが、同じ布ふ団とんの中で可愛かわいらしい寝息を立てている。

（……良かった）

　昨日も何事もなかった。またその寝顔を見る事が出来て、本当によかった。

　櫻はまだ、毎朝目が覚める度たびに、その事を安心せずにはいられない。

　頭を撫なでる。頰ほおに触れる。額に口付ける。その小さな体を、抱だき締めて眠る。

　あの事件があった日から、櫻とアザミとの距離が必要以上に近付いている。

　自覚はある。もう少し適度な距離を置くべきだ、と思う。

　しかし──どうしようもなかった。

　触れていなければ、不安で仕方がなかった。

　あの事件以来、アザミが櫻の部屋にいる時間は極端に増えている。元々夏休みなどの長期休暇はその傾向があったが、最近は本当に可能な限りずっと一緒にいる有あり様さまだ。

　別に、アザミが邪じや魔まだという訳ではもちろんない。むしろ逆だ。櫻の方も、今は可能な限り一緒にいたいと思っている。

　ただ櫻は、たまに考えてしまう。

（俺おれとアザミの関係は、これでいいんだろうか？）

　このままずっとアザミと一緒にいたら、アザミは一人で生きていく事が出来なくなってしまうのではないだろうか。

　櫻とて、一生アザミと一緒にいられる訳ではない。櫻には、家を出て生しよう涯がいの伴はん侶りよを見つけて子供を作り、幸せな家庭を築いて父親に見せ付けるという、真っ当なようで歪ゆがみ切った人生の目標がある。

（それとも、夕ゆう楓かさんが言うみたいに、アザミと結婚すればいいのかな？）

　父は自分に、女を愛するな、子供を作るな、俺達は決して女を幸せには出来ない……そう言い続けている。そんな父だから、櫻が恋人を作ったり結婚したりという事を決して認めない。

（けど、アザミなら別なんじゃないか……？）

　だが、なんとなく、それはなんだかとても歪いびつな結末のような気がしてならない。

「んー……」

　櫻さくらのすぐ隣で、アザミが小さな寝息を立てる。あどけないその寝顔を見ていると、自然と口元がほころび、穏おだやかな気持ちになっていくのを感じる。

（……ま、いいか）

　否いな、よくはない。それは分かっている。

　けれど、今はまだ……もう少しだけ、アザミと一緒に眠る事にした。




　　　　　三




「おはよう！　アザミ様とその従者達！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

「アザミ様、先日はあのような事件に巻き込まれ、さぞお辛つらい思いをされた事でしょう……ですがもう安心です！　我ら一同、もう二度とアザミ様をあのような目に、遭あわせはしまー!?」

『せぬゆえー！』

　腰の後ろで手を組んで、四人並んで直立不動の親衛隊が威い勢せいよく唱和した。

　目を見開いた猫のような無表情で、アザミは親衛隊に問いかける。

「みんな、怪け我が、大だい丈じよう夫ぶ？」

「なんとお優やさしい！　大丈夫です。もう何もご心配は、おかけしまー!?」

『せぬゆえー！』

　まさかの二連続せぬゆえ。朝から鬱うつ陶とうしい程ほどに絶好調な親衛隊達を見ながら櫻は、ああ、いつも通りだな……と、悔くやしいながらも安心してしまった。

　七月三〇日、月曜日。

　例の事件で負傷した面々もひとまず回復し、補習も復活しての登校である。

「……なんか、すっきりしないわね」

　親衛隊の人間輿こしで運ばれていくアザミの背中を眺ながめながら、隣を歩く遙はるかがぽつりと言う。

「そうですね……結局、明あき芳よしのやつはお咎とがめなし……いやまぁ、あれだけの事をやったんだから、流石さすがに裏では何か罰を受けてると思いたいですけどね」

　心の底からの本気の思いを、櫻は溜ため息と共に吐き出した。




　穂ほ尾お付づき図書館に、外国人窃せつ盗とう団だんが人ひと質じちを取って立て籠こもり、突入した警官隊に全員逮捕される──そのニュースは、当日の内にローカル局を席せつ捲けんした。

　身内の犯行である事を隠すために鬼灯ほおずき一族が情報を操作したのだと櫻は最初思ったが、警官隊が駆けつけた時、櫻達の騒動の裏で、図書館内ではなんと本当に外国人窃盗団が悪事を働いていたというのだから、櫻さくらは訳が分からなくなった。

　結局、明あき芳よし達による図書館占拠の件は窃せつ盗とう団だん逮捕の陰に隠れてうやむやになってしまい、現場にいた全員は一律して『人ひと質じちだった』という事で強引に片付けられた。

　いくらなんでもたまたま窃盗団が盗みに来た、などという偶然をもちろん櫻は信じていない。おそらく身内の犯行を隠すために、鬼灯ほおずき一族が情報を操作するどころか別の事件と犯人を用意したのではないか、と櫻は考えている。

　それが、明芳と芽明めいあを助けるために、田辺たなべ和かず貴たかが手配した事だ──などという事にまでは、流石さすがに想像すら及ばなかったが。

　そして櫻達は、たまたま図書館に行っていて事件に巻き込まれた友人達を助けるために警察に協力した、お手柄高校生という形になっている。

　夕ゆう楓かは涙を流して櫻に感謝した。

　そして、豊ゆたかは。

「櫻……よくアザミを守ったな。偉いぞ」

　そう言って、櫻の頭を撫なでた。

　櫻はその時、自分がどんな気持ちなのか、よく分からなかった。




　明芳と芽明がどうなったのか、櫻達は知らない。

　地域留学の期間は三学期が終わるまでのはずだが、公おおやけにならなかったとはいえこれだけの事件を起こしたのだ。当然鬼灯本家は真相に気付いているし、もしかしたら夏休みが明けたら学園から姿を消しているという事もあり得る話だった。

「……琴こと宮みや、どうかしたか？」

　遙はるかの向こう側を静かに歩く彼方かなたに、櫻は声をかけた。

　いつもなら、アザミが櫻と繫つないでいた手を離して親衛隊と一緒に行った後は、彼方が櫻と手を繫いで歩く。しかし今日は彼方が動かない。

「……えっと、その……迷惑、かけちゃったから……私、アザミちゃんも守れないで……」

　俯うつむいたまま目線も合わせずに言う彼方に、櫻は優やさしく声をかける。

「言っただろ？　明芳の狙ねらいは、元々アザミの方だったんだ。巻き込まれたのはお前の方なんだよ。だから、お前は悪くない。気にするな」

　櫻がそう言っても、彼方の表情は変わらない。

　やれやれ、と息を吐つき、櫻はその目の前に手の平を差し出す。

「手、繫がないのか？」

　その言葉でやっと、彼方は少しだけ顔を上げた。

　ほんとに、いいの？　そう確かめるように、おそるおそる手を伸ばす。

　そしてその手が、触れ──

「えい」

　なかった。

「……え？」

「んふふー。早い者勝ちっ！」

　いつの間にか現れた茉まつ莉りが、横から櫻さくらの手の平を奪うばい取った。

「あっ……」

「駄だ目めだよ彼方かなたちゃん、うじうじしてちゃ。こんな事になっちゃうよ？」

　櫻の手を握り締め、これ見よがしに振ってみせる。それを見て小さく頰ほおを膨ふくらます彼方。

「うん、さっきよりはかわいいかな。じゃあ今日はあたしと手を繫つないで行こう！」

「え？　え、え!?」

　茉莉は櫻の手を離し、強引に彼方の手を握った。続いて櫻の耳元に口を近付けて囁ささやく。

（ちょっと彼方ちゃんとお話しさせてね。次は櫻君だから覚悟するように！）

　それだけ言い残し、茉莉は戸惑う彼方を引っ張って駆け出してしまった。

　今回の事件で、茉莉は櫻が鬼おに火び憑つきである事をほぼ確信している。

　今後激しさを増すであろう茉莉の追及を考えると、溜ため息の零こぼれてしまう櫻であった。

「相変わらずモテモテね」

　そして残ったのは櫻と遙はるかの二人だけ。

　からかうような視線を向けてくる遙に、櫻もまた似たような視線を返す。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、俺おれが好きなのは琴こと宮みや先せん輩ぱいですから」

「あら、それは嬉うれしいわ。私も相あい上がみ君の事、大好きよ」

　一体いつまでこんな言い合いを続けるんだろう。二人してそんな事を思いながら。

「いやいやそんな」

「いえいえそんな」

　きっとこの言い合いが終わる時、二人の間には決定的な決着が訪れるのだろう。

「はは、うはは、うはははははははははは」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

　それが、どんな形の決着かは分からないけれど。




　その日が来るまで、櫻と遙の騙だまし合いの日々は、続いていく──





終わり












　　　　　後書き




　小さい頃ころ、「宇宙に端っこはあるのか？」という事をよく考えていました。

　例えば宇宙船で宇宙の端っこまで飛んでいった時、そこには何があるんだろう？　壁かべがあるのだろうか？　だとしたら、その壁の向こうには何が？　壁の向こうの端っこは？

　無限や永遠という概がい念ねんは、子供には物もの凄すごく納なつ得とくし辛づらいものでした。

　その時、実に単純に自分を納得させたのが、「宇宙を端っこまで飛んだら元の位置に戻ってくるのではないか」という説です。

　難しい考えなど何もありません。テレビゲームのＲＰＧなどで、気球や飛空艇ていを使って画面の端まで飛んでいくと元の位置に戻ってきます。宇宙もそうなのではないか、宇宙の端っこと端っこは繫つながっているのではないか？　子供の頃、漠ばく然ぜんとそんな事を考えたのです。

　そしてそれから時間が過ぎて大人おとなになり、とある漫画でこんな言葉に出会いました。

『三さん次じ元げん閉へい多た様よう体たい』

　一九〇四年にフランスの数学者アンリ・ポアンカレが提唱した『ポアンカレ予想』という問題があり、それは簡単に言うと『単連結の三次元閉多様体は三次元球面に同相である』というもの──らしいです。

　三次元閉多様体とは境界面を持たない物体の事で、その最も単純な形が、三次元の球体の表面を残らず全すべてくっつけた物、すなわち三次元球面である。

　……正直な所、何の事だかさっぱり分かりません。

　ですが、続いて書かれていた事を読んでみると、「宇宙を三次元球面だと考えた時、宇宙船で端っこまで飛んだら元の位置に帰ってくる」、という事らしいのです。

　子供の想像力というのは、時として物凄く真理に近い場所に辿たどり着くのかもしれません。

　そんな想像力を、いつまでも持ち続けていたいものです。




　こんにちは、乙おと野の四よ方も字じです。おかげ様で早くも三冊目を出させて頂けました。

　三巻はついに、読者様人気一位と二位（推定）の茉まつ莉りとアザミが表紙に登場です！　内容も二人に関するシーンが多くなっております。さらに、今までにない形で櫻さくらのピンチです。一巻二巻とはまた違った味わいをお届け出来るといいなと思います。

　今回も、担当さん、絵師さん、校こう閲えつさんに大変お世話になりました。自分のスケジュール管理の甘さを反省する事しきりです……ご迷惑をおかけしました。

　そして、三巻までお付き合い下さっている皆様。本当にありがとうございます！　どこまで続けられるか分かりませんが、またお会い出来ますように！


乙野四方字　拝
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乙おと野の四よ方も字じ

大分県豊後大野市出身、在住の新人作家。なんだかんだで今年の夏もエアコンなしで乗り切りました。我が人生で唯一ラオウ様と共通する部分かもしれません。
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イラスト／ゆーげん

千葉県出身、東京都在住。イラストレーター。小説を収納しようと思って本棚を買ったのですが、全然足りませんでした！　困った！
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